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はじめに 

 本市は、「男女共同参画推進条例」に基づき、男女共同参画行動計画を策定し、男女

が互いにその人権を尊重しつつ、責任を分かち合い、性別に関わりなく、その個性と能

力を十分に発揮することができる男女平等社会の実現を目指しています。 

男女共同参画の推進にあたっては、毎年、前年度の個別事業の取組状況及び６つの目

標の達成状況を新潟市男女共同参画審議会に報告し、評価を受け、施策や事業の見直し

を行っています。 

本書は、令和５年度の市の取組状況とその評価について、年次報告としてまとめたも

のです。 

新潟市市⺠⽣活部男女共同参画課 
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１ 施策の体系 第4次新潟市男女共同参画行動計画（令和3年度～令和7年度）

具体的取組施策の方向

（1）男女共同参画推進のための意識啓発

女性に対する暴力の根絶と貧困等生活
上の困難への支援
　－ＤＶ対策の強化とあらゆる人権侵
害行為の防止－

6

仕事と生活の調和に向けた意識の啓
発

（1）

5

性に関する理解と生涯にわたる健康の
確保
　－「性と生殖に関する健康と権利
　（リプロダクティブ・ヘルス／ライ
ツ）」の尊重－

生涯を通じた健康づくりの支援

男女の人権の尊重と男女共同参画への
理解促進
 －男女の固定的な役割分担意識の解消
と多様な生き方の尊重－

（4）

（1）

（2）

（2）

（2）新潟市配偶者等からの暴力防止・被害
者支援基本計画

（3）

（2）

（3）

（1）

（2）

（3）

（1）

（1）

（2）

関係機関や民間支援団体との連携の
強化

①関係機関・民間支援団体との連携体制の強化と協働の推進
②ＤＶ対応と児童虐待対応との連携強化

目標

1

2

3

4

①労働関係法令や制度の周知・調査　（目標１（１）③一部再
掲）
②企業における女性の活躍に向けた取組や情報開示の促進　（目
標２（２）①一部再掲）

①男女共同参画の視点を取り入れた防災体制の構築
②防災体制における女性の参画拡大

※

ＤＶを容認しない社会づくりの推進
①ＤＶ防止の意識啓発の推進
②ＤＶ相談窓口の周知

①安全に安心して相談できる体制づくり
②相談従事者の研修の充実

ＤＶ被害者の保護体制と自立支援の
充実

①安全に配慮した保護体制の充実
②総合的な相談支援体制の充実
③自立支援策の充実

ＤＶの根絶とＤＶ被害者への総合的
な支援体制づくり※

※新潟市配偶者等からの暴力防止・被害者支援基本計画

セクシュアル・ハラスメント、女性
に対する暴力防止対策の推進

①セクシュアル・ハラスメント等のハラスメントの防止　（目標
４（３）①再掲）
②女性に対する暴力防止の啓発や相談等の対策と安全な環境づく
り

配偶者暴力相談支援センターを中心
とした相談体制の充実

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・
バランス）の推進
—職業生活と家庭生活・地域活動との
両立を図るために必要な環境の整備—

①子育て支援策の充実
②介護サービス基盤の整備・充実
③地域で支える環境づくり
④ひとり親家庭等様々な困難を抱える人への支援の充実　（目標
６（３）一部再掲）

多様なライフスタイルに対応した子
育てや介護等に関する支援

性を理解・尊重するための啓発活動
の推進

①性に関する正しい知識と理解についての教育・学習機会の充実
②性と生殖の健康と権利に関する自己決定についての啓発活動の
充実

（1）

①働き方の見直しに関する啓発
②男女がともに働きやすい職場環境の整備促進
③男性の家庭生活・地域活動への参画促進　（目標１（３）①一
部再掲）

①セクシュアル・ハラスメント等のハラスメントの防止（目標６
（２）①一部再掲）

（3）

企業・団体・地域等における女性の
登用促進

①企業・団体・地域等への女性の参画拡大についての啓発（目標
３（１）②、（２）①一部再掲）
②女性のエンパワーメントの推進（目標３（３）①一部再掲）

①男女共同参画に関する調査、情報の収集・提供、支援
②メディアにおける男女の人権の尊重と男女共同参画の促進

①男性の多様な生き方・働き方についての啓発・支援（目標４
（１）③一部再掲）
②男性のための相談事業の実施・相談しやすい環境づくり

防災における男女共同参画の推進

働く場における男女共同参画の推進
－男女間格差の解消と女性活躍の推進
－

雇用の分野における男女の均等な機
会と待遇の確保

男女共同参画を推進する企業への支
援

①企業に対するインセンティブの付与等　（目標２（２）①一部
再掲）

（2）

①家庭・地域等への広報・啓発活動の推進
②保育・学校教育における男女平等教育の推進（目標３（３）③
一部再掲）
③職場における男女共同参画についての研修支援（目標３（１）
①一部再掲）
④男女共同参画を推進する人材の育成
⑤国際理解に基づく男女共同参画の推進

社会制度・慣行等の見直しと意識の
改革

男女共同参画に関する男性の理解の
促進

政策・方針決定の場への女性の参画促
進
－あらゆる分野における男女共同参画
の促進－

市の政策・方針決定過程への女性の
参画の拡充

①審議会委員等への女性の参画の拡充
②市女性職員の管理職等への登用推進

新
潟
市
女
性
活
躍
推
進
計
画

ハラスメントのない職場の実現

（3）
貧困等生活上の困難を抱える女性へ
の支援

①ひとり親家庭等様々な困難を抱える人への支援の充実　（目標
４（２）④再掲）

女性の個性と能力の発揮への支援

①女性の職業能力の開発機会の提供　（目標２（２）②再掲）
②再就職や起業の支援
③農業や自営業等、女性の参画が少ない分野での男女共同参画
（目標１（１）②一部再掲）

（3）

①生涯にわたる健康づくりのための支援
②こころとからだの相談体制の充実
③妊娠・出産等に関する健康支援
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【指標の分類】
　成果指標　計画期間中に達成すべき数値目標を設定し、事業実施による成果を測る指標
　参考指標　各目標に関連する状況を把握するため参考とするもので、数値目標を設定しない指標

分類
（参考）

令和２年度
令和３年度 令和４年度 令和５年度

目標値
（令和７年度）

成果 59.9% - - - - 80％以上

成果 65.0% - - - - 80％以上

法律や制度 29.8% - - - - 40％以上

社会通念・慣
習・しきたり

9.3% - - - - 15％以上

家庭生活 32.9% - - - - 40％以上

地域社会 29.1% - - - - 40％以上

小学校３年生

小学校６年生

中学校２年生 62.0% 75.4% 62.1% 91.2% 89.7% 70.0％

成果 94.6% 91.7% 92.1% 96.8% 92.5% 95.0％

小学校３年生 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% -

小学校６年生 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% -

中学校２年生 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% -

参考 798人 621人 564人 771人 820人 -

参考 464人 531人 597人 734人 865人 -

分類
（参考）

令和２年度
令和３年度 令和４年度 令和５年度

目標値
（令和７年度）

成果 42.9% ※1 42.9% 42.9% 41.9% 42.8% 45％以上

成果 1.8% ※1 1.8% 0.0% 0.0% 0.6% 0％

成果 15.2% ※2 15.2% 15.4% 16.3% 18.8% 30％以上

成果 18.0% 19.5% 19.9% 18.1% 18.3% 20％以上

参考 13　女性委員割合が45％以上の審議会等の割合 53.3% ※1 53.3% 55.8% 50.6% 52.9% -

小学校・校長 24.5% ※2 24.5% 26.2% 20.8% 19.8% -

小学校・教頭 15.8% ※2 15.8% 18.4% 19.3% 20.4% -

中学校・校長 8.9% ※2 8.9% 8.9% 8.9% 8.9% -

中学校・教頭 9.8% ※2 9.8% 10.0% 6.7% 10.0% -

参考 15　自治会長・町内会長の女性割合 5.8% ※2 5.8% 6.5% 6.3% 6.8% -

参考 38人 44人 56人 68人 80人 -

目
標
１

１　市民の性別役割分担意識
　  「男は仕事、女は家庭（家事・育児）」という考え方に
　反対する人の割合

２　「男女共同参画社会」という用語の周知度

成果 ３　男女の地位の平等感

５　アルザにいがた講座利用者満足度

成果
４　男女平等教育パンフレットを活用した保護
者啓発の割合

90.0％99.1%86.0%

目
標
２

参考
14　市立小・中学校の校長・教頭における女性
の割合

９　審議会等における女性委員割合

10　女性委員のいない審議会等の割合

11　市職員の管理職（課長以上）における女性の割合

16　市防災士の会の女性会員数

97.2%

２ 指標の達成状況一覧
「第４次新潟市男⼥共同参画⾏動計画」では、男⼥共同参画の推進に関する施策を着実に進めるため、６つの⽬標ごとに達成
度を測る成果指標と参考指標を設けています。

82.2% 86.0%

項目
計画策定時

（令和元年度）

参考
６　小・中学校の男女平等教育パンフレットを活
用した授業割合

12　市立学校園の女性管理職（校園長・教頭）の割合
※小・中学校、特別支援学校、高等学校、幼稚園

７　アルザにいがた主催講座参加者数

８　アルザ情報（メール配信）登録数

項目
計画策定時

（令和元年度）
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分類
（参考）

令和２年度
令和３年度 令和４年度 令和５年度

目標値
（令和７年度）

成果 22.6% - - 30％以上

成果 80.4% ※3 - 83.9% - 85％

成果 15.2% ※4 13.6% - 30％

成果 10.8% 11.7% 11.9% 12.1% 12.1%
市内認定農業者
数の15％以上

男性 79.1% ※3 - - 79.8% - -

女性 46.1% ※3 - - 47.3% - -

参考 71.9 73,4 71.9 72.9% 72.3% -

分類
（参考）

令和２年度
令和３年度 令和４年度 令和５年度

目標値
（令和７年度）

成果
218分

(女293)
(男75)

- - - - 180分以内

成果 8.4% 14.0% 24.3% 32.7% 39.6% 30％

成果 13.2% 22.0% 31.5% 47.7% 58.6% 30％

成果 11.9% ※3 - - 5.5% - 5％

成果 48.1% 55.9% 54.0% 57.4% 63.9% 58.0％

成果 0人 0人 0人 0人 0人 0人

参考 385社 ※5 385社 423社 458社 498社 -

参考 30　要介護認定者数 45,450人 ※6 45,450人 45,870人 45,713人 46,443人 -

参考 23.2% ※7 22.7% - - - -

分類
（参考）

令和２年度
令和３年度 令和４年度 令和５年度

目標値
（令和７年度）

成果 88.8% - - - - 100％

成果 37.3% ※8 34.4% 37.0% 38.0% - 60％以上

成果 23.1% ※8 15.5% 14.3% 15.7% - 60％以上

分類
（参考）

令和２年度
令和３年度 令和４年度 令和５年度

目標値
（令和７年度）

男性 31.2% - - - - 35％

女性 49.0% - - - 70％

成果 50.1% - - - 60％以上

参考 1,814件 2,156件 1,930件 1,936件 2,512件 -

参考 5,693人 4,140人 4,735人 6,881人 7,882人 -

※4　平成27年　令和２年との比較のため遡及集計した不詳補完値　補完前は15.4％
※5　令和3年2月末現在

※6　令和2年10月1日現在
※7　平成27年

※8　平成30年度

※1　令和元年7月1日現在
※2　令和2年4月1日現在

※3　平成29年

計画策定時
（令和元年度）

項目

計画策定時
（令和元年度）

20　家族経営協定締結農家の割合

17　職場における男女の地位の平等感

18　女性の有業率（25～44歳）

19　民間企業の女性管理職比率

項目
計画策定時

（令和元年度）

計画策定時
（令和元年度）

23　共働き夫婦の家事等平均時間の格差

25　男性市職員の育児休業取得率

32　妊娠や出産にかかわる女性の健康と権利に配慮すべきで
あると考える人の割合

33　新潟市国民健康保険加入者の特定健康診査受診率

27　年次有給休暇取得率

26　週間就業時間が60時間以上の男性の割合

24　男性の育児休業取得率

34　新潟市国民健康保険加入者の特定保健指導実施率

22　所定内賃金の男女格差

目
標
３

目
標
５

成果

目
標
４

項目

目
標
６

38　デートDV防止セミナー受講者数

28　保育所待機児童数

29　ハッピーパートナー企業登録数（新潟市）

31　職場で何らかのハラスメントがあると回答した女性の割合

37　配偶者暴力相談支援センターで受けたDV相談の件数

項目

35　DV被害にあったときに実際に相談した人の
割合

36　DV被害にあったときの相談窓口を知っている人の割合

参考 21　男女別正規従業員の割合
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３ 目標別指標データ 
目標１ 男女の人権の尊重と男女共同参画への理解促進 

 ―男女の固定的な役割分担意識の解消と多様な生き方の尊重― 

 

成果指標 １ 市民の性別役割分担意識 

 「男は仕事、女は家庭（家事・育児）」という考え方を否定する人の割合 

（目標値：80％以上） 

  

成果指標 ２ 「男女共同参画社会」という用語の周知度 

「男女共同参画社会」を知っている人の割合 

（目標値：80％以上） 

  

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 

 

 

 

 

54.1 56.5 57.0 
64.3 

42.0 46.0 47.1 
55.0 

48.7 51.6 52.6 
59.9 

0

20

40

60

80

平成18 21 26 令和元年度

（％） 女性 男性 全体

58.7 55.3 
59.9 

65.0 

0

20

40

60

80

平成18 21 26 令和元年度

（％） 目標 80％以上 

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 

目標 80％以上 
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成果指標 ３ 男女の地位の平等感（「平等である」と考える人の割合） 

○法律・制度（目標値：40％以上） 

 
資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 

 

○社会通念・慣習・しきたり（目標値：15％以上） 

  

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 

 

○家庭生活（目標値：40％以上） 

 
資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 
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○地域社会（目標値：40％以上） 

 
資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 

 

成果指標 ４ 男女平等教育パンフレットを活用した保護者啓発の割合 

（目標値：小学校３年生・６年生 90％ 中学校２年生 70%） 

 

資料：新潟市教育委員会学校支援課調べ 
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成果指標 ５ アルザにいがた講座利用者満足度 

（目標値：95％） 

  

 

 

参考指標 ６ 男女平等教育パンフレットを活用した授業割合 

 
資料：新潟市教育委員会学校支援課調べ 
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成果指標 ７ アルザにいがた主催講座参加者数 

 

資料：新潟市男女共同参画課調べ 

 

成果指標 ８ アルザ情報（メール配信）登録数 

 

資料：新潟市男女共同参画課調べ 
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目標２ 政策・方針決定の場への女性の参画促進 

 ―あらゆる分野における男女共同参画の促進― 

成果指標 ９ 審議会等における女性委員の割合 

（目標値：45％以上） 

 

資料：新潟市男女共同参画課・行政経営課調べ 

 

成果指標 １０ 女性委員のいない審議会等の割合（目標値：0％） 

 
資料：新潟市男女共同参画課・行政経営課調べ 
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成果指標 １１ 市職員の管理職（課長以上）における女性の割合（目標値：30％以上） 

 

資料：新潟市人事課調べ 

 

成果指標 １２ 市立学校園の女性管理職（校園長・教頭）の割合（目標値：20％以上） 

 

資料：新潟市教育委員会学校人事課調べ 
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参考指標 １３ 女性委員割合が４５％以上の審議会等の割合 

 

資料：新潟市行政経営課調べ 

 

参考指標 １４ 市立小・中学校の校長・教頭における女性の割合 
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資料：新潟市教育委員会学校人事課調べ 
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市立中学校の校長・教頭における女性の割合 

 

資料：新潟市教育委員会学校人事課調べ 

 

参考指標 １５ 自治会長・町内会長の女性割合 

 

資料：新潟市市民協働課調べ 
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参考指標 １６ 市防災士の会の女性会員数 

 

資料：新潟市防災課調べ 
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目標３ 働く場における男女共同参画の推進 

 ―男女間格差の解消と就業支援― 

成果指標 １７ 職場における男女の地位の平等感（「平等である」と考える人の割合） 

（目標値：30％以上） 

 

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 

 

成果指標 １８ 女性の有業率（２５～４４歳） 

（目標値：85％） 

  

資料：就業構造基本調査 
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成果指標 １９ 民間企業の女性管理職比率 

（目標値：30％） 

  

資料：国勢調査 ※不詳補完値 

 

 

成果指標 ２０ 家族経営協定締結農家の割合 

（目標値：15％以上） 

 

  

 

資料：新潟市農林政策課調べ 
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参考指標 ２１ 男女別正規従業員の割合 

 
資料：就業構造基本調査 

 

参考指標 ２２ 所定内賃金の男女格差（男性を１００とした場合の女性の割合） 

  
資料：新潟市雇用・新潟暮らし推進課「厚生労働省 賃金構造基本統計調査 新潟市の概況」（令和元～5 年） 

「賃金労働時間等実態調査」（平成 29～30 年） 
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目標４ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進 

 ―仕事と家庭生活・地域活動とが両立できる環境づくりへの支援― 

 

成果指標 ２３ 共働き夫婦の家事等平均時間の格差（目標値：180 分以内） 

 

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 

 

成果指標 ２４ 男性の育児休業取得率（目標値：30％） 

 

資料：新潟市雇用・新潟暮らし推進課「新潟市賃金労働時間等実態調査」 
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成果指標 ２５ 男性市職員の育児休業取得率（目標値：30％） 

 

資料：新潟市人事課調べ 

 

成果指標 ２６ 週間就業時間が６０時間以上の男性の割合（目標値：5％） 

 
資料：就業構造基本調査 
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成果指標 ２７ 年次有給休暇取得率（目標値：58％） 

 

資料：新潟市雇用・新潟暮らし推進課「新潟市賃金労働時間等実態調査」 

 

成果指標 ２８ 保育所待機児童数（目標値：0人） 

 

資料：新潟市保育課調べ 
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参考指標 ３０ 要介護認定者数 

 

資料：新潟市介護保険課調べ 

 

参考指標 ３１ 職場で何らかのハラスメントがあると回答した女性の割合 

 

資料：新潟市雇用・新潟暮らし推進課「新潟市女性就労意識実態調査」 
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目標５ 性に関する理解と生涯にわたる健康の確保 

 ―「性と生殖に関する健康と権利（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）」の尊重― 

成果指標 ３２ 妊娠や出産にかかわる女性の健康と権利に配慮すべきであると考える人の割合 

（目標値：100％） 

 

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 
 

成果指標 ３３ 新潟市国民健康保険加入者の特定健康診査受診率 

（目標値：60％以上） 

 

資料：新潟市保険年金課調べ 
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成果指標 ３４ 新潟市国民健康保険加入者の特定保健指導実施率 

（目標値：60％以上） 

 

資料：新潟市保険年金課調べ 
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目標６女性に対する暴力の根絶と貧困等生活上の困難への支援 

 ―DV 対策の強化とあらゆる人権侵害行為の防止― 

成果指標 ３５ DV 被害にあったときに実際に相談した人の割合 

（目標値：男性 35％ 女性 70％） 

 

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 

 

成果指標 ３６ DV 被害にあったときの相談窓口を知っている人の割合 

（目標値：60％以上） 

 

資料：新潟市男女共同参画課「男女共同参画に関する基礎調査」 
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参考指標 ３７ 配偶者暴力相談支援センターで受けた DV 相談の件数 

 

資料：新潟市男女共同参画課調べ 

 

参考指標 ３８ デート DV 防止セミナー受講者数 

 

資料：新潟市男女共同参画課調べ 
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４ 令和 5 年度実施事業の評価 

（１）評価方法 

■第１次評価（事業所管課による自己評価） 
「施策の体系」上の「具体的取組」の個別事業の評価 

 
【評価の視点】 

・事業内容  ・実績  ・行動計画の目標に対する効果・貢献した点 
・課題      ・対応の⽅向 

 
■第２次評価（男女共同参画課による評価） 

＜男女共同参画推進会議事務局として施策がどう行われたかなどについて評価する＞  
行動計画「施策の体系」上の「施策の⽅向」レベルでの評価 

 
【評価の視点】  

男女共同参画の視点を持って事業を実施したかや、行動計画の目標達成に向けた取組として
評価すべき点や課題など  

 
■第３次評価（男女共同参画審議会による評価） 

＜目標が達成されているか、達成のために何が必要かなどを外部から評価＞ 
行動計画「施策の体系」上の「目標」レベルでの評価 

 
【評価の視点】 

男女共同参画審議会委員の専門的見地からの事業全体を通した総括的な評価 
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（２）男女共同参画審議会による総評 

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症の位置づけが 5 類感染症に移行し、ようや
く市⺠⽣活に落ち着きが戻りつつあったが、能登半島地震で発⽣した液状化現象により
多くの住宅が被害を受けるなど、市⺠⽣活に⼤きな影響が⽣じた１年であった。そのよ
うな中、災害対応により事業の実施にも影響があったが、各所管課において、男女共同
参画推進のための施策が継続して実施された。 

「目標１ 男女の人権の尊重と男女共同参画への理解促進」については、様々なテー
マで学習する機会を提供していることを評価する。今後も、市の実態やニーズに基づい
た講座等を開催するとともに、男女共同参画に関心の薄い人が多いと思われる若者世代
や男性などにも情報が届くよう、各種媒体や手段を活用し、意識啓発を充実させていく
必要がある。また、男女共同参画は施策を横断する共通の視点であるため、市職員の意
識を高めるよう、効果的かつ継続的な研修を行う必要がある。 

「目標２ 政策・⽅針決定の場への女性の参画促進」については、審議会の女性委員
割合や市職員の女性管理職割合、市立学校園の女性管理職割合が前年度より増加してい
るものの、成果指標に掲げた目標値が未達成であることは課題である。市職員の女性管
理職割合が低い原因を調査・分析し、取組に反映させる必要がある。また、女性が仕事
と家庭を両立できる職場環境、体制を整えることも必要であり、各種調査を実施し、今
後に活かしてほしい。防災分野では、取組により効果が出ているので、今後も積極的に
取組を進めていく必要がある。 

「目標３ 働く場における男女共同参画の推進」については、働きやすい職場づくり
に関する企業表彰と入札でのインセンティブを結びつけたことを評価する。⼀⽅で、職
場環境の整備に取り組むことが難しい中小企業に向けた⽀援策の検討が必要である。ま
た、正規従業員の割合などの男女間格差解消や⼀層の女性活躍推進のため、企業の働き
⽅改革に関する取組の促進と子育て⽀援の充実が求められる。 

「目標４ 仕事と⽣活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進」については、⺠
間及び市職員の男性の育児休業取得率が上昇したことを評価する。⼀⽅で、女性と比べ
て育児休業取得率が低いことや取得期間の向上が課題である。育児休業の取得には企業
の理解が不可欠なため、企業への啓発など、より取組を強化する必要がある。また、今
後、働く世代等で介護に関わる人が増えるため、仕事と介護の両立⽀援に向けた制度の
周知及び意識啓発が必要である。 
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「目標５ 性に関する理解と⽣涯にわたる健康の確保」については、学校等で思春期
の子どもたちや保護者に対して啓発を行っていることは評価できる。今後、若者世代が
健康や性・こころの問題について、関心を持って⾃分事として理解を深めるための啓発
が必要である。また、女性特有の健康課題が働く世代（主に 20〜50 歳代）に多くある
ため、職場全体で、特に男性を含めた周囲の理解促進が重要である。 

「目標６ 女性に対する暴力の根絶と貧困等⽣活上の困難への⽀援」については、Ｄ
Ｖ相談⽀援において、各関係機関との個別相談内容に適した連携、対応を評価する。Ｄ
Ｖ根絶に向けた啓発活動の⼀つとして、デートＤＶ被害の危険性の高い高校⽣・⼤学⽣
等に対し、デートＤＶ防止セミナーの受講機会を増やす取組をしてほしい。また、ひと
り親家庭等様々な困難を抱える女性への⼀層の⽣活⽀援の充実が必要である。 

令和５年度は、市職員の女性管理職割合など、成果指標の数値は増加したものの、依
然として目標の達成には至らない項目がいくつか見られた。今後、その原因を整理・把
握するとともに、今回の事業評価の内容も反映させながら、引き続き、男女共同参画の
取組を着実に進めてほしい。 
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（３）男女共同参画課及び男女共同参画審議会による評価（第２次・第３次評価） 
 

 
 

 

 

 

 

参考
R2 R3 R4 R5 R6 R7

固定的な性別役割分担を
反対する人の割合

80%
以上

59.9% - - - - 男女共同参画に関
する基礎調査

「男女共同参画社会」と
いう用語の周知度

80%
以上

65.0% - - - - 男女共同参画に関
する基礎調査

男女の地位の平等感
法律・制度

40%
以上

29.8% - - - - 男女共同参画に関
する基礎調査

男女の地位の平等感
社会通念など

15%
以上

9.3% - - - - 男女共同参画に関
する基礎調査

男女の地位の平等感
家庭生活

40%
以上

32.9% - - - - 男女共同参画に関
する基礎調査

男女の地位の平等感
地域社会

40%
以上

29.1% - - - - 男女共同参画に関
する基礎調査

男女平等教育パンフレッ
トを活用した保護者啓発
（小３・小６）

90.0% 86.0% 82.2% 86.0% 99.1% 97.2% 学校支援課

男女平等教育パンフレッ
トを活用した保護者啓発
（中２）

70.0% 62.0% 75.4% 62.1% 91.2% 89.7% 学校支援課

アルザにいがた主催講座
参加者満足度

95.0% 94.6% 91.7% 92.1% 96.8% 92.5%
男女共同参
画課

参考指標

男女平等教育パンフレッ
ト活用割合（小３） - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 学校支援課

男女平等教育パンフレッ
ト活用割合（小６） - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 学校支援課

男女平等教育パンフレッ
ト活用割合（中２） - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 学校支援課

アルザにいがた主催講座
参加者数

- 798人 621人 564人 771人 820人
男女共同参
画課

アルザ情報メール登録者
数

- 464人 531人 597人 734人 865人
男女共同参
画課

目標1 男女の人権の尊重と男女共同参画への理解促進
  −男女の固定的な役割分担意識の解消と多様な生き⽅の尊重−

成果指標 目標値 計画策定時
（R1）

実績 出典

28



 

 

 
 

■主な事業 
（１）男女共同参画推進のための意識啓発 

○アルザにいがた主催講座では 13 講座開催し、延べ 820 人が参加した。また、商業施設で男
女共同参画やジェンダー平等に関する展示イベント「SDGs ジェンダー平等展」を開催した。
地域においても、公⺠館主催講座や各区男女共同参画地域推進員による企画事業により、市
⺠への啓発を行った。 

○学校において男女平等教育パンフレットを活用した教育を実施した。保護者への啓発は小学
校で 97.2％、中学校で 89.7％行った。 

○市職員に対して新任職員研修、管理職向け研修などにおいて男女共同参画に関する研修を行
った。また、アルザ企画委員や各区地域推進員などに対してアルザにいがた主催講座で基礎
研修を行った。 

（２）社会制度・慣行等の見直しと意識の改革 
○情報紙「アルザ」などにおいて、男女共同参画に関する情報を提供した。 
○アルザにいがた主催でメディアリテラシーについて考える講座及びアンコンシャスバイア

ス（無意識の思い込み）とジェンダーをテーマとした講座を開催した。 
○情報モラル教育に関する教職員研修を行った。 

（３）男女共同参画に関する男性の理解の促進 
○アルザにいがた主催講座で男性の多様な⽣き⽅について啓発したほか、アルザフォーラムの

基調講演では男性学の視点から誰もが⽣きやすい社会を考える機会を提供した。また、男性
専用の電話相談を行った。 

○⼤学⽣向けワークショップを開催し、ワーク・ライフ・バランスやキャリアデザインを考え
る機会を提供した。 

 

■成果と課題 
（１）男女共同参画推進のための意識啓発 

〇アルザにいがたの主催講座のほか、公⺠館の主催講座や各区地域推進員による企画事業を実
施し、男女共同参画行動計画に沿った様々なテーマで幅広い層に学習機会を提供することが
できた。また、多くの人が集まる商業施設で展示イベントを実施したことにより、広く市⺠
に男女共同参画の啓発を行うことができた。 

○固定的な性別役割分担意識を反対する人の割合を増やしていくために、関心の薄い層などへ
の意識啓発を促すためのテーマや開催⽅法の検討が必要である。 
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（２）社会制度・慣行等の見直しと意識の改革 
〇様々なメディアから受ける影響をジェンダーの視点で考えるメディアリテラシーに関する

講座を開催するとともに、情報紙「アルザ」の特集記事にメディアリテラシーを取り上げ、
講座の内容等を掲載することで、ジェンダーに関心が薄い人に対しても情報を提供すること
ができた。 

○男女共同参画に関する基礎調査では男女の地位の平等感の中で「社会通念や慣習、しきたり」
が特に低い状況であり、男女差の現状や社会制度や慣行などでの問題点を示し、気づきを促
していくことが必要である。 

（３）男女共同参画に関する男性の理解の促進 
〇子育て期の男性向けの講座は参加者の満足度も高く、子育て中の男性同士が悩みや子育てに

ついて話し合う、よい機会を提供することができた。 
○男性の理解促進を図る講座への参加者が少ないため、テーマ・内容の設定や広報⽅法が課題

である。 

■今後の対応 
（１）男女共同参画推進のための意識啓発 

○意識啓発の事業については、テーマや開催⽅法を検討し、関心の薄い層などへの意識啓発と
ともに、更に理解を深めていく内容の講座も実施していく。 

○市職員に対しても引き続き啓発を行い、施策の企画・実施に男女共同参画の視点を持つよう
働きかける。 

（２）社会制度・慣行等の見直しと意識の改革 
○ジェンダー統計の収集を行い、またその時々に必要な男女共同参画に関する情報を、時機を

捉えて発信し、幅広い世代の市⺠に対し啓発を続けていく。 
（３）男女共同参画に関する男性の理解の促進 

○引き続き、多くの男性の参加につながるよう興味を引くテーマや内容とＰＲ⽅法を工夫し、
男性の性別役割分担意識を解消し、家庭⽣活や地域活動により関われるような講座を実施し
ていく。 

 

 
 
〇アルザにいがたや公⺠館において、様々なテーマで学習する機会を提供していることを評価す

る。今後も講座の開催にあたっては、市の実態やニーズに基づいたテーマや開催⽅法の工夫が
必要である。また、より多くの人へ周知するための手段を分析・検討するなど、広報の強化に
もさらに取り組む必要がある。 
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〇アルザにいがたの企画講座やフォーラムでは、⼀定の参加者を集め、満足度も高いことを評価
する。今後も男女共同参画に関する理解促進に向け、より多くの人に啓発できるように努めて
ほしい。 

○男女共同参画に関心が薄い人が多いと思われる若者世代や男性などにも情報が届くよう、講座
開催に加え、様々な媒体や手段を活用し、意識啓発に取り組む必要がある。 

〇子育て期の男性向け講座については、満足度が高く良い機会を提供できたと評価できる。⼀
⽅、男性の参加が少ない講座もあったことから、集まりやすいテーマ設定や広報の工夫が必要
である。 

〇成果指標「男女平等教育パンフレットを活用した保護者啓発」について、小中学校とも目標を
上回ったことを評価する。将来を担う子どもへの教育は重要であり、学校教育の場においてだ
けではなく、保護者参加型の取組を進めていく必要がある。 

〇小中学校への学習教材の提供による理解促進の継続とともに、若者世代への啓発も充実させて
欲しい。 

○男女共同参画は施策を横断する共通の視点であるため、市職員の意識を高めるよう、効果的か
つ継続的な研修を行う必要がある。 

○男性相談の件数が依然として少ないため、相談しやすくするための取組が必要である。 
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■主な事業 
（１）市の政策・方針決定過程への女性の参画の拡充 

○附属機関等への女性の参画を推進するため「新潟市附属機関等への女性委員の登用推進要綱」
に基づき、委員改選時の事前協議の徹底と進行管理を行った。 

〇市の施策や⽅針決定過程への女性の参画を促進するため、女性職員の係⻑への積極的な登用
を図った。 

〇市立学校園における女性管理職の登用推進に向けて、女性教員が学校運営の⼀翼を担う組織

参考
R2 R3 R4 R5 R6 R7

審議会等における女性委
員割合

45%
以上

42.9% 42.9% 42.9% 41.9% 42.8% 行政経営課

女性委員のいない審議会
等の割合

0% 1.2% 1.2% 0.0% 0.0% 0.6% 行政経営課

市職員の管理職（課⻑以
上）における女性の割合

30%
以上

15.2% 15.2% 15.4% 16.3% 18.8% 人事課

市立学校園の女性管理職
（校園⻑・教頭）の割合
※小・中学校、特別支援
学校、高等学校、幼稚園

20％
以上

18.0% 19.5% 20.2% 18.1% 18.3% 学校人事課

参考指標

女性委員割合が45％以上
の審議会等の割合

- 54.6% 54.6% 55.8% 50.6% 52.9% 行政経営課

市立小学校
校⻑の女性割合

- 24.5% 24.5% 26.2% 20.8% 19.8% 学校人事課

市立小学校
教頭の女性割合

- 15.8% 15.8% 18.4% 19.3% 20.4% 学校人事課

市立中学校
校⻑の女性割合

- 8.9% 8.9% 8.9% 8.9% 8.9% 学校人事課

市立中学校
教頭の女性割合

- 9.8% 9.8% 10.0% 6.7% 10.0% 学校人事課

⾃治会⻑・町内会⻑の女
性割合

- 5.8% 5.8% 6.5% 6.3% 6.8% 市⺠協働課

市防災士の会の女性会員
数

- 38人 44人 56人 68人 80人 防災課

※１ 令和元年7月1日現在  ※２ 令和2年4月1日現在

目標2 政策・⽅針決定の場への女性の参画促進
  −あらゆる分野における男女共同参画の促進−

成果指標 目標値 計画策定時
（R1） 出典実績

※1

※1

※2

※1

※2

※2

※2

※2

※2
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づくりを推進した。 
（２）企業・団体・地域等における女性の登用促進 

○総合評価⽅式・プロポーザル⽅式による入札において、ワーク・ライフ・バランスや女性登
用の推進に対して評価する入札を 4 件実施した。 

○政治、経済分野への女性の参画拡⼤に向けて、「政治分野の男女共同参画〜ハラスメントの実
態から考える〜」、「女性の起業を⽀援する講座」を開催した。 

（３）防災における男女共同参画の推進 
○男女の視点の違いなどに気づき、平時から地域防災活動へ役立ててもらうために、多様な視

点を活かした防災力アップ講座を開催した。 
〇「新潟市防災士の会」の女性部会において、女性目線の防災手帳の作成や女性防災士同士で

意見や課題を共有する場の設置、スキルアップ研修を開催した。 

 
■成果と課題 
（１）市の政策・方針決定過程への女性の参画の拡充 

○附属機関等の女性委員割合は、令和 5 年度は 42.8％で令和 4 年度の 41.9％から 0.9 ポイン
ト増加したが、女性委員のいない附属機関等が１件となった。引き続き、附属機関等に関す
る調査結果を全庁で共有するとともに、女性委員の登用についてより⼀層強く呼びかけるこ
とが必要。 

○女性市職員の管理職割合は前年度を 2.5 ポイント上回ったが、係⻑への女性登用率が前年度
を 1.3 ポイント下回った。 

〇市立学校園の女性管理職（校園⻑・教頭）の割合が前年度を 0.2 ポイント上回ったが、教頭
昇任者に占める女性管理職の割合が前年度を 0.9 ポイント下回った。 

（２）企業・団体・地域等における女性の登用促進 
○入札等におけるインセンティブの付与や表彰制度等により、企業における男女共同参画推進

の動機付けができた。 
○政治分野における男女共同参画の促進や女性の起業に関する講座を開催し、女性の参画拡⼤

に向けた啓発を行うことができた。 
（３）防災における男女共同参画の推進 

○防災活動において、多様な視点や男女ともに対話することの重要性を理解するきっかけを提
供することができた。 

○「新潟市防災士の会」の女性部会において、意見交換の場や研修を開催することで士気の向
上や女性が参画しやすい体制の構築を図ることができた。また女性部会員数が昨年度比 12
名増となった。 
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■今後の対応 
（１）市の政策・方針決定過程への女性の参画の拡充 

○附属機関等への女性委員の登用については、令和７年度の目標達成に向けて進行管理及び呼
びかけを行う。また委員の改選時期を迎える附属機関等について、事前協議書の提出前に取
組内容のヒアリングを実施し、女性委員の登用を推進する。 

○女性市職員のさらなる登用を図るとともに、職責と育児等の両立ができる職場環境づくりを
行う。 

○引き続き、女性教員が主任等として学校運営の⼀翼を担う組織づくりを推進していくととも
に、管理職として働きやすい環境の実現に向け働き⽅改革に取り組んでいく。また、教頭選
考検査の新規受検者数増加のため、受検資格を拡⼤する。 

（２）企業・団体・地域等における女性の登用促進 
○引き続き、男女共同参画の推進やワーク・ライフ・バランスの実現に積極的に取り組む企業

に対する表彰や企業認定への参加を促すとともに、他市の状況をみながら企業に対する新た
な優遇措置の研究を行う。 

○政治分野など、女性にとって遠い存在に捉えがちな分野における課題を身近な問題として捉
え、⾃身に何ができるのかを考える機会の提供に努めていく。 

（３）防災における男女共同参画の推進 
〇地域の防災活動には男女双⽅の視点が不可欠であることから、関係団体と連携しながら、引

き続き女性が参画しやすい体制の構築を図る。 
 

  
〇審議会の女性委員割合や市職員の女性管理職割合が増加していることは評価できるが、成果指

標に掲げた目標値が未達成であることは課題である。 
〇市職員の女性管理職割合が低い原因を調査・分析し、取組に反映させる必要がある。 
〇市職員・市立学校園の女性管理職については、⻑期的なスパンで計画的に登用していく必要が

ある。 
〇女性教員が主任・主幹教諭として学校運営の⼀翼を担う組織づくりを進めるとともに、さらな

る人的⽀援の拡⼤など、管理職として働きやすい環境の実現が急務である。 
〇女性が仕事と家庭を両立できる職場環境、体制を整えることが必要であり、各種調査を実施

し、今後に活かすことが必要である。 
〇防災分野への女性の参画拡⼤に向けた取組により、防災活動において男女ともに対話しやすくな

った、防災士の会における女性部会の活動機会が増加したなどの効果が出ている。今後も災害が
発⽣する可能性がある中、防災分野へのさらなる女性参画推進のため、防災士の認知度向上のた
めの啓発活動など、さらなる積極的な取組が必要である。  
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※３ 平成２９年 

※４ 平成２７年 令和２年との比較のため遡及集計した不詳補完値 補完前は１５．４％ 
※５ 主な項目の集計結果に含まれる「不詳」をあん分等により補完して算出した数値 

 

 
 

■主な事業 
（１）雇用の分野における男女の均等な機会と待遇の確保 

○働き⽅改革関連の情報を集約した専用ウェブサイトにより、市の主催事業だけでなく、女性
活躍や働きやすい職場環境づくりに関する全国の取組など、企業や働く人などに向けた総合
的な情報発信を行った。 

○女性活躍推進と人材獲得や企業成⻑の関係性などをテーマにした企業向けのセミナーを開
催した。 

（２）男女共同参画を推進する企業への支援 
  ○男女共同参画やワーク・ライフ・バランスの推進に先駆的に取り組む企業に対して、「新潟市

働きやすい職場づくり推進企業表彰」を実施した。 
○入札参加資格者名簿の申請時に、就業規則等に育児休業等の制度を規定している企業及び

「新潟市働きやすい職場づくり推進企業表彰」を受けた企業に対して主観点を加算した。 
○価格以外の要素を評価項目に加える総合評価⽅式・プロポーザル⽅式による入札を行う際に、

参考
R2 R3 R4 R5 R6 R7

職場における男女の地位
の平等感

30%
以上

22.6% - - - - 男女共同参画に関
する基礎調査

女性の有業率（25〜44
歳）

85.0% 80.4% - - 83.9% -
就業構造基
本調査

⺠間企業の女性管理職⽐
率

30.0% 15.2% 13.6% - - - 国勢調査
（不詳補完値）

家族経営協定締結農家の
割合

市内認定農業者
数の15%以上 10.8% 11.7% 11.9% 12.1% 12.1% 農林政策課

参考指標

正規従業員の割合（男
性）

- 79.1% - - 79.8% -
就業構造基
本調査

正規従業員の割合（女
性）

- 46.1% - - 47.3% -
就業構造基
本調査

所定内賃金の男女格差 - 71.9 73.4 71.9 72.9 72.3
賃金構造基
本統計調査

目標3 働く場における男女共同参画の推進
  −男女間格差の解消と女性活躍の推進−

成果指標 目標値 計画策定時
（R1）

実績 出典

※３

※４

※５

※３

※３
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価格や技術の評価点に加えて、ワーク・ライフ・バランス等の推進の取組みを社会的評価点
として加えるよう庁内の各所属に依頼し、令和 5 年度は 4 件の実績があった。 

（３）女性の個性と能力の発揮への支援 
○起業を目指す女性を対象に、起業⽅法や⽀援制度を学ぶ講座を実施した。 
○再就職や⾃分らしい働き⽅を見つけたい女性を対象に就業⽀援セミナーと個別相談会をセ

ットで開催し、多様な働き⽅の情報を提供し、個々の状況に応じた⽀援を行った。 
○「デジタル版キャリアパスポート」により、ICT を活用した児童⽣徒のキャリア教育を行っ

た。 
○⻄区で女性農業者を対象としたワークショップを開催し、家族経営協定について説明した。 

 
■成果と課題 
（１）雇用の分野における男女の均等な機会と待遇の確保 

○専用ウェブサイトを活用し、関心のある市⺠や情報が必要な事業主に対し情報を提供するこ
とで、女性活躍に向けた意識啓発を行うことができた。 

○女性が活躍しやすい職場環境を整えることで、「選ばれる」企業となるメリットがあること
を、企業向けのセミナーなどを通して伝えていく必要がある。 

（２）男女共同参画を推進する企業への支援 
○働きやすい職場づくりに取り組む企業への表彰や企業認定で得られた、男女共同参画の推進

やワーク・ライフ・バランスの実現に向けて積極的な企業の好事例を専用ウェブサイト等で
発信することができた。 

（３）女性の個性と能力の発揮への支援 
○女性が起業⽅法などを講座で学び、⾃ら起業プランを考える機会を提供することができた。 
〇⻄区では、女性農業者を対象とした研修を行ったことにより、男女共同参画の意識が強くな

り、農業経営の意欲が高まった。 
 

■今後の対応 
（１）雇用の分野における男女の均等な機会と待遇の確保 

○専用ウェブサイトや各種媒体を有効に活用しながら情報提供に努め、女性活躍推進に向けた
意識啓発を図る。 

○各種調査により女性労働者の実態を把握し、男女ともに働きやすい職場環境の整備に向けた
啓発を行っていく。 

○男女共同参画の視点に立った労働観の形成を促進するための講座などを引き続き実施する。 
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（２）男女共同参画を推進する企業への支援 
○入札におけるインセンティブ付与について、各所属へ継続的な働きかけを行う。 

（３）女性の個性と能力の発揮への支援 
○⼀時離職した女性や起業を目指す女性に対して、必要な情報提供、⽀援を行う。 
○農家の家族経営協定については、区での取組を参考に農業者年金や認定農業者制度の共同申

請などのメリットを示しながら、制度の周知と男女共同参画への理解を進める。 
○学校教育で引き続き、様々な教育活動を通して、男女共同参画の視点を持ったキャリア教育 

を行う。 
 

 
 
〇働き⽅改革関連の専用ウェブサイトなどでの情報発信により、市⺠や企業への意識啓発を行っ

ていることを評価する。インターネットの活用にあたっては、情報の更新や関連サイトへのリ
ンク付けを行い、常に最新の情報を提供できるよう努めること。 

〇働きやすい職場づくりに取り組んだ企業に対する表彰制度と入札でのインセンティブを結び付
けたことを評価する。⼀⽅で、環境整備に取り組むことが難しい中小企業に向けた⽀援策の検
討が必要である。 

○正規従業員の割合などの男女間格差を解消するため、企業の働き⽅改革に関する取組を促進す
るとともに、子育てに関する⽀援の充実が求められる。 

○働く場における男女共同参画の推進は市だけでは実現困難である。国や県、各業界団体と連携 
し取り組む必要がある。 

〇女性の起業に関連するセミナーの開催は、新たな働く場の創出が期待できることから、⼀層注
力すべきである。 

○⺠間企業の女性管理職比率が目標に達していない。女性活躍を推進するため、女性個人に対し
ては意識改革のためのきっかけづくり、企業に対しては女性の活躍が⾃社の業績に寄与するこ
とから、⻑期的な取組が必要であることを伝えるなど、働きやすい職場環境の整備に向けた取
組が必要である。 

〇家族経営協定締結農家の割合に変化が見られず、目標値を達成していないことから、今後もさ
らなる働きかけが必要である。 

○学校教育において、明確に男女共同参画の視点をもったキャリア教育に取り組む必要がある。 
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※６ 平成２９年 
※７ 令和３年２月末現在 

※８ 令和２年１０月１日現在 
※９ 平成２７年 

 

 
 

■主な事業 
（１）仕事と生活の調和に向けた意識の啓発 

○男性の育児休業取得を促進するため、取得者本人へ奨励金を⽀給した。⽀給件数は 155 件と
前年度の実績（115 件）を上回った。 

○「新潟市働きやすい職場づくり推進企業表彰」として新たに 5 社を表彰し、市報にいがたや
ホームページ等で、企業の好事例を広く周知した。また、働き⽅改革関連の情報を集約した
専用ウェブサイトを活用し、先駆的な取組事例や仕事と⽣活の両立⽀援に取り組むための助
成金などについて紹介した。 

〇男女共同参画推進センターで、男性の⽣き⽅講座（子育て期）を開催し、子育て中の男性同

参考
R2 R3 R4 R5 R6 R7

共働き夫婦の家事等平均
時間の格差

180分
以内

218分 - - - - 男女共同参画に関
する基礎調査

男性の育児休業取得率 30% 8.4% 14.0% 24.3% 32.7% 39.6% 賃金労働時間
等実態調査

男性市職員の育児休業取
得率

30% 13.2% 22.0% 31.5% 47.7% 58.6% 人事課

週間就業時間が60時間以
上の男性の割合

5% 11.9% - - 5.5% -
就業構造基
本調査

年次有給休暇取得率 58.0% 48.1% 55.9% 54.0% 57.4% 63.9% 賃金労働時間
等実態調査

保育所待機児童数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 幼保運営課

参考指標

ハッピーパートナー企業
登録数（新潟市）

- 385社 385社 423社 458社 498社 新潟県

要介護認定者数 - 45,450人 45,450人 45,870人 45,713人 46,443人 介護保険課

職場で何らかのハラスメ
ントがあると回答した女
性の割合

- 23.2% 22.7% - - -
女性就労意
識実態調査

目標4 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進
−職業生活と家庭生活・地域活動との両立を図るために必要な環境の整備−

成果指標 目標値 計画策定時
（R1） 出典実績

※6

※7

※8

※9
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士が悩みや子育てについて話す機会を提供した。また、男性の⽣き⽅講座（定年期）では、
配偶者や家族、地域の人など周りの人との関わり⽅を学ぶ機会を提供した。 

○公⺠館 6 館で男性の家庭⽣活への関わり向上を目的とした講座等を開催し、延べ 539 人が参
加した。 

○令和５年度の男性の育児休業取得率は 39.6％と前年度から 6.9 ポイント上昇した。 
○男性市職員の育児休業取得について、取得率が 58.6％と前年度から 10.9 ポイント上昇した。 
○年次有給休暇の取得率が 63.9％と前年度から 6.5 ポイント上昇した。 

（２）多様なライフスタイルに対応した子育てや介護等に関する支援 
〇就労する保護者の増加や就労形態の多様化に対応するため、休日保育や病児・病後児保育事

業などを実施し、子育てと仕事の両立を⽀援した。 
〇各区役所健康福祉課において、家庭児童相談員やこども家庭⽀援員などによる家庭児童相談

を実施し、令和５年度の相談受付件数は 2,426 件と前年度から 317 件の増加となった。 
○放課後児童クラブについて、１クラブ（東区）を整備したほか、学校の余裕教室や体育館、

グラウンドなどの積極的活用を行うことで狭あい化解消に努めた。 
○保育付き講座等の開催により、子育て中の保護者への学習機会の提供を行った。また、保育

付き講座に必要不可欠な保育者の研修・交流会を実施した。 
〇男女が共に介護の担い手となり地域全体で⽀援するため、認知症サポーター養成講座等を開

催した。また、対象者を介護する家族や近隣の⽀援者向けに家族介護⽀援教室を開催した。 
○ひとり親家庭の⾃立した⽣活のため、ひとり親家庭の⽗⺟に対し、⾃立に向けたプログラム

を策定し、就労⽀援を行った。 
（３）ハラスメントのない職場の実現 

○働き⽅改革関連の情報を集約した専用ウェブサイトにおいて、ハラスメント対策についての
コンテンツを掲載した。 

 
■成果と課題 
（１）仕事と生活の調和に向けた意識の啓発 

○奨励金の⽀給要件である職場内での育休の制度周知や体験記の共有、市ホームページでの発
信により、啓発につながった。また、申請数 155 件のうち、60 件が初めての会社からの申請
であったことから、育児休業を取得しやすい環境づくりが市内企業で広がっているものと推
察される。 

○公⺠館の講座では、休日開催の回を設け、オンラインでの開催を行うなど、パートナーと⼀
緒に参加できるよう工夫し、男性の家事・育児への参画をより⼀層推進するための意識啓発
を行うことができた。 

○子が⽣まれる予定の男性市職員に出⽣予定日連絡票の提出を促すなどにより、育児休業を取
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得しやすい環境の醸成を促進し、育児休業取得率の向上につなげた。 
○働き⽅改革関連の情報を集約した専用ウェブサイトにて、仕事と育児・介護との両立⽀援に

ついて紹介した。 
（２）多様なライフスタイルに対応した子育てや介護等に関する支援 

〇放課後児童クラブの整備や、子どもふれあいスクール事業の実施により、放課後等の子ども
の安心・安全な居場所を提供し、子育て⽀援を行うことができた。 

○相談業務や各種制度の紹介を通して子育て⽀援を行った。 
○認知症サポーター養成講座の講師を務める「キャラバンメイト」の養成に取り組むことで、

認知症サポーターのさらなる養成につなげることができた。 
〇新潟市高齢者等あんしん見守りネットワークについて、令和５年度末で登録事業者が３４０

件となり、各協力事業者の日々の業務の中で、見守りを実施する体制を構築できた。 
（３）ハラスメントのない職場の実現 

○働き⽅改革関連の情報を集約した専用ウェブサイトにハラスメント対策についてのコンテ
ンツを掲載し、ハラスメント防止の意識啓発ができた。 

○ハラスメントの根絶に向け、職場などに継続的に周知を図ることが必要である。 

 
■今後の対応 
（１）仕事と生活の調和に向けた意識の啓発 

○男性の仕事中心の⽣き⽅・働き⽅や家事・育児等に対する考えを見直すきっかけとなるよう、
多様な⽣き⽅・働き⽅についての啓発を実施していく。講座等の実施にあたっては、関心を
持つテーマの設定や効果的な広報を検討し、参加者の確保に努める。 

○今後も専用ウェブサイト等を活用し、働きやすい職場づくりの好事例を広く周知するなど、
ワーク・ライフ・バランス推進に向けた意識啓発を図っていく。 

○官⺠協働によりワーク・ライフ・バランスを推進する。 
（２）多様なライフスタイルに対応した子育てや介護等に関する支援 

○共働き世帯の増加により、放課後児童クラブの利用児童数が増えており、引き続き施設の狭
あい化解消や、⽀援員の確保・人材育成が求められている。 

○子育ての相談について、内容が多様化、複雑化しており、相談員の対応力の⼀層の充実が求
められるため、情報共有や連携強化、研修などにより職員の資質向上を図っていく。また、
相談窓口の周知を行っていく。 

○保育付き講座の保育者が今後次々と定年を迎えるため、比較的若い保育者を要請するために、
保育者養成講座を広く周知し、参加者の確保に努める。 

○多様化するひとり親家庭のニーズを検証し、より多くの家庭に利用してもらえるよう適切な
⽀援を行っていく。 
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〇各地域におけるキャラバンメイト連絡会の立ち上げを⽀援し、認知症に関する普及啓発活動
のさらなる活性化を図る。また、新潟市高齢者等あんしん見守りネットワークの事業者の募
集を行うなど、ネットワークの拡⼤を図る。 

（３）ハラスメントのない職場の実現 
○引き続き、専用ウェブサイト等を有効に活用しながら、事業主に対して情報提供を行ってい

く。 
 

 
 
〇⺠間及び市職員の男性の育児休業取得率が上昇したことを評価する。⼀⽅で女性と比べて育児

休業取得率が低いことや取得期間の向上が課題である。育児休業の取得には企業の理解が不可
欠なため、企業への啓発など、より取組を強化する必要がある。 

〇男性の育児休業取得促進事業奨励金の利用者が増えていることを評価する。⼀⽅、認知度が低
いと思われるため、より制度を知ってもらうための広報をしていく必要がある。 

○アルザにいがたや公⺠館での男性への意識啓発の講座を実施したことを評価する。男性への啓
発の取組をさらに強化する必要がある。また、講座参加者へのフォローアップがあると良い。 

○ひとり親家庭やヤングケアラー、貧困家庭などへの⽀援策の検討が必要である。 
〇放課後児童クラブのニーズは高いため、施設の整備や⽀援員の確保について、早急な対応が必

要である。 
〇高齢者や障がい者等の地域での見守り体制を充実させる上でジェンダーの視点を意識した取組

を期待する。 
〇ハラスメントのない職場づくりに向け、職場などに継続的に周知を図ることが必要。 
○今後、働く世代等で介護に関わる人が増えるため、仕事と介護の両立⽀援に向けた制度の周知及

び意識啓発が必要である。  
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■主な事業 
（１）性を理解・尊重するための啓発活動の推進 

〇市内の小学校、中学校、高校、⼤学の学⽣を対象に健康教育を 8 区で計 70 回実施した。 
○思春期の子を持つ保護者を対象とした講座を開催し、意識啓発を行った。 
○女性の⽣き⽅講座の開催により、女性のからだや健康についての啓発を行った。 

（２）生涯を通じた健康づくりの支援 
〇健康教育事業について、出前講座などを含め計 1,082 回開催することができた。 
○乳がんや子宮頸がん検診を休日に受診できる医療機関情報を冊子やホームページで提供し

た。また、新潟⼤学と協働して２０歳代を対象とした子宮頸がん検診の受診勧奨を行った。 
○８区全てに「妊娠・子育てほっとステーション」を設置し、助産師や保健師などの専門職（マ

タニティナビゲーター）を配置することで、⽀援の充実を図った。 

 
■成果と課題 
（１）性を理解・尊重するための啓発活動の推進 

〇思春期の子どもたちが互いの性を理解し合い、命の尊さと⾃分の健康やライフデザインを考
える機会を提供できた。 

○思春期の子どもの保護者に対し、健康・性・こころの問題についての幅広い知識の普及を行
うことができた。 

参考
R2 R3 R4 R5 R6 R7

妊娠や出産にかかわる女
性の健康と権利に配慮す
べきであると考える人の
割合

100.0% 88.8% - - - -
男女共同参
画に関する
基礎調査

新潟市国⺠健康保険加⼊
者の特定健康診査受診率

60％以上 37.3% 34.4% 37.0% 38.0% 保険年金課

新潟市国⺠健康保険加⼊
者の特定保健指導実施率

60％以上 23.1% 16.0% 14.3% 15.7% 保険年金課

※10 平成30年度

目標5 性に関する理解と生涯にわたる健康の確保
  −「性と生殖に関する健康と権利
  （リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）」の尊重−

成果指標 目標値 計画策定時
（R1） 出典実績

※10

※10

R5数値はR7年5月頃

公表予定
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〇女性の⽣き⽅講座において、⽣理や更年期に関する正しい知識の提供を行うことができた。 
（２）生涯を通じた健康づくりの支援 

〇健康教育事業について、⽣活習慣病や介護予防などをテーマに、各区の実情に合わせて実施
することができた。 

〇がん検診の受診率向上に向けて、各種情報提供や受診勧奨を行うことができた。 
○「妊娠・子育てほっとステーション」で、専門職による妊娠期からの切れ目ない⽀援を実施

することができた。 
 

■今後の対応 
（１）性を理解・尊重するための啓発活動の推進 

○引き続き、関係機関との連携・協力により思春期等における健康教育を実施し、より多くの
子どもたちに健康・性・こころの問題についての幅広い知識の普及を図っていく。 

〇保護者を対象とした講座について、参加しやすい日時や関心の高いテーマ等の選定に努める。 
〇性についての正しい知識及び理解を促すため、安心安全な学びの場を継続的に提供していく

ことに努める。 
（２）生涯を通じた健康づくりの支援 

○様々なニーズに合わせてテーマや日時、会場の選定を行い、市⺠が参加しやすい健康教育事
業となるように努める。 

〇引き続き各種がん検診の受診率向上に向けた取組を実施していく。 
○「妊娠・子育てほっとステーション」の機能強化及び市⺠への周知に注力する。 

 

 
 
〇学校等と連携を図り、思春期の子どもたちや、保護者に対して啓発を行っていることは評価で

きる。 
〇インターネットを介した性被害等のトラブルもよく報道で取り上げられているので、そのよう

なテーマを盛り込んだ講座なども検討してほしい。 
〇健康教育などで、多くの子どもたちに知識の普及を行う機会が確保できたことは評価できる。 
〇健康管理の側面からも、妊娠・出産のみでなく、女性（あるいは男性）のホルモンに着目した

健康課題についての知識も提供すべきである。 
〇小・中学校での授業を通した健康教育の継続とともに、保護者や高校⽣以上の健康や性・ここ

ろの問題について、関心を持って⾃分事として理解を深めるための啓発が必要である。 
〇女性特有の健康課題が働く世代（主に 20〜50 歳代）に多くあるため、職場全体で特に男性を含

めた周囲の理解促進が重要である。  
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■主な事業 
（１）ＤＶの根絶とＤＶ被害者への総合的な支援体制づくり 
【新潟市配偶者等からの暴力防止・被害者支援基本計画（DV 計画）】 

〔1〕DV を容認しない社会づくりの推進 
○「女性に対する暴力をなくす運動週間」に合わせ関係機関や商業施設、医師会宛てに情報

提供や啓発活動を行った。 
○デート DV 防止セミナーを通じて若年層に対して男女の人権尊重意識を高める機会を提供 

した。 
〔2〕配偶者暴力相談支援センターを中心とした相談体制の充実 

○女性相談員を全区に配置するとともに、定期的な事例検討会やスキルアップ研修、配偶者
暴力相談⽀援センター主任相談員によるスーパーバイズを行った。 

〔3〕DV 被害者の保護体制と自立支援の充実 
○DV 被害者の状況に合わせた⽀援や各種手続きに添付する証明書を交付した。 
○DV 被害者の状況や意思に寄り添い、⾃立に向けた情報の提供や関係機関との調整を行っ

た。 
  

参考
R2 R3 R4 R5 R6 R7

DV被害にあったときに実
際に相談した男性の割合

35% 31.2% - - - - 男女共同参画に関
する基礎調査

DV被害にあったときに実
際に相談した女性の割合

70% 49.0% - - - - 男女共同参画に関
する基礎調査

DV被害にあったときの相
談窓口を知っている人の
割合

60％
以上

50.1% - - - - 男女共同参画に関
する基礎調査

参考指標

配偶者暴力相談支援セン
ターで受けたDV相談の件
数

- 1,814件 2,156件 1,930件 1,936件 2,512件 男女共同参画課

デートDV防止セミナー受
講者数

- 5,693人 4,140人 4,735人 6,881人 7,882件 男女共同参画課

目標6 女性に対する暴力の根絶と貧困等生活上の困難への支援
  −ＤＶ対策の強化とあらゆる人権侵害行為の防止−

成果指標 目標値 計画策定時
（R1） 出典実績
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〔4〕関係機関や⺠間支援団体との連携の強化 
○DV 相談窓口調整会議研修会や新潟県の配偶者暴力防止連絡会議などを通じて、官⺠の関

係機関と連携した。 
○児童相談所との情報共有会の実施及び関係機関からの依頼による研修会への講師派遣を行

った。 
 

（２）セクシュアル・ハラスメント、女性に対する暴力防止対策の推進 
○働き⽅改革関連の情報を集約したウェブサイトや市のホームページに、セクシュアル・ハラ

スメントに関する情報を掲載し、ハラスメント防止の啓発を行った。 
○市職員や教職員向けにハラスメント防止研修を行った。 
○地域の防犯活動のため、⻘⾊回転灯装着⾞によるパトロール活動や見守りを行った。 

（３）貧困等生活上の生活上の困難を抱える女性への支援 
  ○ひとり親家庭等が安心して子育てできるように、ひとり親家庭相談会を開催した。 

○困難を抱える女性への⽀援として、女性つながりサポート事業を実施した。アウトリーチ型
相談⽀援や「居場所」の運営などを NPO 法人等に委託して行った。また、相談員に対する
研修会及び連携会議を開催した。 

○ＤＶ・貧困・家庭破綻など様々な困難を複合的に抱える女性への相談⽀援を行った。（相談
件数 6,760 件） 

 
■成果と課題 
（１）ＤＶの根絶とＤＶ被害者への総合的な支援体制づくり 
【ＤＶ計画】 

〔1〕DV を容認しない社会づくりの推進 
○パープルリボンツリーやパネルの展示及び建物のライトアップによる啓発活動や配偶者

暴力相談⽀援センターやＤＶについて周知を図るリーフレット・カードを市⺠に配布し、
ＤＶを容認しない社会づくりの推進に寄与することができた。 

○中高⽣、⼤学⽣など 7,882 人がデートＤＶ防止セミナーを受講し、若年層に対して男女の
人権尊重意識を高める機会を提供することができた。 

○ＤＶを容認しない社会づくりのため、より効果的な周知⽅法を検討することが必要である。 
〔2〕配偶者暴力相談支援センターを中心とした相談体制の充実 

○定期的な事例検討会やスキルアップ研修、配偶者暴力相談⽀援センター主任相談員による
スーパーバイズにより、相談体制が充実した。 

○引き続き相談体制の充実を図り、社会情勢に合わせた情報把握や相談員への研修が必要で
ある。 
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〔3〕DV 被害者の保護体制と自立支援の充実 
○DV 被害者の状況に合わせた情報提供や関係機関との連携により、被害者の意思を尊重し

た⾃立⽀援の充実を図ることができた。 
○警察署や女性相談⽀援センター（婦人相談所）など、緊急時の対応について引き続き連携
の強化が必要である。 

〔4〕関係機関や⺠間支援団体との連携の強化 
○DV 相談窓口調整会議研修会等を通じて、官⺠の関係機関との連携の強化を図ることがで

きた。 
○関係機関の窓口での二次被害防止のため、引き続きジェンダー視点を盛り込んだ女性相談 

やＤＶ相談の必要性を周知していく必要がある。 
（２）セクシュアル・ハラスメント、女性に対する暴力防止対策の推進 

○働き⽅改革関連の情報を集約したウェブサイトや市のホームページに、セクシュアル・ハラ
スメントに関する情報を掲載することで、ハラスメント防止の意識啓発を行うことができた。 

○市職員向けのハラスメント防止研修を、対象者を分けて開催することで、研修目的を明確に
するとともに、各所属でも職場研修を実施することにより職場環境の改善を図った。 

○引き続きハラスメントの根絶に向け、職場や学校などに継続的に周知を図ることが必要であ
る。 

〇⻘⾊回転灯装着⾞によるパトロール活動を実施し、女性の被害防止に関する意識の啓発や犯
罪に巻き込まれない安心・安全なまちづくりを行うことができた。 

（３）貧困等生活上の困難を抱える女性への支援 
○個々のひとり親家庭のニーズに応えるため、適切な制度について相談、適用し、⽀援を行う

ことができた。 
○困難を抱える女性に対し、女性つながりサポート事業を実施することにより、困難や不安を

抱える女性を相談につなげることができた。 
○女性つながりサポート事業による連携会議の開催により、各関係機関の機能や役割などの情

報共有を行い、相談内容に応じた適切な関係先につなぐことにより、切れ目のない⽀援をす
ることができた。 

 
■今後の対応 
（１）ＤＶの根絶とＤＶ被害者への総合的な支援体制づくり 

【DV 計画】 
〔1〕DV を容認しない社会づくりの推進 

○DV が重⼤な人権侵害であるということを社会全体で認識できるよう、女性に対する暴力
をなくす運動などの機会をとらえ、引き続き啓発活動を実施する。 
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○若年層に対して、男女の人権を尊重し互いに⼤事な存在であることを学ぶ機会を積極的に
提供する。 

〔2〕配偶者暴力相談支援センターを中心とした相談体制の充実 
○外国人や障がいのある⽅への配慮など多様化・複雑化する相談に対応できるよう、引き続

き相談体制を充実する。 
〔3〕DV 被害者の保護体制と自立支援の充実 

○警察署や女性相談⽀援センター（婦人相談所）及び関係機関との連携をより⼀層強化する
ため、連携会議や意見交換会を行う。 

○DV 被害者の状況に即した⾃立が実現するよう、引き続き情報提供や調整など切れ目のな
い総合的な⽀援を行う。 

〔4〕関係機関や⺠間支援団体との連携の強化 
○DV 被害者が抱える複雑で多岐にわたる問題に対応できるよう、官⺠の関係機関との連携

を強化する。 
○同じ家庭内で起こる児童虐待と DV 被害について、児童相談所と互いの立場を理解して連

携できるよう引き続き研修会や情報交換会を行う。 
（２）セクシュアル・ハラスメント、女性に対する暴力防止対策の推進 

○市職員や教職員に対して引き続きハラスメント防止研修を行うとともに、市⺠や事業主に対
してより広範な情報提供を行う。 

〇女性の犯罪被害防止のため、より効果的な活動や対策について検討する必要がある。 
（３）貧困等生活上の困難を抱える女性への支援 

○ひとり親家庭や困難を抱える女性の安定した⾃立⽣活を目指し、住宅や就労⽀援などの相談
に応じるとともに、関係機関が継続的に研修や情報共有により連携を強化し、⽣活⽀援を充
実させる体制づくりが必要である。 

 

 
 
〇多様な啓発活動が展開され、ＤＶ相談窓口の周知が進んでいると評価できる。 
〇女性相談員等に対し各種研修を実施し、相談体制の充実に向けた取組が行われている。 
〇デートＤＶ防止セミナーの受講者は年々増加しており、継続的な取組を評価するが、被害の危

険性が高い高校⽣、⼤学⽣へのセミナー開催数を増加する取組が必要である。 
〇相談⽀援において、緊急の安全確保については、警察署及び県女性福祉相談所など、各関係機

関と個別の相談内容に適した連携を実施しているが、引き続き相談⽀援の体制の充実、強化が
必要である。また児童虐待と併せ、児童相談所等との⼀層の連携、⽀援が必要である。 
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〇女性つながりサポート事業により、定期的に相談事業等を実施していることは評価できる。同
事業や各種⽀援を実施する関係機関との継続的な連携が必要である。 

〇ひとり親家庭等様々な困難を抱える女性への⼀層の⽣活⽀援の充実が必要である。 
〇個別の⽀援制度について、⽀援を必要とする人が利用しやすい制度となるよう検討してほしい。 
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価

（
第

１
次

評
価

）
　
■
事
業
所
管
課
自
己
評
価
の
見
方
　
（
例
）
第

１
次
評
価
の
冊
子
　
１
ペ
ー
ジ

（
例
）
第
４
次
新
潟
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
の
冊
子

１
８
ペ
ー
ジ

２
１

ペ
ー

ジ

１ １

１

（１
）

目
標

施
策

の

方
向

０
１

連
番

主
な

項
目

ア ア

１ ① 具
体

的

取
組

施
策

の
方

向

具
体

的
取

組

目
標

主
な

項
目

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

1
11

1ｱ
01

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

■
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
発

信
・

市
報

に
い

が
た

：
11

件
・

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
：

12
件

・
LI

NE
：

19
件

・
Ya

ho
o!

：
6件

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

情
報

を
広

く
発

信
し

、
啓

発
に

努
め

た
。

意
識

啓
発

の
た

め
に

は
継

続
的

な
広

報
が

不
可

欠
で

あ
り

、
関

係
課

と
連

携
し

、
今

後
も

適
切

に
情

報
を

発
信

し
て

い
く

。

広
報

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

1
11

1ｱ
01

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

■
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
発

信
・

市
報

に
い

が
た

：
11

件
・

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
：

12
件

・
LI

NE
：

19
件

・
Ya

ho
o!

：
6件

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

情
報

を
広

く
発

信
し

、
啓

発
に

努
め

た
。

意
識

啓
発

の
た

め
に

は
継

続
的

な
広

報
が

不
可

欠
で

あ
り

、
関

係
課

と
連

携
し

、
今

後
も

適
切

に
情

報
を

発
信

し
て

い
く

。

広
報

課

2
11

1ｱ
02

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

■
男

女
平

等
を

進
め

る
情

報
啓

発
紙

「
ア

ル
ザ

」
（

年
4回

発
行

）
・

7月
「

す
て

き
な

恋
を

し
よ

う
よ

！
〜

デ
ー

ト
Ｄ

Ｖ
っ

て
な

に
？

〜
」

・
10

月
「

男
性

の
生

き
づ

ら
さ

に
つ

い
て

〜
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
視

点
で

考
え

る
〜

」
・

2月
「

ま
さ

か
『

メ
デ

ィ
ア

リ
テ

ラ
シ

ー
』

知
ら

な
い

の
！

？
」

・
3月

「
ア

ル
ザ

フ
ォ

ー
ラ

ム
20

23
」

・
各

回
 

1,
00

0部
（

3月
の

み
1,

50
0

部
）

・
配

布
先

：
公

⺠
館

、
図

書
館

等
公

共
施

設
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
■

市
公

式
LI

NE
、

X（
エ

ッ
ク

ス
）

、
メ

ー
ル

配
信

に
よ

る
情

報
発

信

・
男

女
共

同
参

画
の

理
解

を
深

め
る

記
事

を
掲

載
し

た
情

報
紙

を
定

期
的

に
発

行
し

、
意

識
啓

発
に

努
め

た
。

・
メ

デ
ィ

ア
リ

テ
ラ

シ
ー

に
関

す
る

号
で

は
、

開
志

専
門

職
大

学
ア

ニ
メ

・
マ

ン
ガ

学
部

の
学

生
と

一
緒

に
実

習
の

一
端

と
し

て
制

作
し

た
。

・
よ

り
多

く
の

⽅
に

読
ん

で
い

た
だ

け
る

よ
う

市
公

式
LI

NE
や

X（
エ

ッ
ク

ス
）

、
メ

ー
ル

配
信

「
ア

ル
ザ

情
報

」
に

よ
る

情
報

発
信

を
行

っ
た

。

LI
NE

で
の

配
信

は
、

こ
れ

ま
で

紙
媒

体
で

届
か

な
か

っ
た

⽅
に

啓
発

で
き

る
良

い
機

会
で

は
あ

る
が

、
閲

覧
数

を
増

や
す

こ
と

が
課

題
。

引
き

続
き

、
特

集
の

内
容

に
よ

っ
て

、
効

果
的

な
配

布
先

や
LI

NE
配

信
対

象
な

ど
を

検
討

し
て

い
く

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

50



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

3
11

1ｱ
03

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

■
北

区
・

区
役

所
だ

よ
り

に
男

女
共

同
参

画
啓

発
事

業
の

開
催

案
内

を
掲

載
し

た
。

・
区

役
所

だ
よ

り
の

発
行

に
あ

た
っ

て
は

、
内

容
に

ジ
ェ

ン
ダ

ー
的

な
偏

り
が

な
い

よ
う

留
意

し
た

。
・

庁
内

ア
ナ

ウ
ン

ス
に

よ
り

、
男

女
共

同
参

画
推

進
週

間
の

啓
発

を
行

っ
た

。

広
報

・
啓

発
活

動
を

通
じ

て
、

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

啓
発

を
行

っ
た

。
「

男
女

共
同

参
画

」
の

意
味

を
理

解
し

て
も

ら
う

た
め

、
幅

広
い

世
代

に
向

け
た

広
報

と
啓

発
活

動
が

必
要

。

北
区

地
域

総
務

課

4
11

1ｱ
04

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

■
東

区
男

女
共

同
参

画
週

間
に

合
わ

せ
た

、
市

政
情

報
モ

ニ
タ

ー
や

東
区

役
所

の
庁

内
放

送
を

活
用

し
た

広
報

及
び

啓
発

活
動

の
実

施
・

市
政

情
報

モ
ニ

タ
ー

放
映

期
間

：
令

和
5年

6月
16

〜
30

日
・

庁
内

放
送

実
施

期
間

：
令

和
5年

6月
23

日
、

26
日

、
28

日

多
く

の
区

⺠
が

利
用

す
る

区
役

所
庁

舎
で

、
映

像
と

音
声

を
用

い
た

広
報

を
行

う
こ

と
で

、
幅

広
い

世
代

に
向

け
て

意
識

啓
発

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

継
続

的
な

啓
発

活
動

が
必

要
と

認
識

し
て

お
り

、
今

後
も

幅
広

い
世

代
へ

向
け

て
、

区
役

所
等

の
区

⺠
に

⾝
近

な
場

所
で

広
報

活
動

を
実

施
し

て
い

く
。

東
区

地
域

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

51



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

5
11

1ｱ
05

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

■
中

央
区

区
役

所
だ

よ
り

に
、

新
米

パ
パ

マ
マ

を
対

象
に

、
夫

婦
ふ

た
り

で
協

力
し

て
育

児
を

行
う

こ
と

の
大

切
さ

を
学

ぶ
講

座
を

実
施

し
た

こ
と

に
つ

い
て

記
事

を
掲

載
し

た
。

・
「

男
女

共
同

参
画

 
夫

婦
ふ

た
り

で
協

力
し

て
子

育
て

を
」

（
1/

7号
）

区
役

所
内

放
送

を
活

用
し

、
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

た
。

・
男

女
共

同
参

画
週

間
（

6/
23

〜
6/

29
）

事
業

実
施

後
、

区
だ

よ
り

に
講

師
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
や

参
加

者
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

を
掲

載
し

、
子

育
て

中
の

夫
婦

を
は

じ
め

、
広

く
区

⺠
へ

の
男

女
共

同
参

画
の

意
識

啓
発

を
行

っ
た

。

区
役

所
内

放
送

で
は

、
男

女
共

同
参

画
週

間
の

広
報

を
行

い
、

市
⺠

が
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
理

解
を

深
め

る
き

っ
か

け
づ

く
り

に
貢

献
し

た
。

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

一
層

の
啓

発
。

中
央

区
地

域
課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

52



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

6
11

1ｱ
06

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

■
江

南
区

・
区

役
所

だ
よ

り
（

2/
4号

）
に

地
域

推
進

員
企

画
事

業
の

内
容

を
掲

載
し

た
。

・
市

政
情

報
モ

ニ
タ

ー
を

活
用

し
、

広
報

啓
発

活
動

を
行

っ
た

。

広
報

啓
発

活
動

を
通

じ
て

、
男

女
共

同
参

画
へ

の
意

識
啓

発
を

図
っ

た
。

価
値

観
の

多
様

性
を

踏
ま

え
た

、
よ

り
効

果
的

な
広

報
の

実
施

。
江

南
区

地
域

総
務

課

7
11

1ｱ
07

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

■
秋

葉
区

・
市

政
情

報
モ

ニ
タ

ー
を

活
用

し
、

広
報

・
啓

発
活

動
を

行
っ

た
。

男
女

共
同

参
画

週
間

（
6/

23
〜

29
）

広
報

・
啓

発
活

動
を

通
じ

て
、

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

啓
発

を
行

っ
た

。
男

女
共

同
参

画
に

関
し

て
一

層
の

周
知

や
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

の
実

施
。

秋
葉

区
地

域
総

務
課

8
11

1ｱ
08

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

■
南

区
・

市
政

情
報

モ
ニ

タ
ー

に
掲

載
 

1回
・

庁
内

ア
ナ

ウ
ン

ス
に

よ
り

、
男

女
共

同
参

画
推

進
週

間
等

の
啓

発
を

行
っ

た
4回

庁
内

ア
ナ

ウ
ン

ス
を

通
じ

て
、

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

啓
発

を
行

っ
た

。
「

男
女

共
同

参
画

」
の

意
味

を
理

解
し

て
も

ら
う

た
め

、
幅

広
い

世
代

に
向

け
た

さ
ら

な
る

広
報

と
啓

発
活

動
を

行
っ

て
い

く
。

南
区

地
域

総
務

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

53



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

9
11

1ｱ
09

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

 
⻄

区
役

所
だ

よ
り

に
以

下
の

記
事

を
掲

載
予

定
で

あ
っ

た
が

、
令

和
6年

元
日

能
登

半
島

地
震

発
生

に
伴

い
掲

載
を

見
送

っ
た

。

・
⻄

区
男

女
共

同
参

画
地

域
推

進
事

業
「

老
若

男
女

、
障

が
い

の
あ

る
人

も
な

い
人

も
、

と
も

に
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

”カ
ー

リ
ン

コ
ン

”で
生

涯
に

わ
た

る
健

康
づ

く
り

を
進

め
ま

し
ょ

う
！

」

 
未

実
施

の
た

め
無

し
。

 
引

き
続

き
、

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

広
報

・
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

。
広

報
に

お
い

て
は

、
内

容
に

偏
り

が
生

じ
な

い
よ

う
に

配
慮

す
る

。

⻄
区

地
域

課

10
11

1ｱ
10

広
報

紙
や

情
報

誌
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

活
用

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
継

続
的

な
広

報
・

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
す

。

■
⻄

蒲
区

「
男

女
共

同
参

画
週

間
」

や
「

女
性

に
対

す
る

暴
力

を
な

く
す

運
動

」
に

合
わ

せ
た

、
市

政
情

報
モ

ニ
タ

ー
や

区
役

所
の

町
内

放
送

を
活

用
し

た
広

報
及

び
啓

発
活

動
の

実
施

。
・

市
政

情
報

モ
ニ

タ
ー

放
映

期
間

：
令

和
5年

6月
16

日
〜

30
日

・
庁

内
放

送
実

施
期

間
：

令
和

5年
6月

23
日

、
27

日
、

29
日

、
11

月
20

日
、

22
日

、
24

日

広
報

・
啓

発
活

動
を

通
じ

て
、

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

啓
発

を
行

っ
た

。
「

男
女

共
同

参
画

」
の

意
味

を
理

解
し

て
も

ら
う

た
め

、
幅

広
い

世
代

に
向

け
た

広
報

と
啓

発
活

動
が

必
要

。

⻄
蒲

区
地

域
総

務
課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

54



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

11
11

1ｲ
01

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

「
ア

ル
ザ

に
い

が
た

」
や

各
公

⺠
館

で
の

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

学
習

機
会

の
充

実
に

努
め

ま
す

。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

・
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

な
が

ら
、

様
々

な
テ

ー
マ

か
ら

男
女

共
同

参
画

に
つ

い
て

学
習

す
る

機
会

を
設

け
、

新
た

な
気

づ
き

を
得

る
き

っ
か

け
や

理
解

を
深

め
る

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
情

報
図

書
室

で
は

、
公

⺠
館

が
実

施
す

る
家

庭
教

育
学

級
等

の
参

加
者

へ
関

連
す

る
図

書
の

ブ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
配

付
し

た
。

よ
り

多
く

の
⽅

に
講

座
に

参
加

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
ま

た
更

に
理

解
を

深
め

て
も

ら
え

る
よ

う
な

講
座

を
、

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

も
含

め
て

内
容

や
手

法
を

検
討

し
て

い
く

。

男
女

共
同

参
画

課

12
11

1ｲ
02

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

「
ア

ル
ザ

に
い

が
た

」
や

各
公

⺠
館

で
の

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

学
習

機
会

の
充

実
に

努
め

ま
す

。

■
人

権
講

座
に

関
す

る
講

座
の

開
催

実
績 ・

実
施

館
数

 
19

館
・

事
業

数
 

41
講

座
・

延
参

加
者

数
 

3,
00

8人

子
ど

も
の

成
⻑

に
合

わ
せ

た
家

庭
教

育
学

級
を

実
施

し
、

講
座

メ
ニ

ュ
ー

に
、

性
別

に
捉

わ
れ

な
い

家
庭

生
活

で
の

役
割

や
責

任
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

を
設

け
、

男
女

共
同

参
画

社
会

へ
の

意
識

啓
発

に
貢

献
で

き
た

。

性
別

に
よ

る
固

定
的

な
役

割
分

担
意

識
の

解
消

に
は

、
男

女
ど

ち
ら

に
も

意
識

啓
発

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
る

。
両

親
を

対
象

に
し

た
講

座
数

拡
大

や
地

道
な

事
業

継
続

に
よ

る
繰

り
返

し
学

べ
る

機
会

づ
く

り
が

必
要

な
た

め
、

引
き

続
き

事
業

実
施

に
努

め
る

。

公
⺠

館

13
11

1ｲ
03

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

「
ア

ル
ザ

に
い

が
た

」
や

各
公

⺠
館

で
の

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

学
習

機
会

の
充

実
に

努
め

ま
す

。

■
女

性
セ

ミ
ナ

ー
開

催
実

績
・

実
施

館
数

 
3館

・
事

業
数

 
4事

業
・

延
参

加
者

数
 

99
人

職
場

や
日

常
生

活
な

ど
で

の
社

会
的

性
差

に
つ

い
て

の
学

習
を

通
じ

て
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

を
提

供
し

、
男

女
共

同
参

画
社

会
へ

の
意

識
啓

発
に

貢
献

で
き

た
。

女
性

セ
ミ

ナ
ー

を
通

じ
て

、
市

⺠
の

意
識

を
変

え
て

い
く

た
め

に
は

、
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

内
容

、
地

道
な

事
業

継
続

、
繰

り
返

し
学

べ
る

機
会

づ
く

り
が

必
要

な
た

め
、

引
き

続
き

事
業

実
施

に
努

め
る

。

公
⺠

館

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

55



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

14
11

1ｳ
01

各
区

と
連

携
し

て
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

啓
発

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

各
区

に
男

女
共

同
参

画
地

域
推

進
員

を
3名

ず
つ

配
置

し
、

啓
発

事
業

を
実

施
。

【
北

区
】

「
珈

琲
の

味
わ

い
を

知
る

」
講

座
〜

コ
ー

ヒ
ー

の
⾹

り
が

心
を

満
た

す
、

⾃
分

の
ま

ま
で

い
ら

れ
る

き
っ

か
け

探
し

〜
（

3/
10

）
募

集
20

人
、

参
加

23
人

（
参

加
率

11
5%

）

近
年

注
目

を
集

め
る

コ
ー

ヒ
ー

と
い

う
テ

ー
マ

を
通

じ
、

多
く

の
⽅

か
ら

男
女

共
同

参
画

に
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。

多
く

の
⽅

が
興

味
関

心
を

持
つ

事
業

内
容

と
し

た
い

が
、

ど
こ

ま
で

が
男

女
共

同
参

画
と

関
連

す
る

テ
ー

マ
な

の
か

判
断

が
難

し
い

。
今

後
も

広
く

関
心

を
持

た
れ

る
テ

ー
マ

を
適

切
に

設
定

し
て

い
く

。

北
区

地
域

総
務

課

15
11

1ｳ
02

各
区

と
連

携
し

て
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

啓
発

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

■
東

区
「

講
演

・
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

私
と

大
切

な
人

を
守

る
た

め
の

避
難

所
の

過
ご

し
⽅

」
の

実
施

［
実

施
日

］
令

和
6年

1月
27

日
（

土
）

［
会

場
］

東
区

プ
ラ

ザ
（

東
区

下
⽊

⼾
1-

4-
1）

［
参

加
者

数
］

31
名

講
演

や
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

し
て

、
避

難
所

生
活

に
お

い
て

避
難

者
同

士
が

安
心

し
て

生
活

す
る

た
め

に
多

様
な

視
点

で
ど

ん
な

こ
と

に
気

を
付

け
る

必
要

が
あ

る
の

か
考

え
る

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
行

動
計

画
目

標
の

推
進

に
貢

献
し

た
。

幅
広

く
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
普

及
啓

発
で

き
る

事
業

を
検

討
し

て
い

く
。

東
区

地
域

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

56



16
11

1ｳ
03

各
区

と
連

携
し

て
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

啓
発

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

■
中

央
区

○
夫

婦
ふ

た
り

で
協

力
し

て
育

児
を

行
う

こ
と

の
大

切
さ

を
学

ぶ
講

座
「

夫
婦

一
緒

に
楽

し
く

子
育

て
交

流
会

 
パ

パ
も

参
加

の
ベ

ビ
ー

マ
ッ

サ
ー

ジ
」

新
米

パ
パ

マ
マ

を
対

象
と

し
て

、
夫

婦
一

緒
に

子
育

て
す

る
こ

と
の

大
切

さ
を

学
ぶ

講
座

、
ベ

ビ
ー

マ
ッ

サ
ー

ジ
体

験
、

助
産

師
へ

の
育

児
相

談
、

パ
パ

マ
マ

意
見

交
換

会
を

実
施

。
・

開
催

日
 

 
11

月
26

日
・

開
催

場
所

 
新

潟
市

天
寿

園
・

参
加

児
童

 
87

人
（

29
家

族
）

子
育

て
に

不
安

を
抱

く
新

米
パ

パ
マ

マ
を

対
象

に
、

パ
パ

も
参

加
の

ベ
ビ

ー
マ

ッ
サ

ー
ジ

や
育

児
相

談
を

通
し

て
、

夫
婦

で
子

育
て

を
す

る
こ

と
の

大
切

さ
を

学
ぶ

な
ど

、
男

女
共

同
参

画
の

意
識

付
け

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

事
業

実
施

後
、

区
だ

よ
り

に
講

師
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
や

参
加

者
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

を
掲

載
し

、
子

育
て

中
の

夫
婦

を
は

じ
め

、
広

く
区

⺠
へ

の
男

女
共

同
参

画
の

意
識

啓
発

を
行

っ
た

。

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
「

同
世

代
の

子
ど

も
を

持
つ

親
同

士
で

の
意

見
交

換
会

が
有

益
だ

っ
た

」
、

「
他

の
パ

パ
の

子
育

て
の

様
子

を
聞

い
て

刺
激

に
な

っ
た

」
等

の
声

が
聞

か
れ

た
。

今
後

同
様

の
企

画
事

業
を

実
施

す
る

場
合

は
、

パ
パ

マ
マ

同
士

が
交

流
で

き
る

時
間

を
十

分
に

確
保

し
た

い
。

中
央

区
地

域
課

17
11

1ｳ
04

各
区

と
連

携
し

て
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

啓
発

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

■
江

南
区

・
区

内
の

⾃
治

会
・

町
内

会
⻑

な
ど

を
対

象
に

、
新

潟
市

の
男

女
共

同
参

画
の

現
状

を
学

ぶ
と

と
も

に
、

参
加

者
同

士
で

そ
れ

ぞ
れ

の
団

体
が

抱
え

る
地

域
の

課
題

や
悩

み
を

共
有

し
、

課
題

解
決

の
た

め
の

ア
イ

デ
ア

を
共

に
考

え
た

。
（

講
師

：
指

田
裕

美
）

・
区

役
所

だ
よ

り
へ

の
記

事
掲

載
1回

各
地

域
団

体
が

抱
え

る
地

域
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
は

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

が
欠

か
せ

な
い

こ
と

を
考

え
る

機
会

を
提

供
で

き
た

。

区
役

所
だ

よ
り

1面
に

講
義

の
内

容
を

掲
載

す
る

こ
と

で
、

効
果

的
に

広
報

が
で

き
た

。

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

一
層

の
周

知
や

継
続

的
な

広
報

啓
発

活
動

の
実

施
。

江
南

区
地

域
総

務
課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

57



18
11

1ｳ
05

各
区

と
連

携
し

て
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

啓
発

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

■
秋

葉
区

 講
座

を
通

じ
て

、
不

登
校

や
性

の
多

様
性

に
関

す
る

悩
み

を
持

つ
保

護
者

が
、

同
じ

よ
う

な
経

験
を

持
つ

他
の

参
加

者
や

専
門

家
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

聞
く

こ
と

が
で

き
、

不
安

を
軽

減
す

る
機

会
を

提
供

し
ま

し
た

。
・

区
役

所
だ

よ
り

（
10

/1
5号

）
に

募
集

記
事

を
掲

載
.

多
様

な
テ

ー
マ

に
関

す
る

ト
ー

ク
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

、
性

に
関

す
る

正
確

な
情

報
と

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
参

加
者

か
ら

は
、

特
に

不
登

校
や

LG
BT

Qに
関

す
る

話
題

が
有

意
義

で
あ

っ
た

と
の

声
が

多
く

挙
が

り
ま

し
た

。

男
女

共
同

参
画

に
関

し
て

、
よ

り
一

層
周

知
さ

れ
る

事
業

を
開

催
し

て
い

く
。

秋
葉

区
地

域
総

務
課

19
11

1ｳ
06

各
区

と
連

携
し

て
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

啓
発

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

■
南

区
 

「
夫

婦
や

親
子

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」

を
テ

ー
マ

と
し

た
講

演
会

を
１

回
開

催
。

 
夫

婦
や

親
子

、
介

護
の

問
題

な
ど

家
族

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
、

そ
こ

に
潜

む
ジ

ェ
ン

ダ
ー

不
平

等
の

問
題

を
理

解
し

な
が

ら
、

そ
の

悩
み

や
不

安
を

和
ら

げ
、

誰
も

が
そ

の
人

ら
し

く
生

き
る

た
め

の
ヒ

ン
ト

を
学

ん
だ

。

・
夫

婦
間

の
Ｄ

Ｖ
や

高
齢

者
虐

待
が

生
じ

て
い

る
背

景
を

知
り

、
夫

婦
や

親
子

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
、

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

持
っ

て
考

え
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

ジ
ェ

ン
ダ

ー
不

平
等

の
問

題
が

あ
る

こ
と

に
気

づ
く

き
っ

か
け

と
な

っ
た

。
・

聴
く

力
や

怒
り

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
⽅

法
な

ど
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
で

、
家

族
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

改
善

に
活

か
す

こ
と

が
で

き
た

。

地
域

推
進

委
員

と
さ

ら
な

る
連

携
を

図
り

な
が

ら
事

業
を

計
画

し
、

新
規

参
加

者
の

掘
り

起
こ

し
を

行
う

な
ど

、
幅

広
い

年
代

か
ら

男
女

共
同

参
画

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
て

も
ら

う
必

要
が

あ
る

。

南
区

地
域

総
務

課

20
11

1ｳ
07

各
区

と
連

携
し

て
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

啓
発

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

■
⻄

区
実

績
な

し
実

績
な

し
引

き
続

き
⻄

区
役

所
だ

よ
り

に
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
啓

発
事

業
を

掲
載

す
る

こ
と

で
、

男
女

共
同

参
画

へ
の

理
解

を
深

め
、

意
識

づ
く

り
と

行
動

に
つ

な
が

る
た

め
の

き
っ

か
け

を
作

る
。

⻄
区

地
域

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

58



21
11

1ｳ
08

各
区

と
連

携
し

て
地

域
で

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

啓
発

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

■
⻄

蒲
区

防
災

を
テ

ー
マ

と
し

て
、

防
災

士
お

よ
び

⻄
蒲

区
中

之
口

・
潟

東
圏

域
支

え
合

い
の

し
く

み
づ

く
り

推
進

員
を

講
師

に
対

談
を

実
施

し
、

区
役

所
だ

よ
り

に
掲

載
し

た
。

掲
載

号
：

2/
18

日
号

、
3/

17
日

号

い
ざ

と
い

う
と

き
は

男
女

の
固

定
的

な
役

割
に

捉
わ

れ
ず

行
動

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
た

め
、

日
ご

ろ
か

ら
意

識
す

べ
き

こ
と

な
ど

を
考

え
る

き
っ

か
け

を
区

⺠
に

与
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

男
女

の
固

定
的

な
役

割
に

捉
わ

れ
ず

、
よ

り
一

層
、

男
女

共
同

参
画

が
周

知
さ

れ
る

事
業

を
展

開
し

た
い

。

⻄
蒲

区
地

域
総

務
課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
①

 
家

庭
・

地
域

等
へ

の
広

報
・

啓
発

活
動

の
推

進

59



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

22
11

2ｱ
01

保
育

園
、

認
定

こ
ど

も
園

、
幼

稚
園

、
小

・
中

学
校

、
高

等
学

校
等

に
お

い
て

男
女

平
等

教
育

を
進

め
ま

す
。

特
に

小
・

中
学

校
で

は
男

女
平

等
教

育
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

活
用

し
、

⾃
分

ら
し

さ
や

家
庭

の
一

員
と

し
て

の
協

力
の

大
切

さ
な

ど
に

つ
い

て
啓

発
し

て
い

き
ま

す
。

保
育

所
保

育
指

針
に

記
載

さ
れ

て
い

る
と

お
り

「
子

ど
も

の
性

差
や

個
人

差
に

も
留

意
し

つ
つ

、
性

別
な

ど
に

よ
る

固
定

的
な

意
識

を
植

え
付

け
る

こ
と

が
な

い
よ

う
に

す
る

」
こ

と
を

保
育

施
設

等
へ

の
日

常
的

な
指

導
を

通
し

て
継

続
し

て
啓

発
し

ま
し

た
。

保
育

施
設

等
の

保
育

士
等

が
⾃

己
の

価
値

観
や

言
動

を
省

察
す

る
こ

と
で

、
子

ど
も

が
将

来
、

性
差

に
よ

り
人

を
差

別
し

た
り

、
偏

見
を

も
っ

た
り

す
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、

保
育

を
通

し
て

貢
献

し
ま

し
た

。

保
育

所
保

育
指

針
に

基
づ

く
丁

寧
な

保
育

が
全

て
の

保
育

施
設

等
で

実
施

さ
れ

る
た

め
に

、
引

き
続

き
、

域
内

保
育

施
設

等
の

質
の

確
保

・
向

上
を

図
る

取
組

を
進

め
て

い
き

ま
す

。

幼
保

支
援

課

23
11

2ｱ
02

保
育

園
、

認
定

こ
ど

も
園

、
幼

稚
園

、
小

・
中

学
校

、
高

等
学

校
等

に
お

い
て

男
女

平
等

教
育

を
進

め
ま

す
。

特
に

小
・

中
学

校
で

は
男

女
平

等
教

育
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

活
用

し
、

⾃
分

ら
し

さ
や

家
庭

の
一

員
と

し
て

の
協

力
の

大
切

さ
な

ど
に

つ
い

て
啓

発
し

て
い

き
ま

す
。

小
３

・
６

、
中

２
用

の
男

女
平

等
教

育
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

年
間

計
画

に
位

置
づ

け
、

計
画

的
に

活
用

し
た

授
業

に
よ

り
男

女
平

等
教

育
を

推
進

。
保

護
者

へ
も

啓
発

を
行

っ
た

。
実

施
実

績
・

学
習

資
料

活
用

率
小

3：
10

0％
、

小
6：

10
0％

、
中

2：
10

0％
・

保
護

者
へ

の
啓

発
小

3・
6：

97
％

、
中

2：
90

％

教
職

員
と

児
童

・
生

徒
が

持
つ

端
末

か
ら

見
る

こ
と

の
で

き
る

学
習

資
料

と
活

用
の

手
引

き
に

つ
い

て
、

見
る

手
順

や
活

用
⽅

法
を

周
知

し
た

。
ま

た
、

保
護

者
啓

発
に

対
す

る
働

き
掛

け
の

具
体

例
を

複
数

示
し

た
。

そ
の

際
、

学
校

が
活

用
し

や
す

い
と

思
わ

れ
る

文
部

科
学

省
作

成
の

資
料

を
提

示
し

た
こ

と
が

、
保

護
者

啓
発

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。

学
校

が
取

り
組

み
や

す
い

具
体

例
を

提
示

す
る

こ
と

を
継

続
す

る
。

学
校

支
援

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
②

 
保

育
・

学
校

教
育

に
お

け
る

男
女

平
等

教
育

の
推

進

60



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

24
11

2ｱ
03

保
育

園
、

認
定

こ
ど

も
園

、
幼

稚
園

、
小

・
中

学
校

、
高

等
学

校
等

に
お

い
て

男
女

平
等

教
育

を
進

め
ま

す
。

特
に

小
・

中
学

校
で

は
男

女
平

等
教

育
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

活
用

し
、

⾃
分

ら
し

さ
や

家
庭

の
一

員
と

し
て

の
協

力
の

大
切

さ
な

ど
に

つ
い

て
啓

発
し

て
い

き
ま

す
。

男
女

平
等

教
育

推
進

研
究

会
を

開
催

し
、

学
校

教
育

に
お

け
る

男
女

平
等

教
育

の
推

進
に

つ
い

て
⽅

策
を

検
討

し
た

。

男
女

平
等

教
育

研
究

会
を

２
回

開
催

。
第

１
回

議
題

：
①

学
習

資
料

改
訂

の
⽅

向
性

に
つ

い
て

 ②
男

女
平

等
教

育
推

進
に

関
す

る
意

見
交

換
第

２
回

議
題

：
「

学
習

資
料

」
改

定
案

に
つ

い
て

「
学

習
資

料
」

改
訂

の
⽅

向
性

を
検

討
し

、
基

本
⽅

針
が

以
下

の
よ

う
に

定
ま

っ
た

。
＜

基
本

⽅
針

＞
児

童
生

徒
の

日
常

生
活

や
社

会
に

あ
る

格
差

に
着

目
す

る
⽅

向
を

継
続

し
、

現
「

学
習

資
料

」
の

ね
ら

い
「

性
別

に
関

わ
り

な
く

、
⾃

分
の

個
性

と
能

力
を

発
揮

し
て

生
き

る
こ

と
に

つ
い

て
考

え
る

」
こ

と
が

達
成

で
き

る
よ

う
に

、
紙

面
構

成
や

資
料

、
イ

ラ
ス

ト
の

一
部

修
正

を
行

う
。

 
児

童
・

生
徒

の
実

態
調

査
の

結
果

等
を

も
と

に
、

現
状

に
あ

っ
た

学
習

資
料

作
成

に
向

け
て

、
改

訂
案

の
検

討
を

引
き

続
き

行
う

。

学
校

支
援

課

25
11

2ｲ
01

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

踏
ま

え
て

、
社

会
的

・
職

業
的

な
⾃

立
に

向
け

必
要

な
基

盤
と

な
る

能
力

や
態

度
を

育
て

る
こ

と
を

通
し

て
、

キ
ャ

リ
ア

発
達

を
促

す
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

「
デ

ジ
タ

ル
版

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

ポ
ー

ト
」

が
定

着
し

、
児

童
生

徒
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
係

る
学

び
を

IC
Tを

活
用

し
な

が
ら

記
録

、
蓄

積
で

き
て

い
る

。
デ

ジ
タ

ル
化

さ
れ

、
各

校
の

特
色

に
応

じ
て

運
用

し
や

す
く

な
っ

た
。

引
き

続
き

、
様

々
な

教
育

活
動

を
通

し
て

、
他

者
や

性
別

を
尊

重
す

る
視

点
を

大
切

に
し

た
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
の

力
を

育
ん

で
い

る
。

令
和

５
年

度
キ

ャ
リ

ア
教

育
研

修
で

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

、
キ

ャ
リ

ア
・

パ
ス

ポ
ー

ト
の

活
用

は
10

0％
で

あ
る

。

約
７

割
の

学
校

が
キ

ャ
リ

ア
・

パ
ス

ポ
ー

ト
の

活
用

に
苦

慮
、

も
し

く
は

意
義

を
見

出
し

て
い

な
い

こ
と

も
わ

か
っ

た
。

（
R5

キ
ャ

リ
ア

教
育

研
修

の
事

後
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）
好

事
例

の
共

有
だ

け
で

な
く

、
目

的
の

共
通

理
解

も
研

修
内

容
に

加
え

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

対
す

る
関

与
意

識
を

高
め

る
。

学
校

支
援

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
②

 
保

育
・

学
校

教
育

に
お

け
る

男
女

平
等

教
育

の
推

進

61



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

26
11

3ｱ
01

各
企

業
が

男
女

共
同

参
画

社
会

の
重

要
性

を
認

識
し

、
主

体
的

に
取

組
を

行
う

よ
う

、
出

前
講

座
の

実
施

や
情

報
提

供
な

ど
啓

発
に

努
め

ま
す

。

■
男

性
の

育
児

休
業

取
得

促
進

事
業

奨
励

金
の

利
用

事
業

所
に

お
け

る
職

場
研

修
実

施
件

数
。

・
実

施
件

数
15

5件

事
業

所
が

主
体

と
な

っ
て

育
児

休
業

制
度

の
周

知
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

企
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
意

識
が

よ
り

深
く

浸
透

す
る

と
考

え
る

。
R5

の
実

施
件

数
15

5件
の

う
ち

、
60

件
（

38
.7

％
）

が
会

社
と

し
て

初
め

て
の

申
請

で
あ

っ
た

た
め

、
育

児
休

業
を

取
得

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
が

市
内

企
業

で
広

が
っ

て
い

る
も

の
と

推
測

さ
れ

る
。

男
性

の
育

児
休

業
取

得
促

進
事

業
奨

励
金

を
活

用
し

た
事

業
所

以
外

の
事

業
所

に
も

広
げ

て
い

く
。

男
女

共
同

参
画

課

27
11

3ｲ
01

市
職

員
や

教
職

員
に

対
す

る
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
研

修
を

徹
底

し
ま

す
。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
男

女
共

同
参

画
講

座
1）

公
⺠

館
職

員
、

男
女

共
同

参
画

地
域

推
進

事
業

担
当

の
地

域
（

総
務

）
課

職
員

等
を

対
象

に
、

男
女

共
同

参
画

の
基

本
的

知
識

と
、

企
画

を
す

る
際

の
ポ

イ
ン

ト
を

学
ぶ

講
座

を
実

施
し

た
。

事
前

ア
ン

ケ
ー

ト
の

内
容

を
取

り
⼊

れ
て

、
企

画
す

る
上

で
悩

ん
で

い
る

こ
と

に
ヒ

ン
ト

を
得

ら
れ

た
。

オ
ン

ラ
イ

ン
参

加
者

の
ア

ン
ケ

ー
ト

回
収

率
が

悪
い

。
講

座
終

盤
に

ア
ン

ケ
ー

ト
UR

Lを
チ

ャ
ッ

ト
で

送
信

、
そ

の
後

メ
ー

ル
で

UR
Lを

送
信

し
て

2段
階

で
促

し
た

が
、

回
答

は
な

い
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
③

 
職

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
の

研
修

支
援

62



28
11

3ｲ
02

市
職

員
や

教
職

員
に

対
す

る
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
研

修
を

徹
底

し
ま

す
。

新
規

採
用

職
員

研
修

（
受

講
者

：
12

0
人

）
、

新
任

課
⻑

補
佐

研
修

（
受

講
者

：
53

人
）

に
お

い
て

、
男

女
共

同
参

画
に

対
す

る
意

識
啓

発
研

修
を

実
施

職
員

に
対

す
る

男
女

共
同

参
画

に
つ

い
て

の
意

識
啓

発
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

引
き

続
き

、
男

女
共

同
参

画
に

対
す

る
職

員
意

識
の

醸
成

を
図

っ
て

い
く

こ
と

が
重

要
と

考
え

る
。

人
事

課

29
11

3ｲ
03

市
職

員
や

教
職

員
に

対
す

る
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
研

修
を

徹
底

し
ま

す
。

市
立

保
育

施
設

⻑
を

対
象

に
、

「
性

の
多

様
性

と
人

権
」

に
つ

い
て

の
研

修
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

行
い

ま
し

た
。

施
設

⻑
は

施
設

職
員

へ
伝

達
研

修
を

行
い

、
職

員
の

人
権

意
識

向
上

に
貢

献
し

ま
し

た
。

固
定

観
念

や
個

性
尊

重
に

つ
い

て
気

づ
き

が
あ

り
効

果
が

あ
り

ま
し

た
。

所
管

課
で

担
う

研
修

事
業

が
多

岐
に

渡
る

た
め

、
実

施
⽅

法
に

つ
い

て
外

部
講

師
の

活
用

な
ど

の
検

討
が

必
要

で
す

。

幼
保

支
援

課

30
11

3ｲ
04

市
職

員
や

教
職

員
に

対
す

る
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
研

修
を

徹
底

し
ま

す
。

■
公

⺠
館

新
任

職
員

研
修

の
中

で
、

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

内
容

を
組

み
込

み
実

施
・

参
加

者
数

 
13

人

公
⺠

館
職

員
が

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

持
ち

事
業

企
画

を
行

う
こ

と
で

、
誰

も
が

参
加

し
や

す
い

形
式

の
講

座
等

を
市

⺠
に

提
供

で
き

た
。

市
⺠

意
識

を
変

え
て

い
く

た
め

に
は

、
公

⺠
館

職
員

が
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
持

つ
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

一
朝

一
夕

に
は

⾝
に

つ
か

な
い

た
め

、
繰

り
返

し
学

ぶ
機

会
づ

く
り

が
必

要
な

た
め

、
研

修
を

は
じ

め
情

報
共

有
も

一
層

図
っ

て
い

く
。

公
⺠

館

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
③

 
職

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
の

研
修

支
援

63



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

31
11

4ｱ
01

男
女

共
同

参
画

に
関

わ
る

活
動

を
通

し
て

、
男

女
共

同
参

画
を

推
進

す
る

人
材

を
育

成
し

ま
す

。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
男

女
共

同
参

画
講

座
1、

ア
ル

ザ
de

カ
フ

ェ
）

■
各

区
の

地
域

推
進

委
員

と
協

働
で

事
業

を
実

施
し

た
。

・
男

女
共

同
参

画
講

座
1で

は
、

ア
ル

ザ
に

い
が

た
企

画
委

員
、

ア
ル

ザ
フ

ォ
ー

ラ
ム

20
23

実
行

委
員

、
男

女
共

同
参

画
地

域
推

進
員

等
を

対
象

に
、

男
女

共
同

参
画

の
基

本
的

知
識

と
、

企
画

を
す

る
際

の
ポ

イ
ン

ト
を

学
ぶ

講
座

を
実

施
し

た
。

事
前

ア
ン

ケ
ー

ト
の

内
容

を
取

り
⼊

れ
て

、
企

画
す

る
上

で
悩

ん
で

い
る

こ
と

に
ヒ

ン
ト

を
得

ら
れ

る
も

の
と

な
っ

た
。

・
ア

ル
ザ

de
カ

フ
ェ

で
は

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
つ

い
て

学
び

を
深

め
る

こ
と

で
、

男
女

共
同

参
画

推
進

に
関

心
を

持
っ

て
取

り
組

ん
で

く
れ

る
人

材
の

育
成

に
つ

な
げ

た
。

■
事

業
の

企
画

、
実

施
を

通
し

て
、

各
区

に
お

い
て

男
女

共
同

参
画

を
推

進
す

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

・
男

女
共

同
参

画
講

座
1で

は
、

日
中

は
勤

務
し

て
い

る
人

も
多

い
た

め
都

合
が

合
わ

な
い

こ
と

も
あ

る
が

、
地

域
推

進
員

の
参

加
を

増
や

し
た

い
。

・
ア

ル
ザ

de
カ

フ
ェ

で
は

、
人

材
育

成
と

い
う

点
で

は
今

回
、

企
画

委
員

の
応

募
に

繋
が

っ
た

が
、

運
営

委
員

の
人

材
育

成
に

も
繋

げ
て

い
く

こ
と

が
今

後
の

課
題

。
ま

た
、

参
加

者
が

女
性

が
多

い
こ

と
も

あ
る

の
で

、
男

性
に

も
興

味
関

心
を

持
て

る
よ

う
な

テ
ー

マ
の

設
定

も
課

題
で

あ
る

。

日
中

は
勤

務
し

て
い

る
人

も
多

い
た

め
都

合
が

合
わ

な
い

こ
と

も
あ

る
が

、
地

域
推

進
員

の
参

加
を

増
や

し
た

い
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
④

 
男

女
共

同
参

画
を

推
進

す
る

人
材

の
育

成

64



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

32
11

4ｲ
01

市
⺠

団
体

か
ら

も
地

域
で

の
男

女
共

同
参

画
の

意
識

啓
発

を
進

め
て

も
ら

え
る

よ
う

、
団

体
間

の
交

流
促

進
や

活
動

支
援

に
努

め
ま

す
。

■
登

録
団

体
交

流
会

①
7/

20
（

⽊
）

14
団

体
16

人
参

加
②

12
/1

0（
日

）
15

団
体

15
人

参
加

■
男

女
共

同
参

画
市

⺠
団

体
協

働
事

業
委

託
団

体
数

：
2団

体

■
①

奈
良

県
に

あ
る

大
学

の
学

生
が

考
案

し
た

「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ギ
ャ

ッ
プ

を
考

え
る

カ
ル

タ
」

最
新

版
を

使
い

、
楽

し
み

な
が

ら
知

識
を

深
め

た
。

②
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
関

す
る

講
義

と
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

関
す

る
事

例
を

ど
う

考
え

る
か

を
話

し
合

う
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
実

施
。

活
動

に
活

か
せ

る
知

識
を

得
ら

れ
た

。

■
2団

体
に

対
し

、
事

業
を

委
託

し
た

。
う

ち
1団

体
は

新
規

団
体

で
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
と

団
体

活
動

の
活

性
化

に
つ

な
げ

た
。

■
参

加
団

体
が

年
々

減
少

し
て

い
る

。
機

会
を

捉
え

て
、

参
加

を
促

し
て

い
く

。

■
申

込
団

体
が

少
な

く
、

固
定

化
し

て
い

る
た

め
、

よ
り

多
く

の
団

体
に

情
報

が
届

く
よ

う
声

が
け

や
周

知
に

努
め

る
。

⻑
期

的
に

は
、

新
規

事
業

実
施

団
体

の
育

成
が

必
要

で
あ

る
。

男
女

共
同

参
画

課

33
11

4ｲ
02

市
⺠

団
体

か
ら

も
地

域
で

の
男

女
共

同
参

画
の

意
識

啓
発

を
進

め
て

も
ら

え
る

よ
う

、
団

体
間

の
交

流
促

進
や

活
動

支
援

に
努

め
ま

す
。

■
ア

ル
ザ

フ
ォ

ー
ラ

ム
20

23
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

参
加

団
体

18
団

体

日
頃

の
活

動
の

成
果

を
発

表
し

た
り

、
理

解
を

さ
ら

に
深

め
る

場
を

提
供

し
、

男
女

共
同

参
画

に
取

り
組

む
団

体
の

活
動

を
支

援
し

た
。

よ
り

多
く

の
団

体
が

参
加

で
き

る
よ

う
工

夫
し

な
が

ら
、

活
動

や
交

流
の

場
を

提
供

し
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
を

支
援

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
④

 
男

女
共

同
参

画
を

推
進

す
る

人
材

の
育

成

65



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

34
11

5ｱ
01

世
界

の
女

性
を

と
り

ま
く

現
状

や
課

題
な

ど
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
情

報
の

収
集

・
提

供
や

学
習

機
会

の
提

供
な

ど
に

よ
り

、
SD

Gs
を

含
む

国
際

社
会

の
動

向
に

つ
い

て
の

理
解

促
進

を
図

り
ま

す
。

■
SD

Gs
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

展
開

催
日

：
10

月
7日

(土
)・

8日
(日

)
会

場
：

ラ
ブ

ラ
万

代
 2

階
通

路
展

示
内

容
・

開
志

専
門

職
大

学
ア

ニ
メ

・
マ

ン
ガ

学
部

の
学

生
に

よ
る

ジ
ェ

ン
ダ

ー
を

テ
ー

マ
に

し
た

イ
ラ

ス
ト

・
ア

ル
ザ

に
い

が
た

主
催

事
業

の
紹

介
・

ジ
ェ

ン
ダ

ー
ギ

ャ
ッ

プ
指

数
等

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

統
計

他

■
情

報
図

書
室

で
は

SD
Gｓ

に
関

す
る

本
、

女
性

の
貧

困
に

関
す

る
本

、
世

界
で

活
躍

す
る

女
性

の
本

の
収

集
・

貸
出

を
行

い
、

国
際

社
会

の
動

向
に

に
つ

い
て

の
理

解
促

進
を

図
っ

た
。

・
蔵

書
数

19
,2

63
冊

(令
和

4年
度

19
,2

31
冊

)
・

年
間

貸
出

冊
数

3,
57

2冊
(令

和
4年

度
3,

47
0冊

)

■
SD

Gs
の

目
標

5ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
や

ア
ル

ザ
に

い
が

た
主

催
事

業
の

参
加

者
の

声
等

、
多

く
の

若
者

や
家

族
連

れ
が

集
ま

る
場

で
周

知
を

行
っ

た
。

■
情

報
図

書
室

で
は

、
主

催
講

座
や

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

テ
ー

マ
に

即
し

た
本

の
紹

介
や

、
市

立
図

書
館

と
の

オ
ン

ラ
イ

ン
化

に
つ

い
て

周
知

を
行

っ
た

。
情

報
紙

や
X（

エ
ッ

ク
ス

）
で

本
の

紹
介

を
行

い
、

情
報

図
書

室
や

蔵
書

で
の

認
知

度
を

高
め

た
。

■
SD

Gs
の

目
標

５
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

に
つ

い
て

は
、

教
育

や
貧

困
、

環
境

問
題

よ
り

、
や

や
知

名
度

が
低

い
と

思
わ

れ
る

の
で

、
今

後
は

他
の

SD
Gs

の
課

題
と

絡
め

て
連

携
し

た
事

業
展

開
が

課
題

。

■
女

性
を

取
り

巻
く

情
勢

は
依

然
と

し
て

厳
し

く
、

SD
Gｓ

や
国

際
社

会
の

動
向

に
関

す
る

蔵
書

の
積

極
的

な
収

集
や

状
況

に
対

応
し

た
情

報
提

供
を

継
続

し
て

行
う

必
要

が
あ

る
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
⑤

 
国

際
理

解
に

基
づ

く
男

女
共

同
参

画
の

推
進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

35
11

5ｲ
01

外
国

籍
市

⺠
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

よ
う

生
活

情
報

の
提

供
や

相
談

支
援

を
行

い
ま

す
。

〇
外

国
語

情
報

紙
発

行
（

毎
月

）
・

英
語

：
38

0部
・

中
国

語
：

39
0部

・
韓

国
語

：
22

0部
・

ロ
シ

ア
語

：
21

0部
・

ベ
ト

ナ
ム

語
：

10
0部

〇
外

国
語

に
よ

る
相

談
窓

口
・

生
活

相
談

：
16

0件
・

弁
護

士
に

よ
る

無
料

相
談

会
：

7件
・

無
料

医
療

相
談

会
：

５
件

〇
創

刊
以

来
、

区
役

所
、

公
⺠

館
、

大
学

、
専

門
学

校
等

に
送

付
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

掲
載

や
希

望
者

へ
メ

ル
マ

ガ
で

も
配

信
し

て
お

り
、

多
く

の
外

国
人

に
行

き
届

く
よ

う
努

め
て

い
ま

す
。

〇
外

国
籍

市
⺠

が
日

頃
抱

え
る

生
活

上
の

悩
み

や
困

り
ご

と
に

つ
い

て
、

外
国

語
で

も
相

談
を

受
け

付
け

、
必

要
な

情
報

提
供

を
行

っ
て

い
ま

す
。

〇
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
立

っ
た

情
報

の
発

信
と

、
内

容
の

充
実

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。

〇
助

言
内

容
が

十
分

に
伝

わ
っ

て
い

る
と

い
う

検
証

が
難

し
い

こ
と

や
、

紹
介

先
（

関
係

機
関

等
）

で
の

言
葉

の
問

題
が

あ
り

ま
す

。

国
際

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
１

）
男

女
共

同
参

画
推

進
の

た
め

の
意

識
啓

発
⑤

 
国

際
理

解
に

基
づ

く
男

女
共

同
参

画
の

推
進

67



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

36
12

1ｲ
01

男
女

間
格

差
等

の
実

態
を

明
ら

か
に

す
る

た
め

、
社

会
制

度
や

慣
行

等
、

様
々

な
分

野
や

場
面

に
お

け
る

男
女

別
デ

ー
タ

の
収

集
・

分
析

に
努

め
、

情
報

提
供

し
ま

す
。

■
SD

Gs
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

展
開

催
日

：
10

月
7日

(土
)・

8日
(日

)
会

場
：

ラ
ブ

ラ
万

代
 2

階
通

路
展

示
内

容
・

開
志

専
門

職
大

学
ア

ニ
メ

・
マ

ン
ガ

学
部

の
学

生
に

よ
る

ジ
ェ

ン
ダ

ー
を

テ
ー

マ
に

し
た

イ
ラ

ス
ト

・
ア

ル
ザ

に
い

が
た

主
催

事
業

の
紹

介
・

ジ
ェ

ン
ダ

ー
ギ

ャ
ッ

プ
指

数
等

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

統
計

他

■
ア

ル
ザ

展
示

コ
ー

ナ
ー

に
掲

示
・

女
性

の
政

治
参

画
マ

ッ
プ

20
23

・
令

和
5年

度
男

女
共

同
参

画
白

書
・

女
性

活
躍

・
男

女
共

同
参

画
の

現
状

と
課

題
（

出
典

：
内

閣
府

男
女

共
同

参
画

局
基

本
デ

ー
タ

よ
り

）
・

政
令

指
定

都
市

の
付

属
機

関
等

に
お

け
る

女
性

委
員

割
合

 
年

度
⽐

較
・

付
属

機
関

等
へ

の
女

性
委

員
登

用
状

況
・

「
み

ん
な

で
考

え
る

＃
ジ

ェ
ン

ダ
ー

不
平

等
」

ポ
ス

タ
ー

（
制

作
：

せ
ん

だ
い

男
女

共
同

参
画

財
団

）

■
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ギ
ャ

ッ
プ

指
数

等
、

男
女

の
格

差
の

デ
ー

タ
を

展
示

し
、

周
知

を
行

っ
た

。

■
内

閣
府

や
他

都
市

で
作

成
し

た
デ

ー
タ

や
掲

示
物

を
収

集
し

、
男

女
差

の
現

状
や

ジ
ェ

ン
ダ

ー
へ

の
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

た
め

に
展

示
し

、
周

知
を

行
っ

た
。

■
展

示
に

限
ら

ず
、

広
く

市
⺠

に
周

知
で

き
る

⽅
法

を
検

討
し

て
い

く
。

■
同

じ
出

典
先

の
デ

ー
タ

で
は

新
鮮

味
が

薄
れ

る
。

今
後

男
女

の
置

か
れ

て
い

る
状

況
を

客
観

的
に

示
す

デ
ー

タ
を

さ
ら

に
調

べ
て

収
集

し
、

目
に

留
ま

る
よ

う
な

展
示

を
考

え
て

い
き

た
い

。

男
女

共
同

参
画

課

（
２

）
社

会
制

度
・

慣
行

等
の

見
直

し
と

意
識

の
改

革
①

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

調
査

、
情

報
の

収
集

・
提

供
、

支
援

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

37
12

1ｳ
01

男
女

共
同

参
画

の
視

点
で

様
々

な
悩

み
や

不
安

に
関

す
る

相
談

事
業

を
行

う
こ

と
で

、
性

別
に

と
ら

わ
れ

ず
⾃

分
ら

し
く

生
き

る
た

め
の

支
援

を
し

ま
す

。

■
こ

こ
ろ

の
相

談
・

電
話

相
談

毎
週

⽔
・

日
曜

日
 

10
：

00
〜

15
：

30
毎

週
金

曜
日

 
14

：
00

〜
19

：
30

・
面

接
相

談
毎

週
火

・
⽔

・
⽊

・
土

曜
日

 
10

：
00

〜
17

：
00

電
話

相
談

件
数

延
べ

1,
14

6件
面

接
相

談
件

数
延

べ
 

55
3件

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

由
来

す
る

様
々

な
悩

み
や

不
安

に
つ

い
て

、
相

談
者

と
と

も
に

解
決

へ
の

糸
口

を
探

し
⾃

立
に

向
け

て
、

⾃
分

を
大

切
に

す
る

生
き

⽅
を

考
え

る
た

め
の

支
援

と
し

て
相

談
事

業
を

行
っ

た
。

相
談

の
主

訴
が

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

由
来

す
る

も
の

で
な

く
、

精
神

的
な

問
題

を
含

む
も

の
や

、
主

訴
内

容
も

複
数

の
問

題
が

絡
み

合
う

な
ど

、
相

談
内

容
に

よ
っ

て
適

切
な

支
援

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
２

）
社

会
制

度
・

慣
行

等
の

見
直

し
と

意
識

の
改

革
①

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

調
査

、
情

報
の

収
集

・
提

供
、

支
援

69



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

38
12

2ｱ
01

市
⺠

が
メ

デ
ィ

ア
か

ら
の

情
報

を
主

体
的

に
読

み
解

き
、

⾃
ら

発
信

す
る

能
力

（
メ

デ
ィ

ア
・

リ
テ

ラ
シ

ー
）

を
養

う
た

め
の

啓
発

・
学

習
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
メ

デ
ィ

ア
リ

テ
ラ

シ
ー

に
つ

い
て

考
え

る
講

座
）

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

視
点

か
ら

、
情

報
を

主
体

的
に

読
み

解
く

力
を

養
う

ヒ
ン

ト
を

得
る

こ
と

、
メ

デ
ィ

ア
か

ら
の

情
報

を
通

し
て

、
日

常
に

潜
む

性
別

役
割

分
担

意
識

に
気

付
く

こ
と

に
よ

り
、

⾃
分

ら
し

さ
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

規
範

に
と

ら
わ

れ
ず

「
⾃

分
の

言
葉

で
発

言
す

る
」

こ
と

を
学

ぶ
講

座
を

開
催

し
た

。

メ
デ

ィ
ア

は
幅

が
広

く
、

興
味

関
心

に
向

け
て

ピ
ン

ポ
イ

ン
ト

に
訴

え
る

力
が

弱
く

な
り

集
客

に
つ

な
が

ら
な

か
っ

た
。

「
ド

ラ
マ

」
「

CM
」

「
ア

ニ
メ

」
「

動
画

サ
イ

ト
」

等
、

焦
点

を
一

つ
に

絞
る

な
ど

検
討

が
必

要
。

男
女

共
同

参
画

課

39
12

2ｲ
01

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
等

の
普

及
に

対
応

し
て

、
安

全
・

安
心

か
つ

適
切

な
情

報
の

受
・

発
信

が
で

き
る

よ
う

な
取

組
を

進
め

ま
す

。

情
報

モ
ラ

ル
教

育
に

関
す

る
教

職
員

研
修

を
実

施
し

た
。

情
報

モ
ラ

ル
を

含
む

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

指
針

を
提

示
し

た
。

情
報

モ
ラ

ル
の

指
導

に
よ

り
、

⾃
他

を
大

切
に

す
る

な
ど

、
子

ど
も

た
ち

の
人

権
意

識
の

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。

情
報

モ
ラ

ル
を

含
む

情
報

活
用

能
力

の
育

成
の

指
針

の
理

解
促

進
の

た
め

に
、

機
を

と
ら

え
て

継
続

的
に

周
知

を
図

る
。

学
校

支
援

課

40
12

2ｳ
01

市
刊

行
物

に
つ

い
て

は
、

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
表

現
⽅

法
で

用
語

や
イ

ラ
ス

ト
を

使
用

し
、

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
に

努
め

ま
す

。

■
庁

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

行
政

刊
行

物
の

手
引

き
を

継
続

し
て

掲
載

し
た

。

■
男

女
共

同
参

画
推

進
会

議
で

、
庁

内
各

課
に

、
広

報
物

作
成

の
際

に
は

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
表

現
を

す
る

よ
う

に
呼

び
掛

け
た

。

手
引

き
の

活
用

や
問

い
合

わ
せ

へ
の

対
応

に
よ

り
、

固
定

的
役

割
分

担
意

識
や

性
差

別
に

つ
い

て
再

認
識

し
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

こ
の

こ
と

が
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
立

っ
た

行
政

刊
行

物
の

発
行

に
つ

な
が

っ
た

。

手
引

き
の

活
用

だ
け

で
な

く
、

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
に

向
け

、
継

続
的

に
啓

発
が

必
要

で
あ

る
。

男
女

共
同

参
画

課
各

課

（
２

）
社

会
制

度
・

慣
行

等
の

見
直

し
と

意
識

の
改

革
②

メ
デ

ィ
ア

に
お

け
る

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
の

促
進

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

70



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

41
13

1ｱ
01

こ
れ

ま
で

の
男

性
の

仕
事

中
心

の
生

き
⽅

・
働

き
⽅

や
、

家
事

・
育

児
・

介
護

等
の

女
性

へ
の

偏
重

の
見

直
し

、
多

様
な

生
き

⽅
・

働
き

⽅
に

つ
い

て
の

啓
発

を
進

め
ま

す
。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

子
育

て
期

）
、

男
性

の
生

き
⽅

講
座

（
定

年
期

）
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
で

社
会

を
考

え
る

講
座

）

■
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

子
育

て
期

）
で

は
、

料
理

の
ハ

ー
ド

ル
を

下
げ

る
こ

と
を

目
的

に
お

味
噌

汁
づ

く
り

の
調

理
実

習
、

夫
婦

で
家

事
分

担
を

話
し

合
う

き
っ

か
け

に
な

る
よ

う
、

分
担

を
可

視
化

し
た

シ
ー

ト
作

り
を

実
施

、
子

育
て

中
の

同
年

代
の

男
性

同
士

が
悩

み
や

子
育

て
に

つ
い

て
話

す
機

会
を

提
供

し
た

。
・

男
性

の
生

き
⽅

講
座

（
定

年
期

）
で

は
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

視
点

を
持

っ
て

⾝
寄

り
な

し
の

問
題

に
つ

い
て

正
し

い
知

識
を

学
び

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

つ
い

て
知

る
こ

と
で

、
配

偶
者

や
家

族
、

地
域

の
人

な
ど

、
周

り
の

人
と

の
関

わ
り

⽅
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

た
。

■
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

子
育

て
期

）
は

、
集

客
が

難
し

い
。

育
休

取
得

予
定

者
や

取
得

中
の

男
性

に
も

よ
り

多
く

参
加

し
て

も
ら

え
る

よ
う

PR
⽅

法
を

検
討

す
る

。
・

男
性

の
生

き
⽅

講
座

（
定

年
期

）
は

、
働

き
⽅

が
多

様
化

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
定

年
期

の
定

義
を

ど
う

捉
え

る
か

を
考

え
直

し
、

対
象

者
が

興
味

を
持

つ
テ

ー
マ

を
見

つ
け

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
結

び
付

け
て

講
座

を
企

画
す

る
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

・
ジ

ェ
ン

ダ
ー

で
社

会
を

考
え

る
講

座
で

は
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

関
す

る
こ

と
を

⾃
分

事
と

し
て

考
え

ら
れ

る
よ

う
な

テ
ー

マ
を

引
き

続
き

検
討

し
て

い
く

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
３

）
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
男

性
の

理
解

の
促

進
①

男
性

の
多

様
な

生
き

⽅
・

働
き

⽅
に

つ
い

て
の

啓
発

・
支

援

71



■
ア

ル
ザ

フ
ォ

ー
ラ

ム
20

23
基

調
講

演
・

タ
イ

ト
ル

「
男

性
学

の
視

点
か

ら
誰

も
が

生
き

や
す

い
社

会
を

考
え

る
」

・
開

催
日

 
11

月
12

日
（

日
）

13
：

30
〜

15
：

30 ・
講

師
 

田
中

 
俊

之
 

 
（

大
妻

女
子

大
学

 
准

教
授

）
・

参
加

者
 

15
2人

・
ジ

ェ
ン

ダ
ー

で
社

会
を

考
え

る
講

座
で

は
、

家
庭

で
の

主
な

ケ
ア

労
働

（
家

事
、

子
育

て
、

介
護

）
、

職
業

と
し

て
の

ケ
ア

労
働

（
看

護
、

保
育

、
介

護
等

）
を

テ
ー

マ
と

し
、

そ
れ

ぞ
れ

に
ジ

ェ
ン

ダ
ー

、
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

バ
イ

ア
ス

が
大

き
く

影
響

し
て

い
る

こ
と

、
現

状
や

課
題

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

し
た

。

■
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
基

調
講

演
で

は
、

「
誰

も
が

生
き

や
す

い
社

会
」

を
テ

ー
マ

に
男

性
学

の
視

点
か

ら
わ

か
り

や
す

く
講

演
し

て
い

た
だ

き
、

こ
れ

か
ら

の
男

性
の

生
き

⽅
や

働
き

⽅
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

を
提

供
し

た
。

■
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
基

調
講

演
は

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

関
心

が
低

い
市

⺠
に

も
啓

発
す

る
機

会
と

な
る

た
め

、
多

く
の

市
⺠

に
参

加
し

て
も

ら
え

る
よ

う
認

知
度

が
高

い
講

師
を

選
定

す
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

72



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

42
13

1ｱ
02

こ
れ

ま
で

の
男

性
の

仕
事

中
心

の
生

き
⽅

・
働

き
⽅

や
、

家
事

・
育

児
・

介
護

等
の

女
性

へ
の

偏
重

の
見

直
し

、
多

様
な

生
き

⽅
・

働
き

⽅
に

つ
い

て
の

啓
発

を
進

め
ま

す
。

■
男

女
平

等
を

進
め

る
情

報
啓

発
紙

「
ア

ル
ザ

」
（

年
4回

発
行

）
の

う
ち

、
10

月
発

行
号

で
「

男
性

の
生

き
づ

ら
さ

に
つ

い
て

〜
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
視

点
で

考
え

る
〜

」
の

特
集

記
事

を
掲

載
・

1,
00

0部
発

行
・

配
布

先
：

公
⺠

館
、

図
書

館
等

公
共

施
設

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

■
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
や

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

を
考

え
る

大
学

生
向

け
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催
・

12
名

が
参

加

■
情

報
啓

発
紙

ア
ル

ザ
10

月
号

で
は

、
男

性
の

生
き

づ
ら

さ
の

一
因

が
固

定
的

性
別

役
割

分
担

意
識

で
あ

る
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
周

知
・

啓
発

し
た

。

■
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
満

足
度

に
つ

い
て

、
「

と
て

も
参

考
に

な
っ

た
」

「
参

考
に

な
っ

た
」

と
回

答
し

た
参

加
者

が
１

０
０

％
で

あ
っ

た
。

ま
た

「
実

際
に

働
い

て
い

る
⽅

か
ら

、
W

LB
に

つ
い

て
聞

く
こ

と
が

で
き

た
り

、
ア

ド
バ

イ
ス

を
い

た
だ

け
た

」
「

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

よ
っ

て
働

き
⽅

を
変

え
る

こ
と

も
必

要
と

い
う

こ
と

を
学

べ
た

」
な

ど
の

意
見

が
あ

り
、

こ
れ

か
ら

⾃
分

の
キ

ャ
リ

ア
や

働
き

⽅
を

考
え

る
若

年
層

へ
の

啓
発

が
で

き
た

。

■
機

会
を

捉
え

て
、

こ
れ

ま
で

の
男

性
の

仕
事

中
心

の
生

き
⽅

・
働

き
⽅

や
、

家
事

・
育

児
・

介
護

等
の

女
性

へ
の

偏
重

の
見

直
し

、
多

様
な

生
き

⽅
・

働
き

⽅
に

つ
い

て
啓

発
に

努
め

る
。

男
女

共
同

参
画

課

（
３

）
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
男

性
の

理
解

の
促

進
①

男
性

の
多

様
な

生
き

⽅
・

働
き

⽅
に

つ
い

て
の

啓
発

・
支

援

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

73



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

所
管

課

43
13

2ｱ
01

男
性

で
あ

る
こ

と
で

負
っ

て
い

る
社

会
的

重
圧

や
悩

み
な

ど
に

つ
い

て
、

男
性

相
談

員
に

よ
る

男
性

向
け

電
話

相
談

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

一
人

で
悩

ま
ず

相
談

す
る

よ
う

周
知

に
努

め
ま

す
。

■
男

性
電

話
相

談
 

毎
月

第
４

火
曜

日
 

相
談

件
数

延
べ

24
件

男
性

が
男

性
で

あ
る

こ
と

で
負

っ
て

い
る

悩
み

や
社

会
的

重
圧

に
対

し
男

性
の

目
線

で
対

応
し

、
生

き
づ

ら
さ

を
軽

減
す

る
一

助
と

な
っ

た
。

男
性

が
他

者
へ

相
談

す
る

こ
と

へ
の

抵
抗

感
を

減
ら

し
、

一
人

で
悩

ま
ず

相
談

す
る

よ
う

啓
発

す
る

と
と

も
に

、
窓

口
の

周
知

の
た

め
の

広
報

に
努

め
る

。

男
女

共
同

参
画

課

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

44
21

1ｱ
01

審
議

会
等

へ
の

女
性

の
参

画
を

加
速

す
る

た
め

、
委

員
改

選
期

に
は

、
委

員
の

推
薦

⺟
体

と
な

っ
て

い
る

団
体

等
へ

の
女

性
委

員
推

薦
を

働
き

か
け

、
進

行
管

理
を

徹
底

し
ま

す
。

■
附

属
機

関
等

の
女

性
委

員
割

合
 

令
和

5年
度

42
.8

％
■

附
属

機
関

等
の

女
性

委
員

の
割

合
の

上
昇

に
向

け
た

取
り

組
み

・
附

属
機

関
等

の
委

員
改

選
時

に
女

性
登

用
の

事
前

協
議

を
実

施
・

男
女

共
同

参
画

推
進

会
議

で
、

幹
部

職
員

へ
女

性
委

員
の

登
用

に
つ

い
て

の
呼

び
か

け

「
新

潟
市

附
属

機
関

等
へ

の
女

性
委

員
の

登
用

推
進

要
綱

」
に

基
づ

き
、

事
前

協
議

の
徹

底
と

進
行

管
理

を
行

っ
た

。
ま

た
委

員
の

改
選

時
期

を
迎

え
る

附
属

機
関

等
に

つ
い

て
、

事
前

協
議

書
の

提
出

前
に

取
組

内
容

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

各
種

機
会

を
通

じ
て

女
性

委
員

推
薦

を
働

き
か

け
る

と
と

も
に

、
事

前
協

議
の

徹
底

と
進

行
管

理
を

行
う

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

１
 

男
女

の
人

権
の

尊
重

と
男

女
共

同
参

画
へ

の
理

解
促

進
  

−
男

女
の

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

の
解

消
と

多
様

な
生

き
⽅

の
尊

重
−

（
３

）
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
男

性
の

理
解

の
促

進
②

男
性

の
た

め
の

相
談

事
業

の
実

施
・

相
談

し
や

す
い

環
境

づ
く

り

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
１

）
市

の
政

策
・

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
の

拡
充

①
審

議
会

委
員

等
へ

の
女

性
の

参
画

の
拡

充

74



45
21

1ｱ
02

審
議

会
等

へ
の

女
性

の
参

画
を

加
速

す
る

た
め

、
委

員
改

選
期

に
は

、
委

員
の

推
薦

⺟
体

と
な

っ
て

い
る

団
体

等
へ

の
女

性
委

員
推

薦
を

働
き

か
け

、
進

行
管

理
を

徹
底

し
ま

す
。

総
務

部
行

政
経

営
課

（
附

属
機

関
等

と
り

ま
と

め
担

当
）

と
男

女
共

同
参

画
課

と
の

連
名

で
「

附
属

機
関

等
に

関
す

る
調

査
」

を
実

施
。

女
性

委
員

の
選

任
状

況
等

に
つ

い
て

調
査

し
た

。
調

査
時

点
：

令
和

5年
7月

1日
女

性
委

員
割

合
：

42
.8

%
（

前
年

度
よ

り
0.

9ポ
イ

ン
ト

増
）

機
関

数
：

17
4

総
数

：
2,

52
4人

 
う

ち
女

性
1,

08
0人

庁
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

い
て

調
査

結
果

を
周

知
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

女
性

委
員

の
登

用
に

努
め

、
男

女
の

数
の

均
衡

を
図

る
よ

う
関

係
所

属
に

依
頼

し
た

。
ま

た
、

各
種

団
体

に
対

し
て

、
委

員
推

薦
時

に
積

極
的

に
女

性
を

推
薦

し
て

も
ら

え
る

よ
う

依
頼

し
た

。

引
き

続
き

附
属

機
関

等
に

関
す

る
調

査
結

果
を

全
庁

で
共

有
す

る
と

と
も

に
、

女
性

委
員

の
選

任
に

つ
い

て
よ

り
一

層
の

呼
び

か
け

が
必

要
。

行
政

経
営

課

46
21

1ｲ
01

積
極

的
に

審
議

会
委

員
と

し
て

公
募

に
応

じ
る

女
性

を
増

や
す

た
め

、
機

会
を

捉
え

て
啓

発
を

行
い

ま
す

。

■
ア

ル
ザ

に
い

が
た

館
内

掲
示

板
に

委
員

募
集

の
案

内
を

掲
示

し
た

。
来

館
者

に
附

属
機

関
の

委
員

公
募

に
つ

い
て

周
知

し
た

。
引

き
続

き
、

館
内

で
の

周
知

に
努

め
る

。
男

女
共

同
参

画
課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
１

）
市

の
政

策
・

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
の

拡
充

①
審

議
会

委
員

等
へ

の
女

性
の

参
画

の
拡

充
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47
21

1ｳ
01

市
事

業
へ

の
協

力
な

ど
の

機
会

に
女

性
の

人
材

情
報

を
幅

広
く

収
集

し
、

活
用

に
努

め
ま

す
。

■
男

女
共

同
参

画
推

進
会

議
や

庁
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
通

じ
、

女
性

人
材

リ
ス

ト
の

紹
介

や
女

性
委

員
登

用
に

向
け

た
積

極
的

な
活

用
に

つ
い

て
働

き
か

け
た

。
■

審
議

会
等

の
委

員
改

選
を

迎
え

る
所

属
に

対
し

て
は

、
個

別
に

女
性

人
材

リ
ス

ト
を

紹
介

し
、

必
要

の
あ

る
部

署
に

は
女

性
委

員
⽐

率
向

上
の

た
め

の
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

・
令

和
5年

度
提

供
数

 
１

３
件

（
参

考
）

令
和

4年
度

 
１

６
件

審
議

会
等

委
員

へ
の

女
性

登
用

を
進

め
る

た
め

、
士

業
団

体
へ

女
性

会
員

の
登

録
を

呼
び

か
け

、
女

性
人

材
リ

ス
ト

の
拡

充
を

図
っ

た
。

附
属

機
関

が
必

要
と

し
て

い
る

専
門

知
識

を
有

す
る

女
性

人
材

の
情

報
が

乏
し

い
。

引
き

続
き

、
女

性
人

材
の

情
報

収
集

に
努

め
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
１

）
市

の
政

策
・

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
の

拡
充

①
審

議
会

委
員

等
へ

の
女

性
の

参
画

の
拡

充

76



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

48
21

1ｴ
01

行
政

委
員

会
へ

の
女

性
委

員
の

参
画

を
進

め
ま

す
。

■
令

和
6年

3月
31

日
現

在
の

女
性

委
員

の
割

合
・

人
事

委
員

会
（

3人
中

1人
、

33
.3

％
）

・
農

業
委

員
会

（
24

人
中

3人
、

12
.5

％
）

・
教

育
委

員
会

（
9人

中
4人

、
44

.4
％

）
・

選
挙

管
理

委
員

会
（

36
人

中
19

人
、

52
.8

％
）

・
監

査
委

員
（

4人
中

1人
、

25
.0

％
）

・
固

定
資

産
評

価
審

査
委

員
会

（
3人

中
1人

、
33

.3
％

）

市
が

率
先

し
て

女
性

の
登

用
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

企
業

や
地

域
へ

の
意

識
啓

発
に

つ
な

が
っ

た
。

委
員

選
任

に
あ

た
り

性
別

に
は

当
然

配
慮

す
る

も
の

の
、

職
務

の
専

門
性

が
高

く
、

登
用

に
つ

な
が

ら
な

い
場

合
が

あ
る

。
委

員
の

改
選

時
に

は
女

性
委

員
割

合
が

維
持

で
き

る
よ

う
、

引
き

続
き

働
き

か
け

を
行

っ
て

い
く

。

各
課

（
１

）
市

の
政

策
・

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
の

拡
充

①
審

議
会

委
員

等
へ

の
女

性
の

参
画

の
拡

充

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

77



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

49
21

2ｱ
01

能
力

開
発

の
た

め
の

研
修

の
実

施
及

び
キ

ャ
リ

ア
開

発
を

重
視

し
た

人
事

異
動

な
ど

に
よ

り
人

材
育

成
・

能
力

開
発

の
促

進
を

図
り

ま
す

。

(1
)研

修
の

実
施

・
採

用
8年

目
（

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

）
研

修
（

受
講

者
：

10
3名

）
(2

)女
性

の
た

め
の

キ
ャ

リ
ア

サ
ポ

ー
ト

研
修

（
受

講
予

定
者

：
16

名
）

(2
)キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
に

基
づ

く
人

事
制

度
フ

ラ
ン

チ
ャ

イ
ズ

登
録

制
度

（
専

門
分

野
・

エ
リ

ア
）

の
実

施

・
研

修
に

よ
り

、
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
を

描
く

こ
と

の
大

切
さ

な
ど

の
意

識
醸

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

概
ね

採
用

10
年

間
は

専
門

分
野

登
録

を
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

人
事

異
動

を
行

い
、

職
員

⾃
ら

の
専

門
分

野
選

択
・

キ
ャ

リ
ア

開
発

等
を

尊
重

で
き

る
よ

う
配

慮
し

て
い

る
。

係
⻑

昇
任

選
考

試
験

に
お

け
る

女
性

職
員

の
受

験
者

の
増

加
や

、
女

性
職

員
の

係
⻑

昇
任

へ
の

意
欲

向
上

に
結

び
付

け
る

こ
と

。

人
事

課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
１

）
市

の
政

策
・

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
の

拡
充

②
市

女
性

職
員

の
管

理
職

等
へ

の
登

用
推

進

78



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

50
21

2ｲ
01

意
欲

あ
る

職
員

の
能

力
発

揮
を

促
進

す
る

た
め

、
係

⻑
へ

の
女

性
登

用
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
管

理
職

に
ふ

さ
わ

し
い

能
力

を
持

つ
職

員
の

登
用

を
進

め
ま

す
。

【
庁

内
に

お
け

る
登

用
す

べ
き

人
材

の
把

握
と

登
用

の
推

進
】

性
別

に
よ

ら
な

い
人

材
の

把
握

と
処

遇
を

行
っ

た
。

【
管

理
職

（
課

⻑
以

上
）

の
割

合
】

令
和

3年
度

 
 1

5.
4％

令
和

4年
度

 
 1

6.
3％

令
和

5年
度

 
 1

8.
8％

【
係

⻑
へ

の
女

性
登

用
】

女
性

職
員

の
係

⻑
登

用
を

積
極

的
に

行
っ

た
。

※
登

用
率

令
和

3年
度

 
 4

6.
0％

令
和

4年
度

 
 4

7.
6％

令
和

5年
度

 
 4

6.
3％

【
庁

内
に

お
け

る
登

用
す

べ
き

人
材

の
把

握
と

登
用

の
推

進
】

人
材

の
把

握
や

処
遇

を
決

定
す

る
に

あ
た

り
、

性
別

に
よ

る
区

分
や

差
を

設
け

ず
、

管
理

職
へ

の
女

性
登

用
を

推
進

し
た

。

【
係

⻑
へ

の
女

性
登

用
】

女
性

職
員

の
係

⻑
へ

の
積

極
的

な
登

用
を

図
り

、
市

の
施

策
や

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
を

促
進

し
た

。

【
庁

内
に

お
け

る
登

用
す

べ
き

人
材

の
把

握
と

登
用

の
推

進
】

さ
ら

な
る

女
性

登
用

の
推

進
。

【
係

⻑
へ

の
女

性
登

用
】

係
⻑

の
職

責
と

育
児

等
の

両
立

が
で

き
る

職
場

環
境

づ
く

り
。

人
事

課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
１

）
市

の
政

策
・

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
の

拡
充

②
市

女
性

職
員

の
管

理
職

等
へ

の
登

用
推

進

79



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

51
21

2ｳ
01

市
立

学
校

に
お

い
て

主
任

層
へ

の
女

性
の

登
用

を
進

め
る

ほ
か

、
女

性
が

管
理

職
を

目
指

し
や

す
い

環
境

を
整

え
、

管
理

職
選

考
検

査
の

女
性

受
検

者
の

増
加

を
図

る
な

ど
管

理
職

等
へ

の
登

用
を

推
進

し
ま

す
。

■
教

頭
等

選
考

検
査

・
申

込
者

87
人

（
−

19
人

）
、

う
ち

女
性

16
人

（
-5

人
）

・
教

頭
昇

任
者

34
人

（
-1

1人
）

、
う

ち
女

性
8人

（
-3

人
）

＊
括

弧
内

は
、

対
前

年
度

前
年

度
に

⽐
べ

、
教

頭
昇

任
者

に
占

め
る

女
性

管
理

職
の

割
合

が
低

下
し

た
(R

4 
24

.4
%

→
R5

 2
3.

5%
)。

女
性

管
理

職
の

割
合

の
拡

大
に

向
け

、
女

性
教

員
に

係
る

教
頭

等
選

考
検

査
の

新
規

受
検

者
数

を
増

加
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

そ
こ

で
、

教
頭

選
考

検
査

の
受

検
資

格
を

拡
大

す
る

。
ま

た
、

引
き

続
き

、
女

性
教

員
が

主
任

等
と

し
て

学
校

運
営

の
一

翼
を

担
う

組
織

づ
く

り
を

学
校

管
理

職
と

協
力

し
て

推
進

し
て

い
く

。
ま

た
、

女
性

管
理

職
と

し
て

働
き

や
す

い
環

境
の

実
現

に
向

け
、

働
き

⽅
改

革
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

学
校

人
事

課

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

52
22

1ｱ
01

女
性

の
参

画
拡

大
に

向
け

た
取

組
を

促
進

す
る

た
め

、
女

性
の

積
極

的
登

用
や

職
域

拡
大

等
、

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
・

ア
ク

シ
ョ

ン
（

積
極

的
改

善
措

置
）

に
取

り
組

む
企

業
の

先
進

事
例

な
ど

の
情

報
収

集
・

提
供

に
努

め
ま

す
。

■
市

内
の

え
る

ぼ
し

認
定

企
業

の
情

報
を

収
集

し
た

。
事

業
実

施
の

際
に

、
参

考
情

報
と

し
て

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
引

き
続

き
情

報
収

集
を

行
う

。
男

女
共

同
参

画
課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
２

）
企

業
・

団
体

・
地

域
等

に
お

け
る

女
性

の
登

用
促

進
①

企
業

・
団

体
・

地
域

等
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

に
つ

い
て

の
啓

発

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
１

）
市

の
政

策
・

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
の

拡
充

②
市

女
性

職
員

の
管

理
職

等
へ

の
登

用
推

進

80



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

53
22

1ｲ
01

各
種

の
認

定
制

度
や

表
彰

制
度

等
を

活
用

し
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
を

評
価

す
る

と
と

も
に

、
優

良
企

業
へ

⼊
札

等
に

お
け

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
し

ま
す

。

■
令

和
5・

6年
度

の
⼊

札
参

加
資

格
者

名
簿

の
申

請
時

に
，

就
業

規
則

等
に

育
児

休
業

，
介

護
休

業
制

度
を

規
定

し
て

い
る

企
業

，
及

び
新

潟
市

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

推
進

企
業

表
彰

を
受

け
た

企
業

に
対

し
て

主
観

点
を

加
算

し
た

。

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
に

対
し

て
，

市
の

⼊
札

に
お

い
て

優
遇

措
置

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

，
女

性
の

参
画

の
少

な
い

分
野

で
あ

る
建

設
現

場
に

男
女

共
同

参
画

の
意

識
付

け
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
に

対
す

る
さ

ら
な

る
周

知
と

優
遇

措
置

の
検

討
が

課
題

で
あ

る
。

契
約

課

54
22

1ｲ
02

各
種

の
認

定
制

度
や

表
彰

制
度

等
を

活
用

し
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
を

評
価

す
る

と
と

も
に

、
優

良
企

業
へ

⼊
札

等
に

お
け

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
し

ま
す

。

■
価

格
以

外
の

要
素

を
評

価
項

目
に

加
え

る
総

合
評

価
⽅

式
・

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

⽅
式

に
よ

る
⼊

札
を

行
う

と
き

に
、

ベ
ー

ス
と

な
る

「
価

格
評

価
点

」
「

技
術

評
価

点
」

に
加

え
て

、
「

社
会

的
評

価
点

」
の

一
つ

と
し

て
「

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

等
を

推
進

す
る

た
め

の
取

り
組

み
」

を
加

え
て

も
ら

う
よ

う
各

所
属

⻑
へ

依
頼

し
た

。
・

令
和

５
年

度
実

績
：

４
件

（
参

考
）

令
和

４
年

度
：

４
件

■
⼊

札
を

所
管

す
る

所
属

に
対

し
て

、
男

女
共

同
参

画
に

積
極

的
に

取
り

組
む

企
業

に
対

し
、

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

付
与

す
る

よ
う

、
男

女
共

同
参

画
推

進
会

議
で

幹
部

職
員

へ
依

頼
し

た
。

■
⼊

札
に

お
け

る
優

遇
の

実
施

件
数

が
伸

び
悩

ん
で

い
る

た
め

、
引

き
続

き
男

女
共

同
参

画
推

進
会

議
を

通
し

て
、

幹
部

職
員

に
呼

び
か

け
る

な
ど

、
周

知
に

力
を

⼊
れ

る
必

要
が

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
２

）
企

業
・

団
体

・
地

域
等

に
お

け
る

女
性

の
登

用
促

進
①

企
業

・
団

体
・

地
域

等
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

に
つ

い
て

の
啓

発

81



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

55
22

1ｳ
01

地
域

に
お

け
る

⽅
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
拡

大
に

つ
い

て
、

啓
発

や
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
協

議
会

へ
女

性
委

員
の

登
用

に
つ

い
て

の
依

頼
を

し
た

。

■
各

区
の

地
域

推
進

委
員

と
協

働
で

事
業

を
実

施
し

た
。

・
※

ア
ル

ザ
講

座
（

別
紙

）
（

男
女

共
同

参
画

講
座

3）

■
委

員
の

改
選

期
に

合
わ

せ
て

、
女

性
委

員
の

登
用

を
促

す
こ

と
が

で
き

た
。

■
各

区
で

の
意

識
啓

発
に

つ
な

が
っ

た
。

■
男

女
共

同
参

画
講

座
3で

は
、

政
治

分
野

の
男

女
共

同
参

画
を

促
進

す
る

た
め

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

実
態

を
知

り
、

課
題

解
決

に
向

け
て

、
⾃

分
に

何
が

で
き

る
の

か
考

え
る

機
会

を
提

供
し

た
。

■
引

き
続

き
改

選
期

に
合

わ
せ

て
女

性
委

員
の

登
用

を
行

う
。

■
引

き
続

き
、

地
域

推
進

員
事

業
を

実
施

す
る

。

■
政

治
分

野
は

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
と

思
わ

れ
が

ち
だ

が
、

⾝
近

な
問

題
と

し
て

多
様

な
関

わ
り

⽅
が

あ
り

、
ま

ず
は

興
味

を
持

っ
て

も
ら

う
必

要
が

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

56
22

2ｱ
01

女
性

の
参

画
拡

大
に

向
け

た
⾃

己
能

力
開

発
の

た
め

の
学

習
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

・
※

ア
ル

ザ
講

座
（

別
紙

）
（

女
性

の
起

業
を

支
援

す
る

講
座

）
・

女
性

の
起

業
を

支
援

す
る

講
座

で
は

、
起

業
を

目
指

す
女

性
が

⾃
分

の
起

業
プ

ラ
ン

を
考

え
、

起
業

⽅
法

や
支

援
制

度
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

た
。

・
女

性
の

起
業

を
支

援
す

る
講

座
で

は
、

起
業

の
不

安
を

軽
減

さ
せ

る
た

め
に

、
基

礎
知

識
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

参
加

者
同

士
で

情
報

交
換

す
る

場
も

提
供

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

（
２

）
企

業
・

団
体

・
地

域
等

に
お

け
る

女
性

の
登

用
促

進
①

企
業

・
団

体
・

地
域

等
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

に
つ

い
て

の
啓

発

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

82



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

57
23

1ｱ
01

地
域

の
防

災
活

動
で

の
男

女
共

同
参

画
を

推
進

し
ま

す
。

１
．

応
急

手
当

指
導

 
８

回
（

８
回

）
１

７
人

（
１

７
人

）
２

．
街

頭
防

火
広

報
 

３
６

回
（

３
０

回
）

２
９

９
人

（
９

５
人

）
３

．
⾃

主
防

災
訓

練
指

導
 

２
０

４
回

（
１

１
回

）
８

７
９

人
（

２
６

人
）

４
．

幼
稚

園
・

保
育

園
防

火
指

導
 

５
４

回
（

５
０

回
）

１
４

９
人

（
１

３
９

人
）

※
（

 ）
内

は
、

女
性

消
防

団
員

教
育

訓
練

や
女

性
消

防
団

員
の

会
議

を
行

い
、

各
⽅

面
隊

の
情

報
共

有
や

知
識

、
技

術
の

向
上

に
努

め
て

い
る

。

女
性

の
視

点
を

活
か

し
た

地
域

防
災

活
動

を
実

施
す

る
こ

と
に

加
え

、
大

規
模

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に

、
避

難
所

等
で

女
性

消
防

団
員

が
積

極
的

に
活

動
で

き
る

よ
う

、
災

害
対

応
力

の
向

上
及

び
環

境
の

整
備

を
図

る
。

消
防

局
警

防
課

58
23

1ｱ
02

地
域

の
防

災
活

動
で

の
男

女
共

同
参

画
を

推
進

し
ま

す
。

多
様

な
視

点
を

活
か

し
た

防
災

力
ア

ッ
プ

講
座

講
座

：
2回

講
座

参
加

者
：

53
名

多
様

な
視

点
を

活
か

し
た

防
災

力
ア

ッ
プ

講
座

・
男

女
と

も
に

災
害

時
の

多
様

性
に

気
づ

き
、

防
災

活
動

に
お

い
て

女
性

の
視

点
が

必
要

で
あ

る
こ

と
、

男
女

と
も

に
対

話
す

る
重

要
性

を
理

解
す

る
き

っ
か

け
と

な
っ

た
。

・
避

難
訓

練
の

あ
り

⽅
、

女
性

の
視

点
、

子
供

を
巻

き
込

む
仕

掛
け

な
ど

従
来

の
や

り
⽅

を
捉

え
な

お
す

必
要

性
を

伝
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

多
様

な
視

点
を

活
か

し
た

防
災

力
ア

ッ
プ

講
座

・
他

に
も

多
く

あ
る

防
災

に
関

す
る

研
修

の
中

で
、

何
が

学
べ

る
の

か
目

的
や

内
容

の
差

別
化

を
す

る
必

要
が

あ
る

。

防
災

課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
３

）
防

災
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

①
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
取

り
⼊

れ
た

防
災

体
制

の
構

築

83



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

59
23

1ｲ
01

災
害

時
の

避
難

所
運

営
等

に
お

い
て

、
男

女
双

⽅
の

視
点

等
に

配
慮

し
た

運
営

と
な

る
よ

う
本

市
の

避
難

所
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
活

用
し

、
啓

発
や

働
き

か
け

を
行

い
ま

す
。

各
区

で
講

習
会

及
び

現
地

検
討

会
を

実
施 講

習
会

：
全

8区
で

1回
ず

つ
実

施
参

加
者

：
2,

22
4名

現
地

検
討

会
：

30
9/

34
0箇

所

参
加

者
に

対
し

、
講

習
会

や
現

地
検

討
会

に
お

い
て

、
男

女
そ

れ
ぞ

れ
の

視
点

を
踏

ま
え

た
避

難
所

運
営

に
関

す
る

内
容

を
周

知
し

て
い

る
。

ま
た

、
避

難
所

ご
と

の
組

織
で

あ
る

「
避

難
所

運
営

委
員

会
」

の
立

ち
上

げ
に

あ
た

り
、

女
性

の
参

画
に

つ
い

て
周

知
し

て
い

る
。

地
域

の
防

災
体

制
を

担
う

者
は

、
男

性
が

多
く

、
平

時
か

ら
女

性
の

視
点

を
ど

の
よ

う
に

反
映

さ
せ

る
か

、
災

害
時

に
女

性
の

視
点

を
ど

の
よ

う
に

く
み

取
る

の
か

が
課

題
。

こ
れ

ら
の

課
題

に
対

し
て

、
避

難
所

運
営

体
制

連
絡

会
に

お
い

て
、

女
性

の
参

画
に

つ
い

て
さ

ら
な

る
周

知
を

図
る

。

防
災

課

60
23

1ｳ
01

男
女

の
ニ

ー
ズ

の
違

い
な

ど
、

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
配

慮
し

た
備

蓄
を

推
進

し
ま

す
。

■
備

蓄
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

生
理

用
品

等
の

計
画

数
確

保
に

向
け

た
調

達
及

び
分

散
備

蓄
を

行
っ

て
い

る
。

［
備

蓄
数

量
］

・
生

理
用

品
：

約
60

,0
00

枚
・

小
児

用
お

む
つ

：
約

29
,0

00
枚

・
大

人
用

お
む

つ
：

約
13

,0
00

枚
・

尿
取

り
パ

ッ
ド

：
約

32
,0

00
枚

・
携

帯
ト

イ
レ

：
約

69
3,

00
0袋

男
女

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

最
低

限
の

備
蓄

物
資

を
確

保
す

る
こ

と
で

、
男

女
双

⽅
の

視
点

に
配

慮
し

た
運

営
体

制
に

貢
献

し
た

。

備
蓄

物
資

の
目

標
数

量
確

保
が

優
先

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

品
目

の
拡

充
は

難
し

い
状

況
に

あ
る

。

防
災

課

61
23

1ｴ
01

災
害

時
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
「

ア
ル

ザ
に

い
が

た
」

の
役

割
と

し
て

、
女

性
の

た
め

の
相

談
窓

口
の

設
置

な
ど

に
取

り
組

み
ま

す
。

■
ア

ル
ザ

に
い

が
た

や
各

避
難

所
に

女
性

に
対

す
る

暴
力

等
の

予
防

啓
発

・
相

談
窓

口
情

報
に

関
す

る
ポ

ス
タ

ー
を

掲
示

来
館

者
に

相
談

窓
口

情
報

等
を

周
知

し
た

。
引

き
続

き
、

周
知

に
努

め
る

。
男

女
共

同
参

画
課

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

（
３

）
防

災
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

①
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
取

り
⼊

れ
た

防
災

体
制

の
構

築

84



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

62
23

2ｱ
01

新
潟

市
防

災
会

議
に

お
け

る
女

性
委

員
の

増
大

や
、

地
域

の
⾃

主
防

災
組

織
に

お
け

る
女

性
の

参
画

拡
大

な
ど

、
防

災
体

制
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

に
つ

い
て

啓
発

や
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。

新
潟

市
防

災
会

議
女

性
委

員
登

用
率

：
27

.7
％

（
委

員
65

名
中

、
女

性
委

員
18

名
。

昨
年

度
⽐

1
名

増
）

新
潟

市
防

災
士

の
会

女
性

部
会

「
NB

J（
新

潟
防

災
女

子
）

」
構

成
：

80
名

（
昨

年
度

⽐
12

名
増

）
活

動
：

研
修

2回
（

計
68

名
参

加
）

新
潟

市
防

災
会

議
・

会
議

に
お

い
て

、
男

女
双

⽅
の

視
点

か
ら

地
域

防
災

計
画

の
見

直
し

を
行

っ
た

。

新
潟

市
防

災
士

の
会

・
女

性
部

会
に

お
い

て
、

防
災

を
何

か
ら

始
め

た
ら

良
い

か
分

か
ら

な
い

人
向

け
の

女
性

目
線

の
防

災
手

帳
を

引
き

続
き

作
成

し
た

。
ま

た
、

女
性

防
災

士
同

士
で

防
災

活
動

に
対

す
る

意
見

や
課

題
を

共
有

す
る

場
や

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

を
行

い
、

士
気

の
向

上
を

図
っ

た
。

新
潟

市
防

災
会

議
・

委
員

は
各

機
関

に
お

い
て

充
て

職
と

な
っ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
多

く
、

女
性

委
員

の
登

用
率

が
伸

び
悩

ん
で

い
る

。

新
潟

市
防

災
士

の
会

・
地

域
の

防
災

活
動

に
は

、
男

女
双

⽅
の

視
点

が
不

可
欠

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

女
性

防
災

士
な

ど
と

連
携

し
な

が
ら

、
女

性
が

参
画

し
や

す
い

体
制

を
引

き
続

き
検

討
し

て
い

く
。

防
災

課

②
防

災
体

制
に

お
け

る
女

性
の

参
画

拡
大

（
３

）
防

災
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

目
標

2 
政

策
・

⽅
針

決
定

の
場

へ
の

女
性

の
参

画
促

進
−

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
−

85



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

63
31

1ｱ
01

男
女

雇
用

機
会

均
等

法
等

労
働

関
係

の
法

令
や

各
種

制
度

の
内

容
、

女
性

労
働

問
題

の
相

談
窓

口
等

に
つ

い
て

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

な
ど

を
活

用
し

て
周

知
し

ま
す

。

働
き

⽅
改

革
関

連
の

情
報

を
集

約
し

た
専

用
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

活
用

し
、

事
業

主
に

限
ら

ず
、

働
く

人
向

け
の

情
報

な
ど

を
含

め
た

総
合

的
な

情
報

発
信

を
行

っ
て

お
り

、
同

サ
イ

ト
に

お
い

て
、

全
国

の
企

業
の

女
性

の
活

躍
状

況
に

関
す

る
情

報
・

行
動

計
画

を
集

約
し

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
「

女
性

の
活

躍
推

進
企

業
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
」

の
サ

イ
ト

や
、

女
性

の
活

躍
推

進
に

関
す

る
取

組
の

実
施

状
況

等
が

優
良

な
企

業
を

国
が

認
定

す
る

制
度

等
の

情
報

を
掲

載
し

て
い

る
。

関
心

の
あ

る
市

⺠
や

、
情

報
が

必
要

な
事

業
主

等
に

対
し

、
全

国
の

企
業

の
女

性
の

活
躍

状
況

や
仕

事
と

家
庭

の
両

立
支

援
に

関
す

る
情

報
、

働
き

や
す

い
職

場
環

境
づ

く
り

に
役

立
つ

各
種

支
援

制
度

等
の

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
新

潟
労

働
局

等
と

連
携

し
、

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
を

有
効

に
活

用
し

な
が

ら
情

報
提

供
に

努
め

、
女

性
活

躍
推

進
に

向
け

た
意

識
啓

発
を

図
る

。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

64
31

1ｲ
01

定
期

的
に

女
性

労
働

に
関

す
る

実
態

を
把

握
し

、
改

善
策

を
検

討
し

ま
す

。

賃
金

労
働

時
間

等
実

態
調

査
に

お
い

て
、

市
内

事
業

所
に

お
け

る
労

働
条

件
等

に
つ

い
て

調
査

し
、

労
使

関
係

の
安

定
化

に
寄

与
す

る
と

と
も

に
、

労
働

行
政

の
基

礎
資

料
と

し
た

。
調

査
結

果
は

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
表

し
、

適
切

な
雇

用
管

理
、

男
女

と
も

に
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
に

向
け

た
啓

発
を

図
っ

た
。

（
な

お
、

令
和

2年
度

に
は

、
新

潟
市

女
性

就
労

意
識

等
実

態
調

査
を

実
施

し
た

。
）

市
内

事
業

所
に

お
け

る
労

働
条

件
等

に
つ

い
て

把
握

し
、

労
使

関
係

の
安

定
化

に
寄

与
す

る
と

と
も

に
、

労
働

行
政

の
基

礎
資

料
と

し
て

関
係

機
関

に
情

報
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
労

働
に

関
す

る
実

態
を

把
握

し
、

男
女

と
も

に
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
に

向
け

た
啓

発
を

行
っ

て
い

く
。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−

①
労

働
関

係
法

令
や

制
度

の
周

知
・

調
査

（
１

）
雇

用
の

分
野

に
お

け
る

男
女

の
均

等
な

機
会

と
待

遇
の

確
保

86



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

65
31

1ｳ
01

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
労

働
観

の
形

成
の

た
め

の
講

座
な

ど
を

開
催

し
ま

す
。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
ジ

ェ
ン

ダ
ー

で
社

会
を

考
え

る
講

座
）

■
ジ

ェ
ン

ダ
ー

で
社

会
を

考
え

る
講

座
第

3回
「

職
業

と
し

て
の

ケ
ア

労
働

と
ジ

ェ
ン

ダ
ー

」
で

は
、

根
強

く
残

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

規
範

、
賃

金
格

差
の

現
状

や
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

を
確

保
す

る
重

要
性

等
を

学
ん

だ
。

■
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
関

心
が

な
い

人
に

も
参

加
し

て
も

ら
え

る
テ

ー
マ

で
、

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
労

働
観

の
形

成
を

促
進

す
る

の
た

め
の

講
座

な
ど

の
開

催
を

引
き

続
き

検
討

し
て

い
く

。

男
女

共
同

参
画

課

66
31

1ｴ
01

各
企

業
が

男
女

共
同

参
画

社
会

の
重

要
性

を
認

識
し

、
主

体
的

に
取

組
を

行
う

よ
う

、
出

前
講

座
の

実
施

や
情

報
提

供
な

ど
啓

発
に

努
め

ま
す

。

■
企

業
の

経
営

者
・

管
理

職
向

け
研

修
・

テ
ー

マ
：

「
選

ば
れ

る
職

場
」

の
組

織
づ

く
り

・
開

催
日

：
11

月
8日

、
12

月
15

日
・

講
師

：
橋

口
幸

子
（

よ
つ

ば
ワ

ー
ク

社
会

保
険

労
務

士
法

人
新

潟
事

務
所

）
・

参
加

者
数

：
の

べ
32

人
（

13
社

）

改
正

育
児

・
介

護
休

業
法

の
解

説
や

男
性

の
育

児
休

業
取

得
に

関
す

る
企

業
側

の
メ

リ
ッ

ト
、

育
児

休
業

を
取

得
し

た
職

員
が

出
た

場
合

の
職

場
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

な
ど

に
つ

い
て

研
修

を
実

施
し

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

、
参

加
者

の
92

.5
％

が
「

社
員

の
『

他
者

へ
の

心
遣

い
や

共
感

、
理

解
力

』
を

醸
成

を
し

て
い

こ
う

と
思

っ
た

」
と

回
答

し
て

お
り

、
研

修
の

実
施

が
育

児
・

介
護

休
業

を
取

得
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

に
寄

与
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
各

企
業

へ
の

啓
発

を
行

う
。

男
女

共
同

参
画

課

①
労

働
関

係
法

令
や

制
度

の
周

知
・

調
査

（
１

）
雇

用
の

分
野

に
お

け
る

男
女

の
均

等
な

機
会

と
待

遇
の

確
保

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

し
て

配
慮

し
た

点
課

題
・

対
応

の
⽅

向
所

管
課

67
31

2ｱ
01

女
性

活
躍

推
進

法
に

基
づ

く
一

般
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定
等

の
仕

組
み

を
活

用
し

、
企

業
に

お
け

る
女

性
の

採
用

・
登

用
や

勤
続

年
数

の
男

女
差

・
⻑

時
間

労
働

の
抑

制
等

に
関

す
る

目
標

設
定

や
取

組
、

こ
れ

ら
に

関
す

る
情

報
開

示
を

促
進

し
ま

す
。

■
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

、
企

業
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

情
報

に
関

す
る

情
報

を
一

元
的

に
集

約
し

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
「

女
性

の
活

躍
企

業
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
」

（
厚

生
労

働
省

）
を

紹
介

し
、

情
報

提
供

し
た

。

関
心

の
あ

る
市

⺠
や

、
情

報
が

必
要

な
事

業
主

等
に

閲
覧

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
当

課
所

管
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
リ

ン
ク

を
貼

り
対

応
し

た
。

ま
た

、
男

性
の

育
児

休
業

取
得

促
進

事
業

奨
励

金
の

支
給

要
件

に
、

一
般

事
業

主
行

動
計

画
の

策
定

・
公

表
を

義
務

付
け

、
女

性
活

躍
の

推
進

に
取

り
組

ん
だ

。

事
業

主
行

動
計

画
の

策
定

義
務

が
10

1
人

以
上

30
0人

以
下

の
事

業
所

に
も

拡
大

さ
れ

た
こ

と
に

伴
い

、
更

な
る

情
報

提
供

や
策

定
の

働
き

か
け

が
必

要
に

な
る

た
め

、
機

会
を

と
ら

え
て

情
報

発
信

を
行

う
。

男
女

共
同

参
画

課

68
31

2ｱ
02

女
性

活
躍

推
進

法
に

基
づ

く
一

般
事

業
主

行
動

計
画

の
策

定
等

の
仕

組
み

を
活

用
し

、
企

業
に

お
け

る
女

性
の

採
用

・
登

用
や

勤
続

年
数

の
男

女
差

・
⻑

時
間

労
働

の
抑

制
等

に
関

す
る

目
標

設
定

や
取

組
、

こ
れ

ら
に

関
す

る
情

報
開

示
を

促
進

し
ま

す
。

働
き

⽅
改

革
関

連
の

情
報

を
集

約
し

た
専

用
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

活
用

し
、

事
業

主
に

限
ら

ず
、

働
く

人
向

け
の

情
報

な
ど

を
含

め
た

総
合

的
な

情
報

発
信

を
行

っ
て

お
り

、
同

サ
イ

ト
に

お
い

て
、

全
国

の
企

業
の

女
性

の
活

躍
状

況
に

関
す

る
情

報
・

行
動

計
画

を
集

約
し

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
「

女
性

の
活

躍
推

進
企

業
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
」

の
サ

イ
ト

や
、

女
性

の
活

躍
推

進
に

関
す

る
取

組
の

実
施

状
況

等
が

優
良

な
企

業
を

国
が

認
定

す
る

制
度

等
の

情
報

を
掲

載
し

て
い

る
。

ま
た

、
女

性
活

躍
推

進
を

テ
ー

マ
に

し
た

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

、
42

名
が

参
加

し
た

。

関
心

の
あ

る
市

⺠
や

、
情

報
が

必
要

な
事

業
主

等
に

対
し

、
全

国
の

企
業

の
女

性
の

活
躍

状
況

や
仕

事
と

家
庭

の
両

立
支

援
に

関
す

る
情

報
、

働
き

や
す

い
職

場
環

境
づ

く
り

に
役

立
つ

各
種

支
援

制
度

等
の

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
新

潟
労

働
局

等
と

連
携

し
、

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
を

有
効

に
活

用
し

な
が

ら
情

報
提

供
に

努
め

、
女

性
活

躍
推

進
に

向
け

た
意

識
啓

発
を

図
る

。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

１
）

雇
用

の
分

野
に

お
け

る
男

女
の

均
等

な
機

会
と

待
遇

の
確

保
②

企
業

に
お

け
る

女
性

の
活

躍
に

向
け

た
取

組
や

情
報

開
示

の
促

進
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69
31

2ｲ
01

女
性

の
参

画
拡

大
に

向
け

た
取

組
を

促
進

す
る

た
め

、
女

性
の

積
極

的
登

用
や

職
域

拡
大

等
、

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
・

ア
ク

シ
ョ

ン
（

積
極

的
改

善
措

置
）

に
取

り
組

む
企

業
の

先
進

事
例

な
ど

の
情

報
収

集
・

提
供

に
努

め
ま

す
。

■
市

内
の

え
る

ぼ
し

認
定

企
業

の
情

報
を

収
集

し
た

。
事

業
実

施
の

際
に

、
参

考
情

報
と

し
て

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
引

き
続

き
情

報
収

集
を

行
う

。
男

女
共

同
参

画
課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

１
）

雇
用

の
分

野
に

お
け

る
男

女
の

均
等

な
機

会
と

待
遇

の
確

保
②

企
業

に
お

け
る

女
性

の
活

躍
に

向
け

た
取

組
や

情
報

開
示

の
促

進

89



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

70
32

1ｱ
01

各
種

の
認

定
制

度
や

表
彰

制
度

等
を

活
用

し
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
を

評
価

す
る

と
と

も
に

、
優

良
企

業
へ

⼊
札

等
に

お
け

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
し

ま
す

。

■
令

和
5・

6年
度

の
⼊

札
参

加
資

格
者

名
簿

の
申

請
時

に
，

就
業

規
則

等
に

育
児

休
業

，
介

護
休

業
制

度
を

規
定

し
て

い
る

企
業

，
及

び
新

潟
市

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

推
進

企
業

表
彰

を
受

け
た

企
業

に
対

し
て

主
観

点
を

加
算

し
た

。

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
に

対
し

て
，

市
の

⼊
札

に
お

い
て

優
遇

措
置

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

，
女

性
の

参
画

の
少

な
い

分
野

で
あ

る
建

設
現

場
に

男
女

共
同

参
画

の
意

識
付

け
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
に

対
す

る
さ

ら
な

る
周

知
と

優
遇

措
置

の
検

討
が

課
題

で
あ

る
。

契
約

課

71
32

1ｱ
02

各
種

の
認

定
制

度
や

表
彰

制
度

等
を

活
用

し
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
を

評
価

す
る

と
と

も
に

、
優

良
企

業
へ

⼊
札

等
に

お
け

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
し

ま
す

。

■
価

格
以

外
の

要
素

を
評

価
項

目
に

加
え

る
総

合
評

価
⽅

式
・

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

⽅
式

に
よ

る
⼊

札
を

行
う

と
き

に
、

ベ
ー

ス
と

な
る

「
価

格
評

価
点

」
「

技
術

評
価

点
」

に
加

え
て

、
「

社
会

的
評

価
点

」
の

一
つ

と
し

て
「

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

等
を

推
進

す
る

た
め

の
取

り
組

み
」

を
加

え
て

も
ら

う
よ

う
各

所
属

⻑
へ

依
頼

し
た

。
・

令
和

５
年

度
実

績
：

４
件

（
参

考
）

令
和

４
年

度
：

４
件

⼊
札

を
行

う
所

属
に

対
し

て
、

男
女

共
同

参
画

に
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
に

対
し

、
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
す

る
よ

う
、

男
女

共
同

参
画

推
進

会
議

で
幹

部
職

員
へ

依
頼

し
た

。

⼊
札

に
お

け
る

優
遇

の
実

施
件

数
が

伸
び

悩
ん

で
い

る
た

め
、

引
き

続
き

男
女

共
同

参
画

推
進

会
議

を
通

し
て

、
幹

部
職

員
に

呼
び

か
け

る
な

ど
、

周
知

に
力

を
⼊

れ
る

必
要

が
あ

る
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

２
）

男
女

共
同

参
画

を
推

進
す

る
企

業
へ

の
支

援
①

企
業

に
対

す
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
の

付
与

等

90



72
32

1ｱ
03

各
種

の
認

定
制

度
や

表
彰

制
度

等
を

活
用

し
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
を

評
価

す
る

と
と

も
に

、
優

良
企

業
へ

⼊
札

等
に

お
け

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
し

ま
す

。

「
働

き
や

す
い

職
場

づ
く

り
推

進
企

業
表

彰
」

を
実

施
。

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
を

評
価

し
た

。
応

募
企

業
14

社
。

そ
の

う
ち

5社
を

選
定

し
表

彰
。

そ
の

ほ
か

、
働

き
⽅

改
革

関
連

の
情

報
を

集
約

し
た

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
活

用
し

、
同

表
彰

制
度

や
、

国
や

県
で

実
施

す
る

認
定

制
度

な
ど

に
つ

い
て

紹
介

し
て

い
る

。

表
彰

制
度

や
認

定
制

度
の

活
用

を
促

す
こ

と
で

、
男

女
共

同
参

画
の

推
進

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

に
向

け
て

積
極

的
に

取
り

組
む

企
業

に
光

を
当

て
、

そ
の

取
組

を
発

信
し

た
。

引
き

続
き

、
表

彰
制

度
の

活
用

を
促

す
と

と
も

に
、

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
を

有
効

に
活

用
し

な
が

ら
情

報
提

供
に

努
め

、
男

女
共

同
参

画
の

推
進

や
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

に
向

け
た

意
識

啓
発

を
図

っ
て

い
く

。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

73
33

1ｱ
01

女
性

の
参

画
拡

大
に

向
け

た
⾃

己
能

力
開

発
の

た
め

の
学

習
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
女

性
の

起
業

を
支

援
す

る
講

座
）

・
起

業
を

目
指

す
女

性
が

⾃
分

の
起

業
プ

ラ
ン

を
考

え
、

起
業

⽅
法

や
支

援
制

度
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

、
参

加
者

同
士

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

も
支

援
し

た
。

・
起

業
の

不
安

を
軽

減
さ

せ
る

た
め

に
、

基
礎

知
識

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
参

加
者

同
士

で
情

報
交

換
す

る
場

も
提

供
す

る
。

男
女

共
同

参
画

課

①
女

性
の

職
業

能
力

の
開

発
機

会
の

提
供

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

２
）

男
女

共
同

参
画

を
推

進
す

る
企

業
へ

の
支

援
①

企
業

に
対

す
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
の

付
与

等

（
３

）
女

性
の

個
性

と
能

力
の

発
揮

へ
の

支
援

91



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

74
33

1ｲ
01

職
業

に
関

す
る

知
識

や
技

能
習

得
機

会
の

情
報

提
供

と
、

職
業

訓
練

制
度

や
助

成
制

度
の

周
知

に
努

め
ま

す
。

新
潟

労
働

局
や

県
が

実
施

す
る

職
業

訓
練

制
度

や
助

成
制

度
の

周
知

を
図

る
た

め
、

市
内

公
共

施
設

に
チ

ラ
シ

を
設

置
し

た
。

新
潟

労
働

局
や

県
と

連
携

し
た

事
業

周
知

に
よ

り
制

度
活

用
を

促
す

こ
と

で
、

職
業

に
関

す
る

知
識

や
技

能
習

得
機

会
の

情
報

提
供

を
行

っ
た

。

引
き

続
き

、
新

潟
労

働
局

や
県

と
連

携
し

、
職

業
に

関
す

る
知

識
や

技
能

習
得

機
会

の
情

報
提

供
を

行
う

。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

75
33

1ｳ
01

若
年

者
の

就
業

支
援

の
た

め
の

情
報

提
供

を
す

る
と

と
も

に
、

様
々

な
機

会
を

捉
え

て
職

業
観

の
醸

成
や

職
業

生
活

へ
の

定
着

支
援

を
図

り
ま

す
。

「
働

き
や

す
い

職
場

づ
く

り
推

進
企

業
表

彰
」

を
実

施
。

若
年

者
を

含
む

す
べ

て
の

働
く

人
の

職
業

観
の

醸
成

や
職

場
定

着
を

図
る

た
め

、
働

き
や

す
く

働
き

が
い

の
あ

る
職

場
環

境
整

備
を

進
め

て
お

り
若

者
の

雇
用

を
推

進
す

る
企

業
等

を
募

集
し

た
。

応
募

企
業

14
社

。
そ

の
う

ち
5社

を
選

定
し

表
彰

。
市

報
に

い
が

た
や

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
表

彰
式

の
様

子
や

好
事

例
等

を
広

報
し

た
。

そ
の

ほ
か

、
働

き
⽅

改
革

関
連

の
情

報
を

集
約

し
た

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
活

用
し

、
先

駆
的

な
取

組
事

例
や

若
年

者
等

の
職

場
定

着
に

取
り

組
む

た
め

の
助

成
金

な
ど

に
つ

い
て

紹
介

し
て

い
る

。

表
彰

制
度

を
通

じ
て

、
若

者
の

雇
用

促
進

に
取

り
組

む
企

業
の

事
例

を
周

知
し

た
ほ

か
、

助
成

金
な

ど
の

情
報

提
供

を
行

っ
た

こ
と

で
、

事
業

主
に

対
し

て
意

識
醸

成
を

図
っ

た
。

引
き

続
き

、
表

彰
制

度
の

活
用

を
促

す
と

と
も

に
、

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
を

有
効

に
活

用
し

な
が

ら
情

報
提

供
に

努
め

、
若

者
の

雇
用

促
進

に
向

け
た

意
識

啓
発

を
図

っ
て

い
く

。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

①
女

性
の

職
業

能
力

の
開

発
機

会
の

提
供

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

３
）

女
性

の
個

性
と

能
力

の
発

揮
へ

の
支

援

92



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

76
33

1ｴ
01

様
々

な
分

野
で

活
躍

す
る

女
性

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
を

集
積

し
発

信
し

ま
す

。

■
男

女
平

等
を

進
め

る
情

報
啓

発
紙

「
ア

ル
ザ

」
（

年
4回

発
行

）
・

7月
「

す
て

き
な

恋
を

し
よ

う
よ

！
〜

デ
ー

ト
Ｄ

Ｖ
っ

て
な

に
？

〜
」

・
10

月
「

男
性

の
生

き
づ

ら
さ

に
つ

い
て

〜
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
視

点
で

考
え

る
〜

」
・

2月
「

ま
さ

か
『

メ
デ

ィ
ア

リ
テ

ラ
シ

ー
』

知
ら

な
い

の
！

？
」

・
3月

「
ア

ル
ザ

フ
ォ

ー
ラ

ム
20

23
」

・
各

回
 

1,
00

0部
（

3月
の

み
1,

50
0

部
）

・
配

布
先

：
公

⺠
館

、
図

書
館

等
公

共
施

設
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載

■
地

域
で

活
躍

す
る

女
性

を
紙

面
で

紹
介

し
た

。
引

き
続

き
、

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
紹

介
を

行
う

。
男

女
共

同
参

画
課

（
３

）
女

性
の

個
性

と
能

力
の

発
揮

へ
の

支
援

①
女

性
の

職
業

能
力

の
開

発
機

会
の

提
供

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−

93



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

77
33

1ｵ
01

講
座

の
開

催
等

を
通

じ
て

、
働

く
女

性
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
に

取
り

組
み

ま
す

。

■
働

く
女

性
の

交
流

会
「

仕
事

も
⾃

分
も

充
実

さ
せ

る
整

理
・

時
短

術
」

・
開

催
日

：
２

月
３

日
・

講
師

：
ラ

イ
ク

ミ
ー

新
潟

 
代

表
駒

井
 

沙
織

・
参

加
者

３
０

名

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
と

、
イ

ベ
ン

ト
の

満
足

度
に

つ
い

て
「

大
変

よ
か

っ
た

」
「

よ
か

っ
た

」
と

回
答

し
た

参
加

者
は

９
３

．
１

％
で

あ
っ

た
。

ま
た

「
価

値
観

の
違

い
を

認
め

た
う

え
で

人
と

関
わ

る
大

切
さ

を
感

じ
た

」
や

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
大

切
さ

を
感

じ
た

」
な

ど
の

回
答

が
あ

り
、

働
く

う
え

で
あ

っ
た

り
日

常
生

活
に

お
い

て
役

立
つ

ス
キ

ル
を

学
べ

た
と

感
じ

た
⽅

が
一

定
数

い
た

と
考

え
ら

れ
る

。

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
の

意
識

が
薄

い
人

で
も

気
軽

に
参

加
で

き
る

よ
う

な
企

画
と

講
座

内
容

の
検

討
が

必
要

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

３
）

女
性

の
個

性
と

能
力

の
発

揮
へ

の
支

援
①

女
性

の
職

業
能

力
の

開
発

機
会

の
提

供

94



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

78
33

2ｱ
01

育
児

・
介

護
等

に
よ

り
一

時
離

職
し

た
人

へ
の

再
就

職
を

支
援

す
る

た
め

の
講

座
な

ど
を

開
催

し
ま

す
。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
再

就
職

支
援

講
座

）
■

再
就

業
を

目
指

す
女

性
、

正
規

雇
用

を
望

む
非

正
規

雇
用

の
女

性
の

た
め

の
個

別
相

談
会

（
県

と
共

催
）

参
加

者
：

延
べ

16
人

■
⾃

分
ら

し
い

働
き

⽅
を

み
つ

け
る

セ
ミ

ナ
ー

（
県

と
共

催
）

参
加

者
：

延
べ

11
3人

再
就

職
を

考
え

て
い

る
⽅

、
⾃

分
ら

し
い

働
き

⽅
を

見
つ

け
た

い
・

考
え

た
い

⽅
に

多
様

な
働

き
⽅

の
情

報
を

提
供

し
、

セ
ミ

ナ
ー

と
個

別
相

談
会

を
セ

ッ
ト

で
開

催
す

る
こ

と
で

、
個

々
の

状
況

に
応

じ
た

支
援

が
で

き
た

。

在
宅

ワ
ー

ク
な

ど
多

様
な

働
き

⽅
が

広
が

っ
て

お
り

、
ま

た
多

様
な

人
生

プ
ラ

ン
が

あ
る

中
で

、
参

加
者

の
ニ

ー
ズ

を
捉

え
、

再
就

職
や

働
き

⽅
の

不
安

を
解

消
で

き
る

よ
う

内
容

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

79
33

2ｱ
02

育
児

・
介

護
等

に
よ

り
一

時
離

職
し

た
人

へ
の

再
就

職
を

支
援

す
る

た
め

の
講

座
な

ど
を

開
催

し
ま

す
。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

が
毎

週
発

行
す

る
求

人
情

報
誌

を
市

内
各

区
役

所
、

出
張

所
、

公
⺠

館
等

へ
設

置
・

提
供

し
て

い
る

。

育
児

・
介

護
等

に
よ

り
一

時
離

職
し

た
人

を
は

じ
め

、
市

内
求

職
者

の
就

職
を

支
援

す
る

た
め

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
市

内
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
と

連
携

し
、

求
人

情
報

の
提

供
を

行
う

。
雇

用
・

新
潟

暮
ら

し
推

進
課

80
33

2ｱ
03

育
児

・
介

護
等

に
よ

り
一

時
離

職
し

た
人

へ
の

再
就

職
を

支
援

す
る

た
め

の
講

座
な

ど
を

開
催

し
ま

す
。

■
マ

ザ
ー

ズ
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
と

共
催

で
「

マ
ザ

ー
ズ

再
就

職
支

援
セ

ミ
ナ

ー
」

を
2回

開
催

。
・

第
1回

 
6/

28
   

参
加

者
16

人
（

う
ち

保
育

利
用

者
７

人
）

・
第

2回
 

10
/4

   
参

加
者

14
人

（
う

ち
保

育
利

用
者

7人
）

出
産

や
子

育
て

を
機

に
仕

事
を

中
断

し
た

⽅
な

ど
を

支
援

す
る

た
め

、
働

く
上

で
知

っ
て

お
き

た
い

社
会

保
険

制
度

や
税

制
度

、
保

育
園

の
仕

組
み

に
つ

い
て

周
知

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
。

現
在

の
講

座
は

、
パ

ー
ト

タ
イ

マ
ー

で
の

再
就

職
を

希
望

す
る

人
を

対
象

と
し

た
研

修
と

な
っ

て
い

る
。

正
職

員
で

の
再

就
職

や
、

そ
の

先
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
な

ど
も

見
据

え
た

支
援

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

３
）

女
性

の
個

性
と

能
力

の
発

揮
へ

の
支

援
②

再
就

職
や

起
業

の
支

援

95



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

81
33

2ｲ
01

起
業

を
目

指
す

女
性

に
対

し
、

起
業

の
⽅

法
や

支
援

制
度

に
つ

い
て

情
報

提
供

し
ま

す
。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
女

性
の

起
業

を
支

援
す

る
講

座
）

・
起

業
を

目
指

す
女

性
が

⾃
分

の
起

業
プ

ラ
ン

を
考

え
、

起
業

⽅
法

や
支

援
制

度
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

、
参

加
者

同
士

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

も
支

援
し

た
。

・
起

業
の

不
安

を
軽

減
さ

せ
る

た
め

に
、

基
礎

知
識

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
参

加
者

同
士

で
情

報
交

換
す

る
場

も
提

供
す

る
。

男
女

共
同

参
画

課

82
33

2ｲ
02

起
業

を
目

指
す

女
性

に
対

し
、

起
業

の
⽅

法
や

支
援

制
度

に
つ

い
て

情
報

提
供

し
ま

す
。

・
女

性
起

業
家

を
講

師
と

し
た

セ
ミ

ナ
ー

を
１

回
開

催
、

ア
ル

ザ
主

催
女

性
起

業
支

援
講

座
へ

の
講

師
派

遣
１

回
。

・
創

業
セ

ミ
ナ

ー
（

計
34

回
開

催
）

の
受

講
者

35
4名

の
う

ち
女

性
の

受
講

者
11

9名
（

33
.6

%
）

・
起

業
相

談
1,

17
6件

の
う

ち
女

性
の

相
談

件
数

34
5件

（
29

.3
%

）

・
起

業
を

目
指

す
女

性
に

対
し

、
セ

ミ
ナ

ー
（

女
性

を
対

象
と

し
た

起
業

支
援

講
座

へ
の

講
師

派
遣

含
む

）
で

は
起

業
の

⽅
法

や
支

援
制

度
等

の
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

・
起

業
相

談
で

は
事

業
計

画
の

策
定

支
援

等
、

具
体

的
な

相
談

内
容

に
応

じ
た

ハ
ン

ズ
オ

ン
（

専
門

家
の

派
遣

な
ど

に
よ

る
伴

走
型

）
で

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
っ

た
。

・
今

後
も

引
き

続
き

、
セ

ミ
ナ

ー
や

相
談

対
応

に
よ

り
、

起
業

を
目

指
す

女
性

に
対

す
る

サ
ポ

ー
ト

を
推

進
し

て
い

く
。

産
業

政
策

課
（

IP
C財

団
）

（
R6

:産
業

政
策

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

課
）

83
33

2ｲ
03

起
業

を
目

指
す

女
性

に
対

し
、

起
業

の
⽅

法
や

支
援

制
度

に
つ

い
て

情
報

提
供

し
ま

す
。

■
【

中
小

企
業

開
業

資
金

実
績

】
・

令
和

5年
度

新
規

貸
付

件
数

23
8件

(う
ち

、
女

性
事

業
者

は
64

件
)

・
令

和
5年

度
新

規
貸

付
額

1,
15

2,
16

8千
円

■
貸

付
に

あ
た

っ
て

は
，

性
別

に
よ

り
異

な
る

取
り

扱
い

は
し

て
い

な
い

■
開

業
資

金
を

含
め

た
制

度
融

資
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

，
制

度
周

知
の

促
進

を
図

っ
た

。
ま

た
，

創
業

支
援

の
各

事
業

の
取

り
組

み
を

通
じ

て
の

Ｐ
Ｒ

も
行

っ
て

い
る

。

引
き

続
き

周
知

活
動

を
行

う
と

と
も

に
，

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

改
正

を
検

討
す

る
。

商
業

振
興

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

３
）

女
性

の
個

性
と

能
力

の
発

揮
へ

の
支

援
②

再
就

職
や

起
業

の
支

援

96



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

84
33

2ｲ
04

起
業

を
目

指
す

女
性

に
対

し
、

起
業

の
⽅

法
や

支
援

制
度

に
つ

い
て

情
報

提
供

し
ま

す
。

■
【

新
潟

若
手

商
人

塾
実

績
】

令
和

5年
度

総
在

塾
生

：
12

名
令

和
5年

度
女

性
在

塾
生

：
7名

■
男

女
の

区
別

な
く

，
独

立
開

業
や

店
舗

経
営

に
興

味
の

あ
る

も
の

を
対

象
と

し
て

い
る

。
■

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

令
和

2年
度

か
ら

活
動

を
休

止
し

て
い

た
。

■
塾

生
と

の
協

議
に

よ
り

、
令

和
５

年
度

末
で

事
業

終
了

と
す

る
こ

と
を

決
定

し
た

。

令
和

５
年

度
末

で
事

業
終

了
商

業
振

興
課

85
33

2ｲ
05

起
業

を
目

指
す

女
性

に
対

し
、

起
業

の
⽅

法
や

支
援

制
度

に
つ

い
て

情
報

提
供

し
ま

す
。

■
【

創
業

サ
ポ

ー
ト

事
業

（
店

舗
）

】
支

援
実

績
：

4件
う

ち
女

性
が

代
表

の
企

業
：

1件

性
別

を
問

わ
ず

ア
イ

デ
ア

次
第

で
様

々
な

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
を

立
ち

上
げ

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
か

ら
、

性
別

の
区

別
な

く
、

幅
広

く
創

業
支

援
に

関
す

る
情

報
提

供
を

実
施

し
た

。
結

果
、

女
性

起
業

家
に

対
す

る
支

援
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

事
業

見
直

し
の

た
め

、
令

和
5年

度
を

も
っ

て
新

規
募

集
を

終
了

す
る

。
引

き
続

き
、

性
別

の
区

別
な

く
支

援
で

き
る

よ
う

検
討

し
、

女
性

起
業

家
の

支
援

に
も

繋
げ

て
い

き
た

い
。

成
⻑

産
業

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

課 （
R6

:産
業

政
策

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

課
）

86
33

2ｲ
06

起
業

を
目

指
す

女
性

に
対

し
、

起
業

の
⽅

法
や

支
援

制
度

に
つ

い
て

情
報

提
供

し
ま

す
。

■
【

創
業

サ
ポ

ー
ト

事
業

（
オ

フ
ィ

ス
）

】
支

援
実

績
：

12
件

(新
規

：
1件

)
う

ち
女

性
が

代
表

の
企

業
：

0件
(新

規
：

0件
)

性
別

を
問

わ
ず

ア
イ

デ
ア

次
第

で
様

々
な

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
を

立
ち

上
げ

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
か

ら
、

性
別

の
区

別
な

く
、

幅
広

く
企

業
支

援
に

関
す

る
情

報
提

供
を

実
施

し
た

。

事
業

見
直

し
の

た
め

、
令

和
5年

度
を

も
っ

て
新

規
募

集
を

終
了

す
る

。
引

き
続

き
、

性
別

の
区

別
な

く
支

援
で

き
る

よ
う

検
討

し
、

女
性

起
業

家
の

支
援

に
も

繋
げ

て
い

き
た

い
。

成
⻑

産
業

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

課 （
R6

:産
業

政
策

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

課
）

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

３
）

女
性

の
個

性
と

能
力

の
発

揮
へ

の
支

援
②

再
就

職
や

起
業

の
支

援

97



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

87
33

2ｲ
07

起
業

を
目

指
す

女
性

に
対

し
、

起
業

の
⽅

法
や

支
援

制
度

に
つ

い
て

情
報

提
供

し
ま

す
。

○
起

業
・

経
営

相
談

会
等

の
実

施
 

融
資

相
談

会
相

談
件

数
8件

（
8人

）
※

参
加

者
の

性
別

は
不

明

融
資

相
談

会
を

開
催

し
、

ビ
ジ

ネ
ス

活
動

に
有

用
な

情
報

提
供

を
行

っ
た

。
引

き
続

き
、

ビ
ジ

ネ
ス

活
動

を
行

う
女

性
を

支
援

す
る

情
報

提
供

を
行

う
。

中
央

図
書

館

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

88
33

3ｱ
01

農
家

の
家

族
間

で
、

労
働

条
件

や
報

酬
等

を
文

書
で

取
り

決
め

、
共

同
経

営
者

と
し

て
の

地
位

や
役

割
を

明
確

に
し

、
各

世
帯

員
が

経
営

に
参

画
で

き
る

家
族

経
営

協
定

の
普

及
促

進
に

努
め

ま
す

。

■
認

定
農

家
数

 
 3

,2
94

人
 

家
族

経
営

協
定

締
結

数
 

40
0件

■
実

績
 

12
.1

％
（

目
標

値
15

％
以

上
）

 
・

⻄
区

で
女

性
農

業
者

対
象

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

、
家

族
経

営
協

定
に

つ
い

て
説

明
。

 
開

催
数

:2
回

  ・
に

い
が

た
2k

m
マ

ル
シ

ェ
で

、
⻄

区
農

業
女

子
の

す
ゝ

め
の

チ
ラ

シ
を

配
っ

た
り

と
い

っ
た

PR
活

動
を

行
っ

た
。

家
族

の
役

割
分

担
や

、
就

業
環

境
を

決
め

る
な

ど
、

農
業

経
営

へ
の

参
画

に
よ

り
、

農
業

へ
の

や
り

が
い

・
意

欲
の

向
上

だ
け

で
な

く
、

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

の
確

立
に

つ
な

が
っ

た
。

⻄
区

で
女

性
主

体
で

の
研

修
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

男
女

共
同

参
画

の
意

識
が

強
く

な
り

農
業

経
営

の
意

欲
が

高
ま

っ
た

。

<課
題

＞
制

度
（

メ
リ

ッ
ト

な
ど

）
の

認
知

度
が

低
く

、
普

及
が

進
ま

な
い

こ
と

。
＜

対
応

＞
区

で
の

取
り

組
み

を
参

考
に

、
農

業
者

年
金

制
度

や
認

定
農

業
者

制
度

の
共

同
申

請
な

ど
の

メ
リ

ッ
ト

な
ど

も
提

示
し

な
が

ら
、

制
度

へ
の

理
解

と
周

知
に

努
め

る
。

農
林

政
策

課

（
３

）
女

性
の

個
性

と
能

力
の

発
揮

へ
の

支
援

②
再

就
職

や
起

業
の

支
援

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

３
）

女
性

の
個

性
と

能
力

の
発

揮
へ

の
支

援
③

農
業

や
⾃

営
業

等
、

女
性

の
参

画
が

少
な

い
分

野
で

の
男

女
共

同
参

画

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

89
33

3ｲ
01

建
設

業
な

ど
の

女
性

が
少

な
い

分
野

で
の

就
業

支
援

や
、

女
性

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
を

進
め

ま
す

。

■
令

和
5・

6年
度

の
⼊

札
参

加
資

格
者

名
簿

の
申

請
時

に
，

就
業

規
則

等
に

育
児

休
業

，
介

護
休

業
制

度
を

規
定

し
て

い
る

企
業

，
及

び
新

潟
市

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

推
進

企
業

表
彰

を
受

け
た

企
業

に
対

し
て

主
観

点
を

加
算

し
た

。

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
に

対
し

て
，

市
の

⼊
札

に
お

い
て

優
遇

措
置

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

，
女

性
の

参
画

の
少

な
い

分
野

で
あ

る
建

設
現

場
に

男
女

共
同

参
画

の
意

識
付

け
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

男
女

共
同

参
画

の
推

進
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
に

対
す

る
さ

ら
な

る
周

知
と

優
遇

措
置

の
検

討
が

課
題

で
あ

る
。

契
約

課

90
33

3ｳ
01

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

踏
ま

え
て

、
社

会
的

・
職

業
的

な
⾃

立
に

向
け

必
要

な
基

盤
と

な
る

能
力

や
態

度
を

育
て

る
こ

と
を

通
し

て
、

キ
ャ

リ
ア

発
達

を
促

す
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

「
デ

ジ
タ

ル
版

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

ポ
ー

ト
」

が
定

着
し

、
児

童
生

徒
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
係

る
学

び
を

IC
Tを

活
用

し
な

が
ら

記
録

、
蓄

積
で

き
て

い
る

。
デ

ジ
タ

ル
化

さ
れ

、
各

校
の

特
色

に
応

じ
て

運
用

し
や

す
く

な
っ

た
。

引
き

続
き

、
様

々
な

教
育

活
動

を
通

し
て

、
他

者
や

性
別

を
尊

重
す

る
視

点
を

大
切

に
し

た
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
の

力
を

育
ん

で
い

る
。

令
和

５
年

度
キ

ャ
リ

ア
教

育
研

修
で

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

、
キ

ャ
リ

ア
・

パ
ス

ポ
ー

ト
の

活
用

は
10

0％
で

あ
る

。

約
７

割
の

学
校

が
キ

ャ
リ

ア
・

パ
ス

ポ
ー

ト
の

活
用

に
苦

慮
、

も
し

く
は

意
義

を
見

出
し

て
い

な
い

こ
と

も
わ

か
っ

た
。

（
R5

キ
ャ

リ
ア

教
育

研
修

の
事

後
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）
好

事
例

の
共

有
だ

け
で

な
く

、
目

的
の

共
通

理
解

も
研

修
内

容
に

加
え

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

対
す

る
関

与
意

識
を

高
め

る
。

学
校

支
援

課

目
標

3 
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
−

男
女

間
格

差
の

解
消

と
女

性
活

躍
の

推
進

−
（

３
）

女
性

の
個

性
と

能
力

の
発

揮
へ

の
支

援
③

農
業

や
⾃

営
業

等
、

女
性

の
参

画
が

少
な

い
分

野
で

の
男

女
共

同
参

画
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

91
41

1ｱ
01

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
取

組
が

企
業

に
と

っ
て

も
メ

リ
ッ

ト
に

な
る

こ
と

を
、

事
業

主
に

啓
発

し
ま

す
。

「
働

き
や

す
い

職
場

づ
く

り
推

進
企

業
表

彰
」

を
実

施
。

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組

む
企

業
を

評
価

し
、

先
駆

的
な

取
組

を
行

う
企

業
を

表
彰

し
た

。
応

募
企

業
14

社
。

そ
の

う
ち

5社
を

選
定

し
表

彰
。

市
報

に
い

が
た

や
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

表
彰

式
の

様
子

や
好

事
例

等
を

広
報

し
た

。
そ

の
ほ

か
、

働
き

⽅
改

革
関

連
の

情
報

を
集

約
し

た
専

用
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

活
用

し
、

先
駆

的
な

取
組

事
例

や
仕

事
と

生
活

の
両

立
支

援
に

取
り

組
む

た
め

の
助

成
金

な
ど

に
つ

い
て

紹
介

し
て

い
る

。

支
援

制
度

の
紹

介
と

あ
わ

せ
て

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
の

必
要

性
を

啓
発

・
周

知
す

る
こ

と
で

、
事

業
主

に
対

し
、

多
様

で
柔

軟
な

働
き

⽅
を

実
践

す
る

こ
と

の
メ

リ
ッ

ト
を

訴
求

で
き

た
。

引
き

続
き

、
表

彰
制

度
の

活
用

を
促

す
と

と
も

に
、

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
を

有
効

に
活

用
し

な
が

ら
情

報
提

供
に

努
め

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
推

進
に

向
け

た
意

識
啓

発
を

図
っ

て
い

く
。

男
女

共
同

参
画

課
、

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

92
41

1ｲ
01

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
推

進
に

つ
い

て
、

経
済

界
や

労
働

団
体

な
ど

の
関

係
団

体
等

と
情

報
共

有
や

意
見

交
換

等
を

行
う

場
を

設
置

し
、

施
策

を
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

■
Ｗ

Ｌ
Ｂ

・
女

性
活

躍
推

進
協

議
会

の
開

催
・

構
成

員
：

経
済

団
体

・
労

働
団

体
、

行
政

機
関

な
ど

・
第

1回
（

R5
.1

0.
25

）

各
構

成
団

体
の

施
策

や
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
各

団
体

で
類

似
の

事
業

を
企

画
す

る
こ

と
が

多
い

た
め

、
会

議
開

催
時

に
限

ら
ず

情
報

共
有

を
行

う
な

ど
、

効
果

的
に

事
業

を
行

っ
て

い
く

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
１

）
仕

事
と

生
活

の
調

和
に

向
け

た
意

識
の

啓
発

①
働

き
⽅

の
見

直
し

に
関

す
る

啓
発
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

93
41

1ｳ
01

多
様

な
生

き
⽅

・
働

き
⽅

に
つ

い
て

、
様

々
な

機
会

を
捉

え
て

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
発

信
に

取
り

組
み

ま
す

。

■
男

女
平

等
を

進
め

る
情

報
啓

発
紙

「
ア

ル
ザ

」
（

年
4回

発
行

）
・

7月
「

す
て

き
な

恋
を

し
よ

う
よ

！
〜

デ
ー

ト
Ｄ

Ｖ
っ

て
な

に
？

〜
」

・
10

月
「

男
性

の
生

き
づ

ら
さ

に
つ

い
て

〜
ジ

ェ
ン

ダ
ー

の
視

点
で

考
え

る
〜

」
・

2月
「

ま
さ

か
『

メ
デ

ィ
ア

リ
テ

ラ
シ

ー
』

知
ら

な
い

の
！

？
」

・
3月

「
ア

ル
ザ

フ
ォ

ー
ラ

ム
20

23
」

・
各

回
 

1,
00

0部
（

3月
の

み
1,

50
0

部
）

・
配

布
先

：
公

⺠
館

、
図

書
館

等
公

共
施

設
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載

■
地

域
で

活
躍

す
る

女
性

を
紙

面
で

紹
介

し
た

。
引

き
続

き
、

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
紹

介
を

行
う

。
男

女
共

同
参

画
課

（
１

）
仕

事
と

生
活

の
調

和
に

向
け

た
意

識
の

啓
発

①
働

き
⽅

の
見

直
し

に
関

す
る

啓
発

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

101



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

94
41

2ｱ
01

⻑
時

間
労

働
の

抑
制

や
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

促
進

の
た

め
の

啓
発

の
ほ

か
、

育
児

・
介

護
休

業
等

の
取

得
し

や
す

い
職

場
環

境
づ

く
り

を
促

進
し

ま
す

。

■
男

性
の

育
児

休
業

取
得

促
進

事
業

奨
励

金
の

利
用

事
業

所
に

お
け

る
職

場
研

修
実

施
件

数
。

・
実

施
件

数
15

5件

事
業

所
が

主
体

と
な

っ
て

育
児

休
業

制
度

の
周

知
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

企
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
意

識
が

よ
り

深
く

浸
透

す
る

と
考

え
る

。
R5

の
実

施
件

数
15

5件
の

う
ち

、
60

件
（

38
.7

％
）

が
会

社
と

し
て

初
め

て
の

申
請

で
あ

っ
た

た
め

、
育

児
休

業
を

取
得

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
が

市
内

企
業

で
広

が
っ

て
い

る
も

の
と

推
測

さ
れ

る
。

男
性

の
育

児
休

業
取

得
促

進
事

業
奨

励
金

を
活

用
し

た
事

業
所

以
外

の
事

業
所

に
も

育
児

休
業

を
取

得
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

を
広

げ
て

い
く

。

男
女

共
同

参
画

課

95
41

2ｱ
02

⻑
時

間
労

働
の

抑
制

や
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

促
進

の
た

め
の

啓
発

の
ほ

か
、

育
児

・
介

護
休

業
等

の
取

得
し

や
す

い
職

場
環

境
づ

く
り

を
促

進
し

ま
す

。

市
役

所
庁

舎
に

、
年

次
有

給
休

暇
の

取
得

促
進

に
向

け
た

啓
発

看
板

を
掲

示
し

た
ほ

か
、

厚
生

労
働

省
作

成
の

啓
発

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
市

内
公

共
施

設
に

配
布

し
て

い
る

。
働

き
⽅

改
革

関
連

の
情

報
を

集
約

し
た

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
活

用
し

、
事

業
主

に
限

ら
ず

、
働

く
人

向
け

の
情

報
な

ど
を

含
め

た
総

合
的

な
情

報
発

信
を

行
っ

て
お

り
、

同
サ

イ
ト

に
お

い
て

育
児

・
介

護
休

業
法

の
改

正
内

容
や

、
仕

事
と

育
児

・
介

護
と

の
両

立
支

援
の

紹
介

し
て

い
る

。

市
⺠

に
向

け
、

広
く

周
知

・
啓

発
を

行
い

、
⻑

時
間

労
働

の
抑

制
や

年
次

有
給

休
暇

取
得

促
進

の
認

識
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
新

潟
労

働
局

や
経

済
団

体
等

と
連

携
し

、
⻑

時
間

労
働

の
抑

制
や

年
次

有
給

休
暇

の
取

得
促

進
の

た
め

の
周

知
・

啓
発

に
努

め
る

。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
１

）
仕

事
と

生
活

の
調

和
に

向
け

た
意

識
の

啓
発

②
男

女
が

と
も

に
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
促

進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

96
41

2ｲ
01

市
役

所
に

お
け

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

取
組

を
推

進
し

、
特

に
男

性
職

員
の

子
育

て
参

画
を

促
進

し
ま

す
。

・
令

和
4年

度
の

男
性

職
員

の
育

児
休

業
取

得
率

は
47

.7
％

と
な

っ
た

。
※

令
和

5年
度

の
育

休
取

得
率

は
、

7月
頃

集
計

完
了

予
定

。

子
の

出
生

予
定

日
連

絡
票

の
提

出
を

促
し

、
育

休
を

取
得

し
な

い
場

合
の

理
由

欄
等

に
よ

り
、

所
属

⻑
等

が
課

員
に

子
育

て
目

的
の

特
別

休
暇

及
び

育
児

休
業

取
得

対
象

者
が

い
る

こ
と

が
把

握
で

き
る

と
と

も
に

、
休

暇
を

取
得

で
き

る
職

場
環

境
の

醸
成

を
促

進
し

た
。

・
育

休
取

得
率

の
向

上
・

代
替

職
員

の
措

置
と

取
得

期
間

⻑
期

化
の

促
進

人
事

課

97
41

2ｲ
02

市
役

所
に

お
け

る
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

取
組

を
推

進
し

、
特

に
男

性
職

員
の

子
育

て
参

画
を

促
進

し
ま

す
。

・
男

女
共

同
参

画
推

進
会

議
研

修
会

の
実

施
・

庶
務

担
当

者
研

修
に

お
い

て
休

暇
制

度
に

つ
い

て
説

明
。

各
課

の
庶

務
担

当
者

に
休

暇
制

度
の

理
解

を
促

し
た

。
男

性
職

員
の

育
児

休
業

取
得

率
は

、
年

度
に

よ
っ

て
増

減
も

あ
る

た
め

、
継

続
し

て
啓

発
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

人
事

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
１

）
仕

事
と

生
活

の
調

和
に

向
け

た
意

識
の

啓
発

②
男

女
が

と
も

に
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
促

進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

98
41

3ｱ
01

こ
れ

ま
で

の
男

性
の

仕
事

中
心

の
生

き
⽅

・
働

き
⽅

や
、

家
事

・
育

児
・

介
護

等
の

女
性

へ
の

偏
重

の
見

直
し

、
多

様
な

生
き

⽅
・

働
き

⽅
に

つ
い

て
の

啓
発

を
進

め
ま

す
。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

子
育

て
期

）
、

男
性

の
生

き
⽅

講
座

（
定

年
期

）
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
で

社
会

を
考

え
る

講
座

）

■
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

子
育

て
期

）
で

は
、

料
理

の
ハ

ー
ド

ル
を

下
げ

る
こ

と
を

目
的

に
お

味
噌

汁
づ

く
り

の
調

理
実

習
、

夫
婦

で
家

事
分

担
を

話
し

合
う

き
っ

か
け

に
な

る
よ

う
、

分
担

を
可

視
化

し
た

シ
ー

ト
作

り
を

実
施

、
子

育
て

中
の

同
年

代
の

男
性

同
士

が
悩

み
や

子
育

て
に

つ
い

て
話

す
機

会
を

提
供

し
た

。
・

男
性

の
生

き
⽅

講
座

（
定

年
期

）
で

は
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

視
点

を
持

っ
て

⾝
寄

り
な

し
問

題
に

つ
い

て
正

し
い

知
識

を
学

び
、

ま
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
つ

い
て

知
る

こ
と

で
、

配
偶

者
や

家
族

、
地

域
の

人
な

ど
、

周
り

の
人

と
の

関
わ

り
⽅

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

し
た

。
・

ジ
ェ

ン
ダ

ー
で

社
会

を
考

え
る

講
座

で
は

、
家

庭
で

の
主

な
ケ

ア
労

働
（

家
事

、
子

育
て

、
介

護
）

、
職

業
と

し
て

の
ケ

ア
労

働
（

看
護

、
保

育
、

介
護

等
）

を
テ

ー
マ

と
し

、
そ

れ
ぞ

れ
に

ジ
ェ

ン
ダ

ー
、

ア
ン

コ
ン

シ
ャ

ス
バ

イ
ア

ス
が

大
き

く
影

響
し

て
い

る
こ

と
、

現
状

や
課

題
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

た
。

■
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

子
育

て
期

）
は

、
集

客
が

難
し

い
。

育
休

取
得

予
定

者
や

取
得

中
の

男
性

に
も

よ
り

多
く

参
加

し
て

も
ら

え
る

よ
う

PR
⽅

法
を

考
え

る
。

・
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

定
年

期
）

は
、

働
き

⽅
が

多
様

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

定
年

期
の

定
義

を
ど

う
捉

え
る

か
を

考
え

直
し

、
対

象
者

が
興

味
を

持
つ

テ
ー

マ
を

見
つ

け
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

結
び

付
け

て
講

座
を

企
画

す
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。
・

ジ
ェ

ン
ダ

ー
で

社
会

を
考

え
る

講
座

で
は

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
関

す
る

こ
と

を
⾃

分
事

と
し

て
考

え
ら

れ
る

よ
う

な
テ

ー
マ

を
引

き
続

き
検

討
し

て
い

く
。

男
女

共
同

参
画

課

（
１

）
仕

事
と

生
活

の
調

和
に

向
け

た
意

識
の

啓
発

③
男

性
の

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
へ

の
参

画
促

進

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−
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■
ア

ル
ザ

フ
ォ

ー
ラ

ム
20

23
基

調
講

演
・

タ
イ

ト
ル

「
男

性
学

の
視

点
か

ら
誰

も
が

生
き

や
す

い
社

会
を

考
え

る
」

・
開

催
日

 
11

月
12

日
（

日
）

13
：

30
〜

15
：

30 ・
講

師
 

田
中

 
俊

之
 

 
（

大
妻

女
子

大
学

 
准

教
授

）
・

参
加

者
 

15
2人

■
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
基

調
講

演
で

は
、

「
誰

も
が

生
き

や
す

い
社

会
」

を
テ

ー
マ

に
男

性
学

の
視

点
か

ら
わ

か
り

や
す

く
講

演
し

て
い

た
だ

き
、

こ
れ

か
ら

の
男

性
の

生
き

⽅
や

働
き

⽅
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

を
提

供
し

た
。

■
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
基

調
講

演
は

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

関
心

が
低

い
市

⺠
に

も
啓

発
す

る
機

会
と

な
る

た
め

、
多

く
の

市
⺠

に
参

加
し

て
も

ら
え

る
よ

う
認

知
度

が
高

い
講

師
を

選
定

す
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

99
41

3ｲ
01

男
性

も
家

庭
生

活
で

の
責

任
を

分
担

で
き

る
よ

う
、

男
性

の
家

事
・

育
児

・
介

護
等

へ
の

参
画

を
促

進
す

る
ほ

か
、

男
性

が
地

域
活

動
に

参
画

す
る

よ
う

学
習

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

持
っ

て
地

域
活

動
を

行
う

よ
う

啓
発

し
ま

す
。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
男

性
の

生
き

⽅
講

座
（

定
年

期
）

）

■
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
や

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

を
考

え
る

大
学

生
向

け
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催
・

12
名

が
参

加

■
各

区
の

地
域

推
進

委
員

と
協

働
で

事
業

を
実

施
し

た
。

・
定

年
期

の
男

性
の

生
き

⽅
講

座
で

は
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
の

視
点

を
持

っ
て

⾝
寄

り
な

し
問

題
に

つ
い

て
正

し
い

知
識

を
学

び
、

ま
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
つ

い
て

知
る

こ
と

で
、

配
偶

者
や

家
族

、
地

域
の

人
な

ど
、

周
り

の
人

と
の

関
わ

り
⽅

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

し
た

。

■
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
満

足
度

に
つ

い
て

、
「

と
て

も
参

考
に

な
っ

た
」

「
参

考
に

な
っ

た
」

と
回

答
し

た
参

加
者

が
１

０
０

％
で

あ
っ

た
。

ま
た

「
実

際
に

働
い

て
い

る
⽅

か
ら

、
W

LB
に

つ
い

て
聞

く
こ

と
が

で
き

た
り

、
ア

ド
バ

イ
ス

を
い

た
だ

け
た

」
「

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

よ
っ

て
働

き
⽅

を
変

え
る

こ
と

も
必

要
と

い
う

こ
と

を
学

べ
た

」
な

ど
の

意
見

が
あ

り
、

こ
れ

か
ら

⾃
分

の
キ

ャ
リ

ア
や

働
き

⽅
を

考
え

る
若

年
層

へ
の

啓
発

が
で

き
た

。

■
事

業
の

企
画

、
実

施
を

通
し

て
、

各
区

に
お

い
て

男
女

共
同

参
画

を
啓

発
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
定

年
期

の
男

性
の

生
き

⽅
講

座
で

は
、

働
き

⽅
が

多
様

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

定
年

期
の

定
義

を
ど

う
捉

え
る

か
を

考
え

直
し

、
対

象
者

が
興

味
を

持
つ

テ
ー

マ
を

見
つ

け
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

結
び

付
け

て
講

座
を

企
画

す
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
１

）
仕

事
と

生
活

の
調

和
に

向
け

た
意

識
の

啓
発

③
男

性
の

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
へ

の
参

画
促

進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

10
0

41
3ｲ

02
男

性
も

家
庭

生
活

で
の

責
任

を
分

担
で

き
る

よ
う

、
男

性
の

家
事

・
育

児
・

介
護

等
へ

の
参

画
を

促
進

す
る

ほ
か

、
男

性
が

地
域

活
動

に
参

画
す

る
よ

う
学

習
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
持

っ
て

地
域

活
動

を
行

う
よ

う
啓

発
し

ま
す

。

■
安

産
教

室
８

区
計

72
回

実
施

■
参

加
者

数
実

77
6人

、
延

89
1人

≪
再

掲
≫

夫
（

パ
ー

ト
ナ

ー
）

実
32

1
人

、
延

37
5人

多
く

の
妊

婦
と

パ
ー

ト
ナ

ー
が

参
加

で
き

る
よ

う
各

会
場

工
夫

し
て

取
り

組
ん

だ
。

ま
た

、
妊

娠
・

出
産

・
子

育
て

に
お

い
て

男
女

協
力

の
必

要
性

、
重

要
性

に
つ

い
て

啓
発

し
た

。

引
き

続
き

、
協

力
し

て
子

育
て

す
る

と
い

う
意

識
や

意
欲

を
高

め
る

よ
う

、
妊

娠
期

か
ら

⺟
子

健
康

手
帳

交
付

時
や

教
室

等
の

機
会

を
捉

え
、

啓
発

し
て

い
く

。

こ
ど

も
家

庭
課

10
1

41
3ｲ

03
男

性
も

家
庭

生
活

で
の

責
任

を
分

担
で

き
る

よ
う

、
男

性
の

家
事

・
育

児
・

介
護

等
へ

の
参

画
を

促
進

す
る

ほ
か

、
男

性
が

地
域

活
動

に
参

画
す

る
よ

う
学

習
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
持

っ
て

地
域

活
動

を
行

う
よ

う
啓

発
し

ま
す

。

■
男

性
の

家
庭

生
活

へ
の

関
わ

り
向

上
を

目
的

と
し

た
講

座
等

開
催

実
績

・
実

施
館

数
 

6館
・

事
業

数
 

12
事

業
・

延
参

加
者

数
 

53
9人

家
庭

教
育

学
級

で
は

主
に

⺟
親

の
参

加
が

多
い

が
、

休
日

開
催

の
回

を
設

け
た

り
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

し
た

り
と

パ
ー

ト
ナ

ー
も

一
緒

に
参

加
で

き
る

よ
う

工
夫

し
、

男
性

の
家

事
・

育
児

へ
の

参
画

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
た

め
の

意
識

啓
発

に
貢

献
で

き
た

。

若
い

世
代

の
男

性
は

、
育

児
等

を
通

じ
て

の
意

識
向

上
が

期
待

で
き

る
が

、
中

高
年

層
の

男
性

に
対

し
て

の
取

り
組

み
へ

の
注

力
も

必
要

な
た

め
、

引
き

続
き

事
業

実
施

に
努

め
る

。

公
⺠

館

10
2

41
3ｲ

04
男

性
も

家
庭

生
活

で
の

責
任

を
分

担
で

き
る

よ
う

、
男

性
の

家
事

・
育

児
・

介
護

等
へ

の
参

画
を

促
進

す
る

ほ
か

、
男

性
が

地
域

活
動

に
参

画
す

る
よ

う
学

習
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
持

っ
て

地
域

活
動

を
行

う
よ

う
啓

発
し

ま
す

。

■
地

域
の

人
た

ち
と

交
流

し
な

が
ら

、
地

域
課

題
等

に
つ

い
て

学
ぶ

講
座

等
開

催
実

績
・

実
施

館
数

 
10

館
・

事
業

数
 

14
事

業
・

延
参

加
者

数
 

15
4人

地
域

を
知

り
、

課
題

に
つ

い
て

話
し

合
う

機
会

の
提

供
を

通
じ

て
、

地
域

の
人

と
の

つ
な

が
り

や
支

え
合

い
・

助
け

合
い

の
必

要
性

理
解

向
上

に
貢

献
で

き
た

。

地
域

に
お

い
て

の
担

い
手

不
足

は
慢

性
的

な
課

題
で

あ
る

た
め

、
男

女
を

問
わ

ず
、

高
齢

者
を

地
域

活
動

へ
と

つ
な

げ
て

い
く

取
り

組
み

に
繋

が
る

き
っ

か
け

と
な

る
事

業
実

施
に

努
め

る
。

公
⺠

館

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
１

）
仕

事
と

生
活

の
調

和
に

向
け

た
意

識
の

啓
発

③
男

性
の

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
へ

の
参

画
促

進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

10
3

42
1ｱ

01
就

労
す

る
保

護
者

の
増

加
や

就
労

形
態

の
多

様
化

に
対

応
し

、
子

育
て

と
仕

事
の

両
立

を
支

え
ら

れ
る

よ
う

、
延

⻑
保

育
、

乳
児

保
育

、
休

日
保

育
、

病
児

保
育

等
各

種
保

育
サ

ー
ビ

ス
の

拡
充

と
質

の
向

上
に

努
め

ま
す

。

■
延

⻑
保

育
事

業
実

施
 

20
5施

設

■
休

日
保

育
事

業
実

施
 

22
施

設
延

べ
利

用
者

数
 

2,
74

8人

■
病

児
・

病
後

児
保

育
事

業
実

施
 

11
施

設
延

べ
利

用
者

数
 

9,
22

0人

■
障

が
い

児
保

育
事

業
受

け
⼊

れ
数

 
公

立
 4

45
 

人
   

   
   

   
   

   
 私

立
 

59
3人

延
⻑

保
育

で
は

朝
夕

の
、

休
日

保
育

で
は

日
曜

・
祝

日
の

、
病

児
保

育
で

は
児

童
が

病
気

の
際

の
、

障
が

い
児

保
育

で
は

障
が

い
の

あ
る

児
童

の
保

育
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
こ

と
で

、
保

護
者

に
よ

っ
て

違
い

の
あ

る
勤

務
日

・
勤

務
時

間
に

対
応

す
る

な
ど

、
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

の
両

立
に

貢
献

し
た

。

各
事

業
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
て

い
く

た
め

、
保

育
士

等
の

確
保

と
適

正
な

職
員

配
置

、
実

施
可

能
な

施
設

の
確

保
が

必
要

で
す

。

幼
保

運
営

課
幼

保
支

援
課

10
4

42
1ｲ

01
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
や

子
ど

も
ふ

れ
あ

い
ス

ク
ー

ル
事

業
等

、
放

課
後

の
子

ど
も

た
ち

の
安

全
・

安
心

な
居

場
所

の
確

保
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

公
設

（
ひ

ま
わ

り
）

ク
ラ

ブ
を

１
ク

ラ
ブ

（
中

野
山

）
整

備
し

た
ほ

か
、

学
校

の
余

裕
教

室
や

体
育

館
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
な

ど
の

積
極

的
活

用
を

行
う

こ
と

で
狭

あ
い

化
解

消
に

努
め

た
。

・
R5

.５
.1

現
在

 
登

録
児

童
数

：
12

,1
70

人
 

ク
ラ

ブ
数

：
公

設
85

、
⺠

設
27

保
護

者
の

就
労

等
、

社
会

進
出

に
対

し
、

仕
事

と
子

育
て

の
両

立
支

援
に

寄
与

し
た

。

共
働

き
世

帯
の

増
加

に
よ

り
、

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

の
利

用
児

童
数

は
増

え
て

お
り

、
施

設
の

狭
あ

い
化

解
消

や
、

支
援

員
の

確
保

・
質

の
向

上
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
①

子
育

て
支

援
策

の
充

実

108



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

10
5

42
1ｲ

02
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
や

子
ど

も
ふ

れ
あ

い
ス

ク
ー

ル
事

業
等

、
放

課
後

の
子

ど
も

た
ち

の
安

全
・

安
心

な
居

場
所

の
確

保
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

■
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
（

授
業

後
又

は
休

業
日

に
生

活
能

力
向

上
の

た
め

の
必

要
な

訓
練

や
社

会
と

の
交

流
促

進
を

行
う

）
・

延
べ

利
用

者
数

：
27

,4
81

人
（

見
込

み
。

前
年

度
⽐

2,
91

3人
増

）
・

指
定

事
業

所
数

：
10

7事
業

所
（

年
度

末
現

在
。

前
年

度
⽐

1事
業

所
増

）

障
が

い
児

に
対

す
る

介
護

支
援

を
通

じ
て

、
保

護
者

の
負

担
軽

減
や

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
推

進
に

寄
与

し
た

。

事
業

所
に

よ
り

支
援

内
容

の
差

や
事

業
所

の
地

域
偏

在
が

あ
り

、
サ

ー
ビ

ス
の

質
や

量
の

確
保

及
び

向
上

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

障
が

い
福

祉
課

10
6

42
1ｲ

03
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
や

子
ど

も
ふ

れ
あ

い
ス

ク
ー

ル
事

業
等

、
放

課
後

の
子

ど
も

た
ち

の
安

全
・

安
心

な
居

場
所

の
確

保
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

実
施

校
65

校
、

参
加

児
童

数
延

べ
69

73
6人

、
1校

あ
た

り
の

児
童

参
加

率
13

.1
％

、
1回

あ
た

り
参

加
人

数
49

.8
人

。
実

施
校

、
参

加
児

童
数

、
参

加
率

等
の

数
値

が
昨

年
度

よ
り

も
増

加
し

た
。

放
課

後
や

土
曜

日
の

午
前

中
の

子
ど

も
た

ち
の

安
全

・
安

心
な

居
場

所
を

確
保

し
、

子
育

て
支

援
の

一
助

と
な

っ
た

。

引
き

続
き

、
こ

ど
も

政
策

課
が

所
管

す
る

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

と
の

連
携

を
進

め
る

。
ま

た
持

続
可

能
な

運
営

の
た

め
に

PT
Aや

学
生

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

お
願

い
す

る
声

掛
け

を
し

た
り

、
公

⺠
館

と
連

携
し

た
り

し
な

が
ら

ス
タ

ッ
フ

確
保

に
努

め
る

。

地
域

教
育

推
進

課
（

R6
:生

涯
学

習
推

進
課

）

10
7

42
1ｲ

04
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
や

子
ど

も
ふ

れ
あ

い
ス

ク
ー

ル
事

業
等

、
放

課
後

の
子

ど
も

た
ち

の
安

全
・

安
心

な
居

場
所

の
確

保
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

■
ロ

ビ
ー

や
講

座
室

・
学

習
室

を
開

放
し

「
⻘

少
年

の
居

場
所

」
を

開
設

・
開

設
館

数
 

22
館

・
延

参
加

者
数

 
78

,8
58

人

放
課

後
や

夏
休

み
等

の
⻑

期
休

暇
期

間
に

⻘
少

年
が

安
心

・
安

全
に

利
用

で
き

る
居

場
所

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
誰

も
が

安
心

し
て

子
育

て
や

介
護

を
し

な
が

ら
仕

事
や

地
域

活
動

に
参

画
し

て
い

く
取

り
組

み
と

し
て

貢
献

で
き

た
。

一
定

期
間

、
あ

る
い

は
一

定
の

時
間

帯
に

施
設

の
一

部
を

⻘
少

年
に

開
放

す
る

取
り

組
み

に
は

、
地

域
の

大
人

た
ち

の
理

解
が

必
要

で
あ

る
た

め
、

そ
の

理
解

を
広

め
て

い
く

こ
と

に
注

力
し

て
い

く
。

公
⺠

館

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
①

子
育

て
支

援
策

の
充

実
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

10
8

42
1ｳ

01
子

育
て

中
の

保
護

者
が

育
児

に
つ

い
て

の
不

安
や

悩
み

を
気

軽
に

相
談

で
き

る
体

制
整

備
を

進
め

ま
す

。

■
令

和
4年

度
か

ら
各

区
に

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
を

設
置

■
家

庭
児

童
相

談
員

や
こ

ど
も

家
庭

支
援

員
な

ど
に

よ
る

家
庭

児
童

相
談

を
実

施
（

実
施

場
所

：
各

区
役

所
健

康
福

祉
課

）

・
相

談
受

付
件

数
 

令
和

5年
度

2,
42

6
件

（
令

和
4年

度
 2

,1
09

件
）

相
談

業
務

や
各

種
制

度
の

紹
介

を
通

し
て

子
育

て
支

援
を

行
っ

た
。

■
R6

年
度

よ
り

こ
ど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
と

し
て

、
児

童
福

祉
と

⺟
子

保
健

の
両

機
能

を
一

体
的

に
支

援
を

行
う

。
■

相
談

内
容

が
多

様
化

・
複

雑
化

し
て

お
り

、
相

談
員

の
対

応
力

の
一

層
の

充
実

が
求

め
ら

れ
る

。
■

職
員

の
資

質
向

上
に

向
け

、
区

同
士

の
情

報
共

有
な

ど
横

の
連

携
強

化
や

法
律

研
修

な
ど

研
修

機
会

の
創

出
を

進
め

る
。

こ
ど

も
家

庭
課

10
9

42
1ｳ

02
子

育
て

中
の

保
護

者
が

育
児

に
つ

い
て

の
不

安
や

悩
み

を
気

軽
に

相
談

で
き

る
体

制
整

備
を

進
め

ま
す

。

■
市

立
保

育
園

・
認

定
こ

ど
も

園
に

お
け

る
相

談
・

援
助

の
実

績
相

談
件

数
：

64
7件

園
開

放
利

用
者

数
：

56
0人

地
域

の
子

育
て

家
庭

に
対

し
て

育
児

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
子

育
て

に
対

す
る

不
安

感
・

孤
立

感
を

解
消

し
た

。

保
育

園
・

こ
ど

も
園

等
が

、
気

軽
に

相
談

で
き

る
⾝

近
な

施
設

と
し

て
認

知
さ

れ
る

た
め

の
周

知
が

必
要

。

幼
保

支
援

課

11
0

42
1ｳ

03
子

育
て

中
の

保
護

者
が

育
児

に
つ

い
て

の
不

安
や

悩
み

を
気

軽
に

相
談

で
き

る
体

制
整

備
を

進
め

ま
す

。

■
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

交
流

の
場

の
提

供
、

相
談

・
援

助
、

子
育

て
関

連
情

報
の

提
供

、
育

児
講

座
の

実
施

等
実

施
 

 
 

43
施

設
延

利
用

者
 

18
1.

49
9人

育
児

相
談

 
電

話
 

25
1件

、
 

 
 

 
 

来
所

  9
20

9件
、

 
 

 
 

 
オ

ン
ラ

イ
ン

 
0件

地
域

の
子

育
て

家
庭

に
対

し
て

育
児

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
子

育
て

に
対

す
る

不
安

感
・

孤
立

感
を

解
消

し
た

。

核
家

族
化

や
地

域
の

つ
な

が
り

の
希

薄
化

が
進

む
中

、
引

き
続

き
、

子
育

て
中

の
保

護
者

の
不

安
感

や
孤

立
感

の
解

消
は

課
題

で
あ

り
、

支
援

者
の

資
質

向
上

及
び

セ
ン

タ
ー

の
存

在
の

周
知

が
必

要
。

幼
保

支
援

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
①

子
育

て
支

援
策

の
充

実

110



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

11
1

42
1ｳ

04
子

育
て

中
の

保
護

者
が

育
児

に
つ

い
て

の
不

安
や

悩
み

を
気

軽
に

相
談

で
き

る
体

制
整

備
を

進
め

ま
す

。

■
保

健
師

に
よ

る
育

児
相

談
（

定
例

日
）

8区
計

15
6回

実
施

■
相

談
者

数
延

3,
54

2人

育
児

相
談

（
定

例
日

）
の

実
施

と
と

も
に

、
電

話
相

談
に

つ
い

て
周

知
を

行
い

、
保

護
者

か
ら

の
相

談
対

応
が

で
き

る
よ

う
体

制
整

備
を

進
め

た
。

行
政

だ
け

で
な

く
、

⺠
間

の
子

育
て

支
援

団
体

等
と

も
連

携
し

、
各

機
関

の
強

み
を

活
か

し
て

相
談

支
援

の
充

実
を

行
う

。

こ
ど

も
家

庭
課

11
2

42
1ｳ

05
子

育
て

中
の

保
護

者
が

育
児

に
つ

い
て

の
不

安
や

悩
み

を
気

軽
に

相
談

で
き

る
体

制
整

備
を

進
め

ま
す

。

障
が

い
児

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
、

市
内

4か
所

の
障

が
い

者
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
に

各
1名

配
置

し
、

障
が

い
児

相
談

支
援

事
業

所
と

と
も

に
、

障
が

い
児

の
家

族
か

ら
の

相
談

に
応

じ
る

ほ
か

、
障

が
い

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

・
実

相
談

人
数

：
2,

59
9人

（
見

込
み

。
前

年
度

⽐
28

9人
増

）
・

延
べ

相
談

件
数

：
7,

80
5件

（
見

込
み

。
前

年
度

⽐
91

2件
増

）

安
心

し
て

暮
ら

す
こ

と
の

で
き

る
ま

ち
づ

く
り

の
た

め
、

障
が

い
児

を
持

つ
保

護
者

等
に

対
し

、
子

育
て

に
配

慮
し

た
暮

ら
し

全
般

に
つ

い
て

の
相

談
に

も
応

じ
、

生
活

全
般

に
つ

い
て

の
負

担
軽

減
に

寄
与

し
た

。

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
の

変
わ

り
目

な
ど

に
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
う

た
め

、
引

き
続

き
、

各
種

社
会

資
源

と
の

連
携

が
求

め
ら

れ
る

。

障
が

い
福

祉
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
①

子
育

て
支

援
策

の
充

実

111



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

11
3

42
1ｴ

01
保

育
付

き
講

座
や

学
習

会
を

開
催

す
る

な
ど

、
子

育
て

中
の

社
会

参
画

の
機

会
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

■
R5

保
育

者
養

成
講

座
は

休
止

今
後

ベ
テ

ラ
ン

の
保

育
者

が
次

々
と

定
年

を
迎

え
る

。
⽐

較
的

若
い

保
育

者
を

養
成

す
る

た
め

に
、

保
育

者
養

成
講

座
を

広
く

周
知

し
、

参
加

者
の

確
保

に
努

め
る

。

男
女

共
同

参
画

課

11
4

42
1ｴ

02
保

育
付

き
講

座
や

学
習

会
を

開
催

す
る

な
ど

、
子

育
て

中
の

社
会

参
画

の
機

会
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

■
【

男
女

共
同

参
画

課
】

保
育

付
き

講
座

11
講

座
 

保
育

回
数

29
回

 
保

育
人

数
延

べ
73

人
■

【
公

⺠
館

】
家

庭
教

育
学

級
（

事
業

数
 

45
事

業
、

延
べ

参
加

者
1,

47
9人

保
育

室
利

用
児

延
べ

1,
03

2人
）

■
【

秋
葉

区
地

域
総

務
課

】
秋

葉
区

⾃
治

協
議

会
・

保
育

室
設

置
回

数
12

回
、

保
育

人
数

 
0

人 ■
【

江
南

区
健

康
福

祉
課

】
き

い
て

き
か

せ
て

ト
ー

ク
・

1回
開

催
、

保
育

利
用

8人
■

【
江

南
区

健
康

福
祉

課
】

江
南

区
⺠

福
祉

大
会

・
1回

開
催

、
保

育
利

用
0人

■
【

江
南

区
地

域
総

務
】

パ
パ

マ
マ

銭
湯

・
4回

開
催

、
利

用
者

延
べ

28
組

保
育

者
の

資
質

向
上

の
た

め
の

研
修

会
や

、
他

地
区

で
の

保
育

状
況

等
に

つ
い

て
の

情
報

共
有

な
ど

を
通

じ
、

保
育

室
等

運
営

の
質

向
上

を
図

り
、

受
講

者
が

安
心

し
て

学
習

で
き

る
よ

う
支

援
で

き
た

。

安
心

し
て

保
育

室
を

利
用

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
環

境
整

備
を

図
る

と
と

も
に

、
受

講
者

か
ら

も
体

調
管

理
等

に
協

力
し

て
も

ら
え

る
よ

う
、

働
き

か
け

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

各
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
①

子
育

て
支

援
策

の
充

実

112



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

11
5

42
1ｴ

03
保

育
付

き
講

座
や

学
習

会
を

開
催

す
る

な
ど

、
子

育
て

中
の

社
会

参
画

の
機

会
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

■
保

育
付

講
座

等
で

子
ど

も
を

預
か

る
保

育
者

の
研

修
・

交
流

会
実

績
〈

研
修

会
〉

・
3館

で
延

べ
11

1人
が

参
加

〈
交

流
会

〉
・

7館
が

単
独

や
合

同
で

9回
の

交
流

会
を

実
施

し
延

11
1人

が
参

加

保
育

者
の

資
質

向
上

の
た

め
の

研
修

会
や

、
他

地
区

で
の

保
育

状
況

に
つ

い
て

の
情

報
共

有
を

通
じ

、
保

育
室

運
営

の
質

向
上

を
図

り
、

受
講

者
が

安
心

し
て

学
習

で
き

る
よ

う
支

援
し

、
子

育
て

中
の

参
加

者
が

安
心

し
て

学
べ

る
社

会
参

加
の

機
会

づ
く

り
へ

貢
献

で
き

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

の
対

応
は

5類
に

移
行

し
た

が
、

引
き

続
き

安
心

し
て

、
保

育
室

の
利

用
を

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
環

境
整

備
を

図
る

と
と

も
に

、
受

講
者

か
ら

も
体

調
管

理
等

に
協

力
し

て
も

ら
え

る
よ

う
、

働
き

か
け

て
い

く
。

公
⺠

館

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

11
6

42
2ｱ

01
介

護
を

社
会

的
に

支
援

す
る

た
め

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
、

施
設

サ
ー

ビ
ス

や
相

談
事

業
な

ど
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

■
⾃

宅
で

の
⼊

浴
が

困
難

な
重

度
心

⾝
障

が
い

者
に

対
す

る
訪

問
⼊

浴
車

の
派

遣
（

週
2回

（
7〜

9月
は

週
3回

）
・

延
べ

派
遣

回
数

：
3,

46
1回

（
見

込
み

。
前

年
度

⽐
23

3回
増

）

重
度

心
⾝

障
が

い
者

を
⾃

宅
で

介
護

す
る

家
族

の
介

護
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

で
、

社
会

参
加

へ
の

促
進

に
寄

与
し

た
。

週
あ

た
り

の
派

遣
回

数
増

に
つ

い
て

利
用

者
か

ら
要

望
が

寄
せ

ら
れ

て
い

る
。

実
施

可
能

事
業

所
が

限
ら

れ
て

お
り

、
事

業
所

の
確

保
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

障
が

い
福

祉
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
①

子
育

て
支

援
策

の
充

実

②
介

護
サ

ー
ビ

ス
基

盤
の

整
備

・
充

実

113



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

11
7

42
2ｱ

02
介

護
を

社
会

的
に

支
援

す
る

た
め

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
、

施
設

サ
ー

ビ
ス

や
相

談
事

業
な

ど
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

■
障

が
い

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
・

居
宅

介
護

（
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

派
遣

）
延

べ
利

用
者

数
：

12
,0

91
人

（
見

込
み

。
前

年
度

⽐
26

人
増

）
・

生
活

介
護

（
通

所
に

よ
る

機
能

訓
練

や
創

作
活

動
な

ど
の

提
供

）
延

べ
利

用
者

数
：

22
,3

12
人

（
見

込
み

。
前

年
度

⽐
44

6人
増

）
・

短
期

⼊
所

（
介

護
者

の
疾

病
等

時
に

施
設

で
の

一
時

的
な

介
護

）
延

べ
利

用
者

数
：

6,
94

0人
（

見
込

み
。

前
年

度
⽐

67
6人

増
）

・
共

同
生

活
援

助
（

地
域

で
⾃

立
し

た
生

活
を

行
う

た
め

の
支

援
）

延
べ

利
用

者
数

：
9,

65
3人

（
見

込
み

。
前

年
度

⽐
1,

06
8人

増
）

各
種

障
が

い
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
行

い
、

介
護

者
の

負
担

を
軽

減
す

る
こ

と
で

、
社

会
参

加
へ

の
促

進
に

寄
与

し
た

。

社
会

資
源

に
⽐

べ
、

需
要

が
多

く
希

望
通

り
の

支
援

に
つ

な
が

ら
な

い
こ

と
が

あ
る

。
福

祉
全

般
に

共
通

し
て

い
る

ヘ
ル

パ
ー

不
足

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

障
が

い
福

祉
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
②

介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
・

充
実

114



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

11
8

42
2ｱ

03
介

護
を

社
会

的
に

支
援

す
る

た
め

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
、

施
設

サ
ー

ビ
ス

や
相

談
事

業
な

ど
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

■
⺠

間
法

人
が

行
う

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
の

整
備

事
業

5カ
所

の
う

ち
、

改
築

①
と

新
設

⑤
に

補
助

金
を

交
付

し
た

。
②

③
④

⑤
は

併
設

す
る

短
期

⼊
所

生
活

介
護

（
計

47
人

）
を

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
に

転
換

し
た

。

・
広

域
型

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
①

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
あ

し
ぬ

ま
荘

②
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

は
さ

ぎ
の

里
③

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
白

根
や

す
ら

ぎ
の

里
④

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
美

咲
の

里

・
地

域
密

着
型

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
⑤

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
新

潟
⻄

愛
宕

の
園

在
宅

介
護

か
ら

施
設

介
護

に
移

行
す

る
こ

と
で

介
護

者
の

家
庭

生
活

に
係

る
負

担
が

減
り

、
社

会
参

加
へ

の
促

進
を

支
援

し
た

。

計
画

年
度

内
で

事
業

が
完

了
す

る
よ

う
、

補
助

事
業

者
が

行
う

施
設

整
備

の
進

捗
の

管
理

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

公
募

に
対

す
る

手
上

げ
が

減
少

傾
向

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

を
一

層
促

進
す

る
取

り
組

み
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

高
齢

者
支

援
課

11
9

42
2ｱ

04
介

護
を

社
会

的
に

支
援

す
る

た
め

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
、

施
設

サ
ー

ビ
ス

や
相

談
事

業
な

ど
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

■
年

４
回

、
３

カ
月

分
支

給
す

る
。

４
月

〜
６

月
分

：
７

月
末

支
給

７
月

〜
９

月
分

：
10

月
末

支
給

10
月

〜
12

月
分

：
１

月
末

支
給

１
月

〜
３

月
分

：
４

月
末

支
給

述
べ

対
象

者
数

 
1,

43
6件

⽐
較

的
介

護
度

の
高

い
高

齢
者

と
同

居
し

、
常

時
介

護
す

る
家

族
に

給
付

費
を

支
給

す
る

こ
と

に
よ

り
、

要
介

護
者

へ
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

利
用

促
進

及
び

介
護

す
る

家
族

の
精

神
的

負
担

を
軽

減
し

た
。

令
和

5年
度

末
に

事
業

終
了

。
高

齢
者

支
援

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
②

介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
・

充
実

115



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

12
0

42
2ｱ

05
介

護
を

社
会

的
に

支
援

す
る

た
め

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
、

施
設

サ
ー

ビ
ス

や
相

談
事

業
な

ど
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

■
公

正
な

要
介

護
認

定
に

基
づ

い
て

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
が

行
え

る
よ

う
、

要
介

護
認

定
に

係
る

関
係

者
に

対
し

て
研

修
を

実
施

し
た

。

・
要

介
護

認
定

者
数

 
47

,7
23

人
(R

6.
3月

末
現

在
)

・
介

護
認

定
審

査
委

員
研

修
 

23
7人

 
(新

任
:1

4人
 現

任
:2

23
人

)
・

認
定

調
査

員
研

修
 

59
9人

 
(新

任
:1

11
人

 現
任

:4
88

人
)

地
域

全
体

で
介

護
者

を
支

え
、

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

く
体

制
づ

く
り

を
実

践
し

た
。

高
齢

人
口

の
増

大
な

ど
に

よ
り

、
介

護
や

日
常

の
生

活
支

援
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

が
増

大
す

る
一

⽅
、

生
産

年
齢

人
口

が
減

少
し

、
担

い
手

不
足

が
見

込
ま

れ
る

た
め

、
地

域
全

体
で

高
齢

者
を

支
え

る
仕

組
み

づ
く

り
が

よ
り

一
層

必
要

と
な

っ
て

い
る

。

介
護

保
険

課

12
1

42
2ｱ

06
介

護
を

社
会

的
に

支
援

す
る

た
め

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
、

施
設

サ
ー

ビ
ス

や
相

談
事

業
な

ど
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

■
訪

問
指

導
事

業
実

 
4,

42
2人

延
 

7,
91

2人

要
指

導
者

本
人

だ
け

で
な

く
、

家
族

(介
護

者
含

む
）

に
対

し
て

も
必

要
な

指
導

を
実

施
。

ま
た

、
社

会
資

源
に

関
す

る
情

報
提

供
な

ど
に

よ
り

介
護

者
の

負
担

軽
減

を
図

り
、

社
会

参
加

の
支

援
に

つ
な

げ
て

い
る

。

対
象

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
、

ま
た

健
康

の
保

持
増

進
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

支
援

を
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

健
康

増
進

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
②

介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
・

充
実

116



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

12
2

42
2ｲ

01
誰

も
が

介
護

の
担

い
手

に
な

る
た

め
、

介
護

に
つ

い
て

の
学

習
機

会
や

情
報

提
供

な
ど

の
拡

充
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

高
齢

者
本

人
や

介
護

す
る

家
族

を
地

域
全

体
で

支
援

す
る

た
め

、
認

知
症

に
対

す
る

正
し

い
理

解
を

啓
発

し
ま

す
。

■
家

族
介

護
支

援
教

室
参

加
者

数
：

26
0人

講
座

の
対

象
者

に
つ

い
て

、
高

齢
者

を
介

護
す

る
家

族
や

近
隣

の
支

援
者

と
す

る
こ

と
で

、
支

援
を

必
要

と
す

る
高

齢
者

と
そ

の
家

族
を

地
域

全
体

で
支

え
る

環
境

づ
く

り
に

貢
献

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

参
加

者
が

少
な

い
こ

と
か

ら
、

さ
ら

に
多

く
の

⽅
に

参
加

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
教

室
の

市
内

全
域

で
の

開
催

に
向

け
て

取
り

組
む

。

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

課

12
3

42
2ｲ

02
誰

も
が

介
護

の
担

い
手

に
な

る
た

め
、

介
護

に
つ

い
て

の
学

習
機

会
や

情
報

提
供

な
ど

の
拡

充
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

高
齢

者
本

人
や

介
護

す
る

家
族

を
地

域
全

体
で

支
援

す
る

た
め

、
認

知
症

に
対

す
る

正
し

い
理

解
を

啓
発

し
ま

す
。

■
キ

ャ
ラ

バ
ン

メ
イ

ト
養

成
講

座
修

了
者

数
：

51
人

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

の
講

師
を

務
め

る
「

キ
ャ

ラ
バ

ン
メ

イ
ト

」
の

養
成

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
の

さ
ら

な
る

養
成

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

各
地

域
に

お
け

る
キ

ャ
ラ

バ
ン

メ
イ

ト
連

絡
会

の
立

ち
上

げ
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

認
知

症
の

普
及

啓
発

活
動

の
さ

ら
な

る
活

性
化

を
図

る
。

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

課

12
4

42
2ｲ

03
誰

も
が

介
護

の
担

い
手

に
な

る
た

め
、

介
護

に
つ

い
て

の
学

習
機

会
や

情
報

提
供

な
ど

の
拡

充
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

高
齢

者
本

人
や

介
護

す
る

家
族

を
地

域
全

体
で

支
援

す
る

た
め

、
認

知
症

に
対

す
る

正
し

い
理

解
を

啓
発

し
ま

す
。

■
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
修

了
者

数
：

3,
98

1人
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
の

養
成

を
地

域
住

⺠
だ

け
で

な
く

、
企

業
や

学
校

な
ど

で
も

広
く

行
う

こ
と

で
、

認
知

症
の

正
し

い
知

識
の

普
及

や
理

解
促

進
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

を
中

心
と

し
て

支
援

を
つ

な
ぐ

し
く

み
「

チ
ー

ム
オ

レ
ン

ジ
」

の
構

築
に

も
取

り
組

み
、

認
知

症
の

人
と

家
族

を
地

域
で

支
え

る
環

境
づ

く
り

を
進

め
る

。

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
②

介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
・

充
実
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

12
5

42
2ｲ

04
誰

も
が

介
護

の
担

い
手

に
な

る
た

め
、

介
護

に
つ

い
て

の
学

習
機

会
や

情
報

提
供

な
ど

の
拡

充
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

高
齢

者
本

人
や

介
護

す
る

家
族

を
地

域
全

体
で

支
援

す
る

た
め

、
認

知
症

に
対

す
る

正
し

い
理

解
を

啓
発

し
ま

す
。

■
高

齢
者

の
相

談
窓

口
、

介
護

保
険

制
度

等
の

情
報

提
供

と
と

も
に

、
認

知
症

対
応

へ
の

理
解

を
深

め
る

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
。

・
働

く
人

の
た

め
の

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
 

2回
72

人
参

加
・

認
知

症
を

テ
ー

マ
に

し
た

医
療

と
介

護
の

市
⺠

講
座

 
26

回
76

4人
参

加

・
働

く
人

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

で
は

、
介

護
に

直
面

す
る

前
の

心
構

え
や

相
談

窓
口

・
介

護
保

険
制

度
等

に
つ

い
て

紹
介

し
た

。
・

認
知

症
の

早
期

発
見

と
対

応
⽅

法
に

つ
い

て
広

く
市

⺠
に

理
解

を
促

す
こ

と
が

で
き

た
。

働
き

盛
り

世
代

が
参

加
し

や
す

い
セ

ミ
ナ

ー
等

開
催

⽅
法

お
よ

び
SN

S等
の

活
用

に
よ

る
情

報
発

信
の

検
討

地
域

医
療

推
進

課

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

12
6

42
3ｱ

01
子

育
て

を
地

域
全

体
で

支
え

て
い

く
た

め
に

、
地

域
の

人
材

や
市

⺠
団

体
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
子

育
て

支
援

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

■
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
で

要
保

護
児

童
等

に
関

す
る

情
報

の
収

集
、

支
援

⽅
針

の
決

定
、

支
援

の
実

施
を

行
っ

た
。

・
児

童
虐

待
相

談
対

応
件

数
 

令
和

5
年

度
65

7件
（

令
和

4年
度

 6
04

件
）

■
DV

や
児

童
虐

待
等

の
問

題
を

抱
え

る
相

談
者

に
対

し
て

支
援

を
行

っ
た

。

■
支

援
に

あ
た

り
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
取

り
組

ん
だ

。

■
R6

年
度

よ
り

こ
ど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
と

し
て

、
児

童
福

祉
と

⺟
子

保
健

の
両

機
能

を
一

体
的

に
支

援
を

行
う

。
■

相
談

内
容

が
多

様
化

・
複

雑
化

し
て

お
り

、
相

談
員

の
対

応
力

の
一

層
の

充
実

が
求

め
ら

れ
る

。
■

職
員

の
資

質
向

上
に

向
け

、
区

同
士

の
情

報
共

有
な

ど
横

の
連

携
強

化
や

法
律

研
修

な
ど

研
修

機
会

の
創

出
を

進
め

る
。

こ
ど

も
家

庭
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
③

地
域

で
支

え
る

環
境

づ
く

り

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
②

介
護

サ
ー

ビ
ス

基
盤

の
整

備
・

充
実

118



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

12
7

42
3ｱ

02
子

育
て

を
地

域
全

体
で

支
え

て
い

く
た

め
に

、
地

域
の

人
材

や
市

⺠
団

体
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
子

育
て

支
援

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

■
子

育
て

に
お

い
て

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

の
一

環
で

、
子

育
て

関
連

講
座

等
受

講
者

に
よ

る
サ

ー
ク

ル
立

ち
上

げ
を

支
援

・
新

規
サ

ー
ク

ル
数

 
16

団
体

受
講

者
同

士
の

交
流

を
発

展
さ

せ
、

サ
ー

ク
ル

を
立

ち
上

げ
、

仲
間

同
士

で
子

育
て

に
関

す
る

活
動

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
子

育
て

に
お

い
て

の
孤

立
防

止
や

、
不

安
感

・
負

担
感

が
解

消
で

き
る

。
地

域
全

体
で

子
育

て
や

介
護

を
支

え
る

仕
組

み
づ

く
り

に
貢

献
で

き
た

。

受
講

を
機

会
に

受
講

者
同

士
の

交
流

・
親

睦
が

図
れ

る
よ

う
な

工
夫

を
重

ね
、

信
頼

感
、

安
心

感
を

育
ん

だ
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
の

役
割

を
担

う
新

た
な

サ
ー

ク
ル

立
ち

上
げ

の
支

援
を

継
続

す
る

。

公
⺠

館

12
8

42
3ｲ

01
高

齢
者

や
障

が
い

者
等

が
住

み
な

れ
た

地
域

で
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

で
の

見
守

り
体

制
の

充
実

に
努

め
、

⾃
立

を
支

え
ま

す
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

登
録

事
業

者
は

令
和

5
年

度
末

で
34

0件
と

な
っ

た
。

各
協

力
業

者
の

日
々

の
業

務
の

な
か

で
、

見
守

り
を

実
施

す
る

体
制

を
構

築
で

き
た

。

引
き

続
き

、
事

業
者

の
日

々
の

業
務

の
中

で
、

見
守

り
を

実
施

す
る

体
制

を
構

築
す

る
。

ま
た

、
事

業
者

の
募

集
を

行
う

な
ど

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
大

を
図

る
。

福
祉

総
務

課

12
9

42
3ｲ

02
高

齢
者

や
障

が
い

者
等

が
住

み
な

れ
た

地
域

で
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

で
の

見
守

り
体

制
の

充
実

に
努

め
、

⾃
立

を
支

え
ま

す
。

■
地

域
の

茶
の

間
助

成
支

援
件

数
：

46
0件

地
域

の
茶

の
間

の
運

営
を

支
援

す
る

こ
と

で
高

齢
者

の
見

守
り

や
居

場
所

づ
く

り
な

ど
、

支
え

合
い

・
助

け
合

う
地

域
づ

く
り

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

引
き

続
き

地
域

の
茶

の
間

へ
の

支
援

を
行

い
、

地
域

の
茶

の
間

を
土

台
と

し
た

支
え

合
い

の
地

域
づ

く
り

を
進

め
る

。

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

課

③
地

域
で

支
え

る
環

境
づ

く
り

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援

119



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

13
0

42
3ｲ

03
高

齢
者

や
障

が
い

者
等

が
住

み
な

れ
た

地
域

で
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

で
の

見
守

り
体

制
の

充
実

に
努

め
、

⾃
立

を
支

え
ま

す
。

■
⾝

体
的

・
精

神
的

理
由

に
よ

り
食

事
の

調
理

が
困

難
な

者
に

対
し

て
、

訪
問

し
て

食
事

を
定

期
的

に
提

供
し

、
併

せ
て

安
否

確
認

を
行

っ
た

。
述

べ
配

食
数

：
79

,3
89

食

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

食
事

の
提

供
と

安
否

確
認

を
行

う
こ

と
で

、
生

活
の

質
の

向
上

と
⾃

立
し

た
生

活
を

支
援

し
た

。

サ
ー

ビ
ス

の
平

等
化

に
向

け
た

検
討

が
必

要
。

高
齢

者
支

援
課

13
1

42
3ｲ

04
高

齢
者

や
障

が
い

者
等

が
住

み
な

れ
た

地
域

で
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

で
の

見
守

り
体

制
の

充
実

に
努

め
、

⾃
立

を
支

え
ま

す
。

■
高

齢
者

虐
待

防
止

連
絡

協
議

会
の

開
催

（
1回

）
■

高
齢

者
虐

待
防

止
連

絡
会

の
開

催
（

1回
）

■
区

役
所

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
職

員
を

対
象

に
高

齢
者

虐
待

担
当

職
員

研
修

会
の

実
施

（
2回

）
計

 6
3名

■
緊

急
一

時
保

護
の

た
め

の
居

室
の

確
保 ■

高
齢

者
虐

待
防

止
相

談
員

の
雇

用
（

1名
）

■
緊

急
時

の
連

絡
体

制
の

整
備

高
齢

者
を

支
援

す
る

関
係

者
の

権
利

擁
護

の
意

識
を

高
め

、
高

齢
者

虐
待

を
未

然
に

防
ぐ

こ
と

や
早

期
発

見
、

早
期

対
応

に
努

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

引
き

続
き

、
虐

待
の

未
然

防
止

に
向

け
た

介
⼊

や
周

知
啓

発
、

相
談

体
制

の
整

備
な

ど
が

必
要

。

高
齢

者
支

援
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
③

地
域

で
支

え
る

環
境

づ
く

り

120



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

13
2

42
3ｲ

05
高

齢
者

や
障

が
い

者
等

が
住

み
な

れ
た

地
域

で
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

で
の

見
守

り
体

制
の

充
実

に
努

め
、

⾃
立

を
支

え
ま

す
。

■
高

齢
者

に
緊

急
通

報
装

置
を

貸
与

し
、

緊
急

時
に

お
け

る
出

動
、

定
期

的
な

安
否

確
認

、
各

種
の

相
談

受
付

を
行

う
。

年
度

末
設

置
台

数
：

1,
47

8台

高
齢

者
及

び
そ

の
家

族
に

と
っ

て
安

心
・

安
全

な
生

活
の

維
持

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

暮
ら

し
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

支
援

を
行

っ
た

。

周
知

を
行

い
，

制
度

利
用

者
を

増
や

す
こ

と
が

必
要

。
高

齢
者

支
援

課

13
3

42
3ｳ

01
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
や

地
域

活
動

等
を

通
じ

て
高

齢
者

の
社

会
参

画
を

促
進

し
ま

す
。

区
社

協
に

お
い

て
各

種
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
講

座
等

を
合

計
25

回
実

施
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
、

地
域

活
動

を
推

進
す

る
た

め
の

担
い

手
育

成
を

行
っ

た
。

そ
の

ほ
か

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
同

士
の

交
流

会
や

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

受
け

⼊
れ

る
側

の
研

修
も

5回
実

施
し

た
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

情
報

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

機
能

強
化

事
業

と
し

て
は

、
区

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
情

報
誌

を
8区

で
合

計
29

回
発

行
し

、
区

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
情

報
な

ど
を

広
く

周
知

し
た

。

講
座

開
催

や
情

報
発

信
に

よ
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

普
及

が
図

ら
れ

、
実

際
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

へ
の

き
っ

か
け

と
な

る
と

と
も

に
、

参
加

者
が

福
祉

や
地

域
活

動
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

と
な

っ
た

。

こ
れ

ま
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

や
地

域
活

動
へ

の
参

加
が

少
な

い
⽅

に
対

し
て

の
普

及
啓

発
活

動
が

課
題

。
講

座
へ

の
参

加
を

機
会

と
し

て
、

⻑
期

的
な

地
域

活
動

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

に
つ

な
げ

て
い

く
必

要
が

あ
り

、
引

き
続

き
地

域
福

祉
活

動
を

担
う

人
材

の
育

成
・

確
保

の
た

め
関

係
機

関
と

の
連

携
し

、
市

⺠
ニ

ー
ズ

に
適

し
た

講
座

の
開

催
に

努
め

る
。

福
祉

総
務

課

13
4

42
3ｳ

02
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
や

地
域

活
動

等
を

通
じ

て
高

齢
者

の
社

会
参

画
を

促
進

し
ま

す
。

■
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
に

対
し

、
運

営
費

の
一

部
を

補
助

し
た

。
＜

R5
年

度
実

績
＞

交
付

額
：

48
,9

00
,0

00
円

会
員

数
：

3,
89

9人
就

業
率

：
77

.9
％

契
約

金
額

：
1,

49
7,

41
0千

円

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

へ
補

助
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
高

齢
者

の
就

業
機

会
が

増
大

し
、

地
域

活
動

等
を

通
じ

て
高

齢
者

の
社

会
参

画
促

進
に

つ
な

が
っ

た
。

就
業

機
会

の
拡

大
、

女
性

の
就

業
開

拓
の

推
進

、
会

員
数

、
就

業
率

及
び

契
約

金
額

増
加

へ
の

取
り

組
み

を
確

認
し

、
引

き
続

き
支

援
し

て
い

く
。

高
齢

者
支

援
課

③
地

域
で

支
え

る
環

境
づ

く
り

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援

121



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

13
5

42
4ｱ

01
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
一

時
的

に
支

援
が

必
要

な
家

庭
に

家
庭

生
活

支
援

員
を

派
遣

し
た

。

派
遣

家
庭

数
：

12
件

（
前

年
度

⽐
60

％
）

派
遣

延
回

数
：

53
回

（
前

年
度

⽐
47

.7
％

）

⺟
子

家
庭

・
⽗

子
家

庭
問

わ
ず

制
度

を
適

用
し

、
個

々
の

ひ
と

り
親

家
庭

に
合

っ
た

要
望

に
応

え
る

た
め

、
委

託
先

と
連

携
し

支
援

を
行

っ
た

。

多
様

化
す

る
ひ

と
り

親
家

庭
の

ニ
ー

ズ
を

検
証

し
、

よ
り

多
く

の
家

庭
に

利
用

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
利

用
⽅

法
、

情
報

提
供

を
行

う
。

こ
ど

も
政

策
課

13
6

42
4ｱ

02
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
一

時
的

に
資

金
を

必
要

と
す

る
⺟

子
家

庭
の

⺟
、

⽗
子

家
庭

の
⽗

、
児

童
、

寡
婦

に
対

し
、

修
学

資
金

等
の

貸
付

を
行

っ
た

。

新
規

貸
付

件
数

：
22

8件

⺟
子

家
庭

等
の

⾃
立

に
つ

な
が

る
よ

う
、

生
活

全
般

を
支

援
す

る
視

点
で

適
切

な
貸

し
付

け
を

行
っ

た
。

電
話

催
告

、
訪

問
指

導
を

実
施

し
、

個
々

の
家

庭
状

況
を

把
握

し
、

適
切

な
償

還
指

導
を

行
う

。

こ
ど

も
政

策
課

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
④

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

122



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

13
7

42
4ｱ

03
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
ひ

と
り

親
家

庭
等

へ
の

経
済

的
支

援
と

し
て

児
童

扶
養

手
当

を
支

給
し

た
。

児
童

1人
：

月
額

44
,1

40
円

〜
10

,4
10

円 児
童

2人
：

月
額

10
,4

20
円

〜
5,

21
0円

加
算

児
童

3人
以

上
：

1人
に

つ
き

月
額

6,
25

0円
〜

3,
13

0円
加

算
受

給
対

象
者

数
：

4,
08

1人
（

令
和

6年
3月

31
日

現
在

）

手
当

受
給

者
の

約
半

数
は

低
所

得
世

帯
と

な
っ

て
お

り
、

特
に

⺟
子

家
庭

の
⺟

に
つ

い
て

経
済

的
⾃

立
が

で
き

る
よ

う
、

就
労

支
援

等
へ

結
び

つ
け

る
。

現
況

届
出

時
等

で
、

受
給

者
の

生
活

状
況

を
把

握
し

、
必

要
に

応
じ

、
就

労
相

談
へ

つ
な

げ
る

。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
④

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

123



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

13
8

42
4ｱ

04
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
新

潟
県

と
共

同
設

置
す

る
⺟

子
家

庭
等

就
業

⾃
立

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

就
業

相
談

や
求

人
開

拓
支

援
、

就
業

支
援

講
習

会
（

パ
ソ

コ
ン

講
習

会
）

、
出

張
型

就
業

相
談

、
ま

た
、

弁
護

士
に

よ
る

養
育

費
相

談
を

実
施

し
た

。

相
談

者
の

⾃
立

に
必

要
な

支
援

⽅
法

が
提

示
で

き
る

よ
う

に
配

慮
し

た
。

ま
た

、
⺟

子
、

⽗
子

問
わ

ず
相

談
に

応
じ

た
。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
の

労
働

関
係

機
関

や
⺟

子
福

祉
団

体
等

と
の

さ
ら

な
る

連
携

を
図

り
、

効
果

的
な

就
労

支
援

等
の

実
施

に
努

め
る

。

こ
ど

も
政

策
課

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
④

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

13
9

42
4ｱ

05
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
⺟

子
⽗

子
⾃

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

事
業

 
23

人
の

ひ
と

り
親

家
庭

の
⽗

⺟
に

対
し

、
⾃

立
に

向
け

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
策

定
し

、
就

労
支

援
を

行
っ

た
。

■
⾃

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

事
業

7人 ■
高

等
職

業
訓

練
促

進
給

付
金

事
業

 
経

済
的

な
⾃

立
等

の
た

め
就

職
に

効
果

的
な

資
格

取
得

を
目

指
し

養
成

機
関

で
就

業
す

る
⺟

子
家

庭
の

⺟
27

人
へ

促
進

給
付

金
を

支
給

し
、

支
援

し
た

。

多
様

化
す

る
ひ

と
り

親
家

庭
の

実
態

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

効
果

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
を

行
い

適
切

な
就

業
支

援
、

経
済

的
支

援
を

行
っ

た
。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
の

労
働

関
係

機
関

や
⺟

子
福

祉
団

体
等

と
の

さ
ら

な
る

連
携

を
図

り
、

効
果

的
な

就
労

支
援

等
の

実
施

に
努

め
る

。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
④

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

14
0

42
4ｱ

06
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
ひ

と
り

親
家

庭
相

談
会

（
年

4回
）

を
開

催
弁

護
士

相
談

会
   

   
 

 2
回

 1
6人

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

相
談

会
  2

回
 1

9人

ひ
と

り
親

家
庭

の
抱

え
る

問
題

解
決

を
支

援
し

、
ひ

と
り

親
家

庭
の

⾃
立

と
生

活
の

安
定

を
総

合
的

に
支

援
す

る
。

ひ
と

り
親

が
直

面
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

問
題

の
解

決
を

支
援

し
、

ひ
と

り
親

家
庭

の
生

活
の

⾃
立

と
安

定
を

図
る

取
り

組
み

を
行

う
。

こ
ど

も
政

策
課

14
1

42
4ｱ

07
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
支

援
に

努
め

ま
す

。

養
育

費
履

行
確

保
事

業
R5

申
請

件
数

・
公

正
証

書
作

成
費

補
助

：
33

件
・

養
育

費
保

証
契

約
費

補
助

：
2件

各
関

係
機

関
へ

の
チ

ラ
シ

配
布

等
、

事
業

周
知

に
取

り
組

ん
だ

。
更

な
る

事
業

周
知

に
取

り
組

ん
で

い
く

。
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
事

業
内

容
へ

の
検

討
が

必
要

。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
④

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

14
2

42
4ｲ

01
⺟

子
・

⽗
子

⾃
立

支
援

員
が

ひ
と

り
親

家
庭

か
ら

の
生

活
上

の
相

談
に

応
じ

、
新

潟
県

・
新

潟
市

ひ
と

り
親

家
庭

等
就

業
・

⾃
立

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
生

活
や

養
育

費
等

⾃
立

に
向

け
た

相
談

や
支

援
制

度
等

の
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。

■
各

区
に

1名
ず

つ
⺟

子
・

⽗
子

⾃
立

支
援

員
を

配
置

し
相

談
に

応
じ

た
。

相
談

件
数

：
（

⺟
子

：
1,

24
9件

 
⽗

子
：

11
1件

）

ひ
と

り
親

の
早

期
⾃

立
を

図
る

た
め

、
生

活
全

般
を

支
援

す
る

視
点

で
相

談
業

務
を

行
っ

た
。

ひ
と

り
親

家
庭

の
早

期
⾃

立
の

た
め

に
必

要
な

取
り

組
み

を
行

い
、

生
活

意
欲

の
形

成
と

安
定

を
図

る
。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

（
２

）
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

子
育

て
や

介
護

等
に

関
す

る
支

援
④

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

127



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

14
3

43
1ｱ

01
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
ほ

か
、

い
わ

ゆ
る

マ
タ

ニ
テ

ィ
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

や
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

防
止

す
る

環
境

づ
く

り
の

た
め

、
啓

発
や

相
談

窓
口

等
の

情
報

提
供

に
努

め
ま

す
。

■
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
関

す
る

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
、

啓
発

や
相

談
窓

口
の

周
知

を
図

っ
た

。

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

に
向

け
た

意
識

啓
発

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

よ
り

効
果

的
な

啓
発

⽅
法

が
な

い
か

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
男

女
共

同
参

画
課

14
4

43
1ｱ

02
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
ほ

か
、

い
わ

ゆ
る

マ
タ

ニ
テ

ィ
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

や
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

防
止

す
る

環
境

づ
く

り
の

た
め

、
啓

発
や

相
談

窓
口

等
の

情
報

提
供

に
努

め
ま

す
。

働
き

⽅
改

革
関

連
の

情
報

を
集

約
し

た
専

用
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

活
用

し
、

事
業

主
に

限
ら

ず
、

働
く

人
向

け
の

情
報

な
ど

を
含

め
た

総
合

的
な

情
報

発
信

を
行

っ
て

お
り

、
同

サ
イ

ト
に

お
い

て
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
に

つ
い

て
の

コ
ン

テ
ン

ツ
を

掲
載

し
て

い
る

。

事
業

主
が

講
ず

べ
き

措
置

や
被

害
を

受
け

た
と

き
の

対
応

⽅
法

を
周

知
す

る
こ

と
で

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

を
図

っ
た

。

引
き

続
き

、
専

用
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

を
有

効
に

活
用

し
な

が
ら

情
報

提
供

に
努

め
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
意

識
啓

発
を

図
っ

て
い

く
。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

目
標

4 
仕

事
と

生
活

の
調

和
（

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

）
の

推
進

−
職

業
生

活
と

家
庭

生
活

・
地

域
活

動
と

の
両

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

環
境

の
整

備
−

①
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

等
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
防

止
（

３
）

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
な

い
職

場
の

実
現
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

14
5

51
1ｱ

01
学

校
に

お
い

て
、

性
に

関
す

る
正

し
い

理
解

・
尊

重
の

た
め

に
発

達
段

階
に

応
じ

た
性

教
育

の
指

導
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

小
学

校
で

は
体

育
科

及
び

特
別

活
動

，
中

学
校

で
は

保
健

体
育

科
及

び
特

別
活

動
，

高
等

学
校

で
は

保
健

体
育

科
及

び
特

別
活

動
を

中
心

に
指

導
を

行
っ

た
。

学
習

指
導

要
領

の
内

容
を

確
実

に
学

ぶ
こ

と
を

基
本

に
，

各
校

の
実

情
に

応
じ

て
性

教
育

の
指

導
の

充
実

を
学

校
園

に
働

き
か

け
た

。

関
連

講
座

や
研

修
会

を
周

知
す

る
と

と
も

に
参

加
を

促
す

。
個

々
を

大
切

に
し

，
互

い
を

認
め

合
う

人
間

関
係

の
育

成
の

一
環

と
し

て
，

一
層

推
進

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

学
校

支
援

課

14
6

51
1ｲ

01
学

校
・

行
政

・
地

域
・

家
庭

が
連

携
し

、
個

人
が

将
来

の
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

を
描

き
、

希
望

が
実

現
で

き
る

よ
う

に
、

性
に

関
す

る
正

し
い

知
識

と
、

望
ま

な
い

妊
娠

や
性

感
染

症
の

適
切

な
予

防
行

動
の

普
及

啓
発

を
行

い
ま

す
。

○
中

高
等

学
校

で
の

健
康

教
育

。
 

18
回

29
79

人
(昨

年
度

実
績

 
17

回
25

51
人

)
○

専
門

学
校

・
大

学
へ

の
健

康
教

育
・

５
校

８
回

（
55

6人
）

に
実

施
。

・
４

校
へ

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
配

布
○

HI
V・

エ
イ

ズ
相

談
電

話
の

実
施

(平
日

8:
30

〜
17

:3
0)

○
HI

V検
査

・
相

談
に

お
い

て
正

し
い

知
識

の
提

供
、

予
防

に
つ

い
て

の
指

導
。

相
談

実
績

14
97

件
（

昨
年

度
実

績
12

64
件

）
検

査
実

績
12

06
件

（
昨

年
度

実
績

89
0

件
）

⾃
分

⾃
⾝

の
行

動
を

振
り

返
り

、
妊

娠
・

性
感

染
症

を
⾃

⾝
の

問
題

と
し

て
捉

え
ら

れ
る

よ
う

健
康

教
育

を
実

施
し

た
。

「
性

」
・

「
心

」
は

そ
れ

ぞ
れ

違
い

、
お

互
い

に
思

い
や

る
こ

と
の

大
切

さ
を

伝
え

、
正

し
い

知
識

を
も

つ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
指

導
し

た
。

理
解

度
で

は
、

専
門

学
校

・
大

学
を

対
象

に
行

っ
た

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
80

％
以

上
の

理
解

で
あ

っ
た

。

・
今

年
度

は
コ

ロ
ナ

が
5類

に
な

っ
た

こ
と

で
対

面
で

の
啓

発
・

講
義

等
が

実
施

が
可

能
と

な
っ

た
。

関
心

の
あ

る
学

校
で

は
啓

発
が

で
き

る
が

、
そ

れ
以

外
の

学
校

で
も

講
義

を
行

え
る

よ
う

な
周

知
を

実
施

し
て

い
く

。
ま

た
今

後
も

様
々

な
場

で
啓

発
を

行
い

、
多

く
の

人
に

正
し

い
知

識
を

持
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
教

育
を

実
施

す
る

。

保
健

管
理

課

①
性

に
関

す
る

正
し

い
知

識
と

理
解

に
つ

い
て

の
教

育
・

学
習

機
会

の
充

実

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
１

）
性

を
理

解
・

尊
重

す
る

た
め

の
啓

発
活

動
の

推
進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

14
7

51
1ｳ

01
地

域
に

お
い

て
、

思
春

期
の

子
ど

も
と

保
護

者
に

対
し

、
健

康
・

性
・

こ
こ

ろ
の

問
題

に
つ

い
て

の
幅

広
い

知
識

の
普

及
を

図
り

ま
す

。

■
思

春
期

等
健

康
教

育
8区

計
70

回
実

施 ■
参

加
者

数
実

6,
50

1人
、

延
6,

50
1人

市
内

の
小

学
校

、
中

学
校

、
高

校
、

大
学

の
学

生
を

対
象

に
健

康
教

育
を

実
施

。
思

春
期

の
子

ど
も

た
ち

が
互

い
の

性
を

理
解

し
合

い
、

命
の

尊
さ

と
⾃

分
の

健
康

や
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

を
考

え
る

機
会

と
な

っ
た

。

引
き

続
き

、
学

校
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
・

協
力

に
よ

り
、

よ
り

多
く

の
思

春
期

の
子

ど
も

た
ち

に
啓

発
し

て
い

く
。

こ
ど

も
家

庭
課

14
8

51
1ｳ

02
地

域
に

お
い

て
、

思
春

期
の

子
ど

も
と

保
護

者
に

対
し

、
健

康
・

性
・

こ
こ

ろ
の

問
題

に
つ

い
て

の
幅

広
い

知
識

の
普

及
を

図
り

ま
す

。

■
思

春
期

家
庭

教
育

学
級

の
開

催
実

績
・

実
施

館
数

 
6館

・
事

業
数

 
7事

業
・

延
参

加
者

数
 

23
1人

■
中

学
生

の
保

護
者

を
対

象
と

し
た

子
育

て
学

習
出

前
講

座
の

開
催

実
績

・
中

学
校

数
 

9校
・

参
加

者
数

 
39

6人

不
安

定
な

思
春

期
の

子
ど

も
た

ち
の

現
状

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

し
、

思
春

期
の

子
ど

も
の

保
護

者
に

対
し

、
健

康
・

性
・

こ
こ

ろ
の

問
題

に
つ

い
て

の
幅

広
い

知
識

の
普

及
に

貢
献

で
き

た
。

思
春

期
の

子
ど

も
た

ち
の

保
護

者
に

は
就

労
者

が
多

い
た

め
、

参
加

し
や

す
い

日
時

の
選

定
や

関
心

を
引

く
テ

ー
マ

の
設

定
な

ど
、

工
夫

し
て

企
画

す
る

こ
と

が
必

要
な

た
め

、
講

師
選

定
等

に
も

注
力

し
て

い
き

た
い

。

公
⺠

館

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
１

）
性

を
理

解
・

尊
重

す
る

た
め

の
啓

発
活

動
の

推
進

①
性

に
関

す
る

正
し

い
知

識
と

理
解

に
つ

い
て

の
教

育
・

学
習

機
会

の
充

実
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

14
9

51
2ｱ

01
男

女
共

同
参

画
推

進
セ

ン
タ

ー
「

ア
ル

ザ
に

い
が

た
」

等
に

お
い

て
、

性
と

生
殖

の
健

康
と

権
利

に
関

す
る

⾃
己

決
定

に
つ

い
て

、
正

し
い

理
解

を
促

す
た

め
に

、
講

座
の

開
催

や
情

報
提

供
等

に
よ

り
啓

発
を

進
め

ま
す

。

※
ア

ル
ザ

講
座

（
別

紙
）

（
女

性
の

生
き

⽅
講

座
、

男
女

共
同

参
画

講
2）

・
女

性
の

生
き

⽅
講

座
で

は
、

生
理

や
更

年
期

の
こ

と
に

つ
い

て
、

正
し

い
知

識
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。

・
男

女
共

同
参

画
講

座
2は

、
男

性
不

妊
と

夫
婦

で
不

妊
治

療
を

前
向

き
に

乗
り

越
え

よ
う

と
す

る
姿

を
描

い
た

映
画

内
容

で
、

男
性

不
妊

へ
の

啓
発

や
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
・

ヘ
ル

ス
／

ラ
イ

ツ
の

啓
発

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

・
性

に
つ

い
て

の
正

し
い

知
識

お
よ

び
理

解
を

促
す

た
め

に
は

、
引

き
続

き
啓

発
し

て
い

く
と

共
に

、
安

心
安

全
な

学
び

場
を

継
続

的
に

提
供

し
て

い
く

こ
と

が
課

題
。

・
性

や
生

殖
に

関
す

る
映

画
は

、
内

容
に

よ
っ

て
配

慮
が

必
要

な
作

品
が

あ
る

た
め

、
作

品
の

慎
重

な
選

定
が

必
要

。
映

画
作

品
の

情
報

収
集

を
行

い
、

引
き

続
き

啓
発

し
て

い
き

た
い

。

男
女

共
同

参
画

課

②
性

と
生

殖
の

健
康

と
権

利
に

関
す

る
⾃

己
決

定
に

つ
い

て
の

啓
発

活
動

の
充

実

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
１

）
性

を
理

解
・

尊
重

す
る

た
め

の
啓

発
活

動
の

推
進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

15
0

52
1ｱ

01
生

活
習

慣
病

予
防

や
介

護
予

防
の

た
め

、
特

定
健

康
診

査
・

特
定

保
健

指
導

、
健

康
教

育
や

健
康

相
談

を
実

施
し

ま
す

。

■
成

人
相

談
事

業
開

催
回

数
 

 
  3

54
回

延
参

加
人

員
 

3,
33

2人

個
々

の
状

況
に

応
じ

た
助

言
・

指
導

を
行

っ
た

。
ま

た
健

診
の

結
果

な
ど

か
ら

必
要

性
の

高
い

人
に

は
、

個
別

に
案

内
す

る
等

周
知

を
図

っ
た

。

定
例

日
の

健
康

相
談

を
利

用
で

き
な

い
市

⺠
へ

の
対

応
（

電
話

や
窓

口
等

で
の

随
時

相
談

）
も

継
続

す
る

。

健
康

増
進

課

15
1

52
1ｱ

02
生

活
習

慣
病

予
防

や
介

護
予

防
の

た
め

、
特

定
健

康
診

査
・

特
定

保
健

指
導

、
健

康
教

育
や

健
康

相
談

を
実

施
し

ま
す

。

■
健

康
教

育
事

業
開

催
回

数
 

   
   

1,
08

2回
延

参
加

人
員

 
18

,9
81

人

生
活

習
慣

病
予

防
や

介
護

予
防

な
ど

を
テ

ー
マ

に
各

区
の

実
情

に
合

わ
せ

て
実

施
し

た
。

健
診

の
結

果
な

ど
か

ら
必

要
性

の
高

い
人

に
は

、
個

別
に

案
内

す
る

な
ど

周
知

を
図

っ
た

。
ま

た
、

住
⺠

の
集

い
の

場
に

出
向

く
な

ど
、

健
康

教
育

を
実

施
し

た
。

市
⺠

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
テ

ー
マ

の
選

定
を

行
い

、
会

場
・

日
時

な
ど

参
加

し
や

す
い

よ
う

配
慮

す
る

。

健
康

増
進

課

①
生

涯
に

わ
た

る
健

康
づ

く
り

の
た

め
の

支
援

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
２

）
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
支

援
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

15
2

52
1ｲ

01
が

ん
の

早
期

発
見

、
早

期
治

療
を

促
進

す
る

た
め

、
各

種
が

ん
検

診
を

実
施

し
ま

す
。

特
に

女
性

特
有

の
が

ん
で

あ
る

子
宮

頸
が

ん
、

乳
が

ん
の

受
診

率
向

上
に

努
め

ま
す

。

■
各

種
が

ん
検

診
受

診
者

数
：

・
胃

が
ん

検
診

 
 

：
37

,9
44

人
・

肺
が

ん
検

診
 

 
：

33
,2

31
人

・
大

腸
が

ん
検

診
 

：
65

,6
53

人
・

乳
が

ん
検

診
 

 
：

15
,3

88
人

・
子

宮
頸

が
ん

検
診

：
18

,7
77

人
■

対
象

者
35

8,
46

5人
へ

個
別

に
受

診
案

内
（

受
診

券
送

付
）

■
未

受
診

者
へ

再
勧

奨
（

乳
が

ん
延

べ
32

,9
90

人
、

子
宮

頸
が

ん
44

,2
34

人
）

■
未

受
診

者
集

団
検

診
の

出
張

型
を

北
・

江
南

・
南

区
、

施
設

型
を

東
・

中
央

・
秋

葉
・

⻄
・

⻄
蒲

区
で

実
施

■
協

会
け

ん
ぽ

被
扶

養
者

の
集

団
特

定
健

診
と

市
の

乳
が

ん
検

診
を

全
区

で
実

施 ■
市

⺠
啓

発
・

が
ん

検
診

啓
発

ア
ン

バ
サ

ダ
ー

を
活

用
し

た
再

勧
奨

の
実

施
、

啓
発

動
画

の
公

開

■
乳

が
ん

検
診

を
休

日
に

受
診

で
き

る
医

療
機

関
を

案
内

冊
子

に
掲

載
。

ま
た

、
子

宮
頸

が
ん

検
診

を
休

日
に

受
診

で
き

る
医

療
機

関
を

、
未

受
診

者
へ

の
個

別
案

内
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
情

報
提

供
し

た
。

■
新

潟
大

学
の

研
究

と
連

携
し

た
20

歳
代

を
対

象
と

し
た

子
宮

頸
が

ん
検

診
の

受
診

勧
奨

通
知

を
2回

送
付

し
た

。

■
乳

が
ん

に
つ

い
て

、
制

作
し

た
動

画
等

を
通

し
て

、
検

診
の

受
診

だ
け

で
な

く
「

ブ
レ

ス
ト

・
ア

ウ
ェ

ア
ネ

ス
」

の
重

要
性

に
つ

い
て

も
周

知
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

が
ん

検
診

の
受

診
率

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

。
健

康
増

進
課

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
２

）
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
支

援
①

生
涯

に
わ

た
る

健
康

づ
く

り
の

た
め

の
支

援
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

15
3

52
1ｳ

01
Ｈ

Ｉ
Ｖ

／
エ

イ
ズ

、
性

感
染

症
、

薬
物

乱
用

な
ど

に
つ

い
て

、
地

域
や

学
校

と
も

連
携

し
て

正
し

い
知

識
の

普
及

・
啓

発
、

情
報

提
供

を
行

う
ほ

か
、

安
心

し
て

相
談

が
で

き
、

検
査

が
受

け
や

す
い

環
境

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

○
HI

V・
エ

イ
ズ

相
談

電
話

の
実

施
(平

日
8:

30
〜

17
:3

0)
○

HI
V検

査
・

相
談

の
実

施
相

談
実

績
14

97
件

（
昨

年
度

実
績

12
64

件
）

検
査

実
績

12
06

件
（

昨
年

度
実

績
89

0
件

）

HI
V/

エ
イ

ズ
、

性
感

染
症

に
つ

い
て

正
し

く
理

解
し

て
も

ら
え

る
よ

う
指

導
し

た
。

「
性

に
関

す
る

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
」

を
用

い
て

受
検

者
の

理
解

度
を

確
認

し
な

が
ら

予
防

行
動

が
取

れ
る

よ
う

保
健

指
導

を
実

施
し

た
。

検
査

結
果

を
知

る
こ

と
だ

け
が

目
的

と
な

っ
て

し
ま

っ
て

お
り

、
そ

の
後

の
予

防
行

動
が

取
れ

ず
、

繰
り

返
し

検
査

を
受

け
る

⽅
も

多
い

。
⾃

分
⾃

⾝
・

パ
ー

ト
ナ

ー
の

⾝
体

の
こ

と
を

考
え

た
行

動
が

取
れ

る
よ

う
保

健
指

導
を

実
施

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

保
健

管
理

課

15
4

52
1ｳ

02
Ｈ

Ｉ
Ｖ

／
エ

イ
ズ

、
性

感
染

症
、

薬
物

乱
用

な
ど

に
つ

い
て

、
地

域
や

学
校

と
も

連
携

し
て

正
し

い
知

識
の

普
及

・
啓

発
、

情
報

提
供

を
行

う
ほ

か
、

安
心

し
て

相
談

が
で

き
、

検
査

が
受

け
や

す
い

環
境

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

薬
物

乱
用

防
止

教
室

の
実

施
率

は
、

小
学

校
75

.5
％

（
前

年
度

68
.2

％
）

中
学

校
86

.0
％

（
前

年
度

82
.8

％
）

高
等

学
校

10
0％

（
前

年
度

10
0.

0％
）

小
学

校
で

は
7.

3％
、

中
学

校
で

は
3.

2％
実

施
率

が
上

が
っ

て
お

り
、

薬
物

に
関

す
る

知
識

や
意

識
の

向
上

に
つ

な
が

っ
て

い
る

も
の

と
考

え
る

。

小
学

校
に

お
い

て
は

、
中

高
と

⽐
較

し
て

ま
だ

実
施

率
が

低
い

傾
向

に
あ

る
。

令
和

元
年

度
に

改
訂

さ
れ

た
「

指
導

参
考

資
料

」
や

「
薬

物
乱

用
防

止
教

室
マ

ニ
ュ

ア
ル

ー
令

和
5年

度
改

定
版

ー
」

の
活

用
を

促
し

、
実

施
率

の
向

上
に

向
け

た
働

き
か

け
を

継
続

し
て

い
く

。

学
校

支
援

課
保

健
給

食
課

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
２

）
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
支

援
①

生
涯

に
わ

た
る

健
康

づ
く

り
の

た
め

の
支

援
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

15
5

52
2ｱ

01
女

性
の

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
、

性
に

関
す

る
専

門
相

談
を

実
施

し
、

問
題

解
決

を
支

援
し

ま
す

。

■
女

性
の

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
専

門
相

談
奇

数
月

第
2⽔

曜
（

3時
間

）
相

談
件

数
延

べ
7件

看
護

職
の

女
性

専
門

相
談

員
が

相
談

を
受

け
る

こ
と

で
、

安
心

し
て

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
、

悩
み

の
解

決
に

向
け

た
支

援
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

一
人

で
も

多
く

の
悩

ん
で

い
る

女
性

に
利

用
し

て
も

ら
え

る
よ

う
広

報
す

る
。

男
女

共
同

参
画

課

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

15
6

52
3ｱ

01
個

人
が

将
来

の
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

を
描

き
、

妊
娠

・
出

産
等

の
希

望
が

実
現

で
き

る
よ

う
、

妊
娠

・
出

産
・

子
育

て
期

に
わ

た
る

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
行

い
ま

す
。

■
８

区
全

て
に

「
妊

娠
・

子
育

て
ほ

っ
と

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

」
を

設
置

し
、

助
産

師
や

保
健

師
な

ど
の

専
門

職
（

マ
タ

ニ
テ

ィ
ナ

ビ
ゲ

ー
タ

ー
）

を
配

置

専
門

職
に

よ
る

妊
娠

期
か

ら
の

切
れ

目
な

い
支

援
を

実
施

し
、

早
期

か
ら

の
支

援
の

充
実

を
図

っ
た

。

「
妊

娠
・

子
育

て
ほ

っ
と

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

」
の

機
能

強
化

及
び

、
広

く
市

⺠
に

周
知

し
て

い
く

。

こ
ど

も
家

庭
課

（
２

）
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
支

援
③

妊
娠

・
出

産
等

に
関

す
る

健
康

支
援

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
２

）
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
支

援
②

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
の

相
談

体
制

の
充

実

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

15
7

52
3ｲ

01
安

心
・

安
全

な
出

産
の

た
め

、
妊

娠
中

の
保

健
指

導
や

健
康

管
理

、
ま

た
産

後
の

⺟
体

保
護

を
支

援
し

、
あ

わ
せ

て
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
り

ま
す

。

■
安

産
教

室
８

区
計

72
回

実
施

■
参

加
者

数
実

77
6人

、
延

89
1人

≪
再

掲
≫

夫
（

パ
ー

ト
ナ

ー
）

実
32

1
人

、
延

37
5人

多
く

の
妊

婦
と

パ
ー

ト
ナ

ー
が

参
加

で
き

る
よ

う
各

会
場

工
夫

し
て

取
り

組
ん

だ
。

ま
た

、
妊

娠
・

出
産

・
子

育
て

に
お

い
て

男
女

協
力

の
必

要
性

、
重

要
性

に
つ

い
て

啓
発

し
た

。

引
き

続
き

、
協

力
し

て
子

育
て

す
る

と
い

う
意

識
や

意
欲

を
高

め
る

よ
う

、
妊

娠
期

か
ら

⺟
子

健
康

手
帳

交
付

時
や

教
室

等
の

機
会

を
捉

え
、

啓
発

し
て

い
く

。

こ
ど

も
家

庭
課

15
8

52
3ｲ

02
安

心
・

安
全

な
出

産
の

た
め

、
妊

娠
中

の
保

健
指

導
や

健
康

管
理

、
ま

た
産

後
の

⺟
体

保
護

を
支

援
し

、
あ

わ
せ

て
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
り

ま
す

。

■
妊

婦
保

健
指

導
８

区
延

5,
20

0人
に

実
施

妊
婦

と
夫

（
パ

ー
ト

ナ
ー

）
に

、
⺟

子
健

康
手

帳
交

付
の

際
に

、
安

心
・

安
全

な
妊

娠
・

出
産

に
つ

な
が

る
よ

う
に

、
妊

婦
健

診
の

必
要

性
や

、
生

活
習

慣
に

つ
い

て
保

健
指

導
を

実
施

し
た

。

引
き

続
き

、
⺟

子
健

康
手

帳
交

付
時

に
安

心
・

安
全

な
妊

娠
・

出
産

が
で

き
る

よ
う

妊
婦

と
夫

（
パ

ー
ト

ナ
ー

）
に

普
及

啓
発

し
て

い
く

。

こ
ど

も
家

庭
課

15
9

52
3ｲ

03
安

心
・

安
全

な
出

産
の

た
め

、
妊

娠
中

の
保

健
指

導
や

健
康

管
理

、
ま

た
産

後
の

⺟
体

保
護

を
支

援
し

、
あ

わ
せ

て
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
り

ま
す

。

■
⺟

体
保

護
相

談
８

区
計

10
1回

実
施

・
相

談
者

数
延

4,
45

0人
産

婦
と

夫
（

パ
ー

ト
ナ

ー
）

に
対

し
、

産
後

の
女

性
の

健
康

に
つ

い
て

配
慮

が
必

要
な

こ
と

に
つ

い
て

、
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

コ
ロ

ナ
禍

か
ら

健
診

会
場

の
密

を
避

け
る

た
め

、
夫

（
パ

ー
ト

ナ
ー

）
の

来
所

を
制

限
し

て
い

る
。

こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
時

に
は

夫
（

パ
ー

ト
ナ

ー
）

が
同

席
し

て
い

る
こ

と
も

あ
り

、
そ

こ
で

⺟
体

保
護

に
つ

い
て

普
及

啓
発

し
て

い
く

。

こ
ど

も
家

庭
課

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
２

）
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
支

援
③

妊
娠

・
出

産
等

に
関

す
る

健
康

支
援

136



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

16
0

52
3ｲ

04
安

心
・

安
全

な
出

産
の

た
め

、
妊

娠
中

の
保

健
指

導
や

健
康

管
理

、
ま

た
産

後
の

⺟
体

保
護

を
支

援
し

、
あ

わ
せ

て
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
り

ま
す

。

■
妊

婦
１

人
に

対
し

14
回

ま
で

健
診

費
用

の
助

成
を

行
っ

た
。

受
診

件
数

 
延

55
,9

91
件

妊
娠

中
の

健
康

管
理

と
と

も
に

、
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
妊

娠
中

の
健

康
管

理
と

と
も

に
、

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
行

っ
て

い
く

。

こ
ど

も
家

庭
課

16
1

52
3ｳ

01
育

児
の

不
安

を
解

消
す

る
た

め
の

情
報

提
供

や
男

女
で

互
い

に
協

力
す

る
こ

と
の

必
要

性
の

啓
発

を
行

い
ま

す
。

■
こ

ん
に

ち
は

赤
ち

ゃ
ん

訪
問

事
業

訪
問

件
数

11
,2

84
件

産
後

う
つ

病
質

問
票

を
用

い
て

、
産

婦
の

心
⾝

の
状

態
を

考
慮

し
な

が
ら

、
個

別
に

必
要

な
相

談
や

支
援

を
行

っ
た

。
産

後
の

女
性

の
健

康
に

つ
い

て
、

育
児

に
お

け
る

男
女

の
協

力
の

必
要

性
に

つ
い

て
啓

発
し

た
。

引
き

続
き

、
訪

問
時

に
育

児
不

安
を

解
消

す
る

た
め

の
情

報
提

供
を

実
施

す
る

他
、

育
児

に
お

け
る

男
女

の
協

力
の

必
要

性
に

つ
い

て
啓

発
し

て
い

く
。

こ
ど

も
家

庭
課

目
標

5 
性

に
関

す
る

理
解

と
生

涯
に

わ
た

る
健

康
の

確
保

−
「

性
と

生
殖

に
関

す
る

健
康

と
権

利
（

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

）
」

の
尊

重
−

（
２

）
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
支

援
③

妊
娠

・
出

産
等

に
関

す
る

健
康

支
援
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

16
2

61
1ｱ

01
Ｄ

Ｖ
が

人
権

侵
害

で
あ

る
と

い
う

認
識

を
深

め
、

Ｄ
Ｖ

防
止

に
向

け
た

意
識

の
醸

成
を

図
る

た
め

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
や

カ
ー

ド
、

広
報

紙
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
活

用
し

、
市

⺠
や

事
業

者
等

に
対

す
る

広
報

を
充

実
し

ま
す

。

(1
)D

Vセ
ン

タ
ー

案
内

資
料

配
布

(リ
ー

フ
レ

ッ
ト

：
約

34
,0

00
部

、
カ

ー
ド

：
約

24
,0

00
部

)
(2

)市
報

(情
報

ひ
ろ

ば
：

12
回

)
(3

)女
性

に
対

す
る

暴
力

を
な

く
す

運
動

(市
報

11
/5

号
、

庁
内

放
送

、
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

ツ
リ

ー
の

展
示

、
江

南
区

文
化

会
館

の
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
)

(4
)広

聴
相

談
課

主
催

「
ミ

ニ
人

権
展

」
で

啓
発

パ
ネ

ル
等

を
展

示

各
種

広
報

媒
体

の
利

用
や

相
談

窓
口

の
案

内
カ

ー
ド

等
を

関
係

機
関

、
商

業
施

設
、

医
師

会
な

ど
、

市
内

各
所

へ
配

布
す

る
こ

と
に

よ
り

相
談

窓
口

の
周

知
を

行
っ

た
。

ま
た

、
各

区
や

本
庁

、
商

業
施

設
等

で
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

ツ
リ

ー
や

パ
ネ

ル
の

展
示

な
ど

様
々

な
手

法
を

用
い

て
啓

発
活

動
を

実
施

し
た

。

様
々

な
ツ

ー
ル

を
用

い
て

、
よ

り
充

実
し

た
広

報
を

実
施

す
る

。
男

女
共

同
参

画
課

16
3

61
1ｳ

01
若

年
層

へ
の

教
育

・
啓

発
を

推
進

す
る

た
め

、
学

校
等

に
お

け
る

人
権

教
育

を
実

施
す

る
ほ

か
、

暴
力

に
よ

ら
な

い
対

等
な

関
係

づ
く

り
に

つ
い

て
、

中
学

生
か

ら
デ

ー
ト

Ｄ
Ｖ

防
止

セ
ミ

ナ
ー

等
の

啓
発

事
業

を
行

い
ま

す
。

デ
ー

ト
DV

防
止

セ
ミ

ナ
ー

実
施

・
全

体
：

37
校

45
回

7,
88

2人
・

中
学

：
19

校
19

回
2,

82
7人

・
高

校
：

7校
8回

2,
87

7人
・

高
等

特
別

支
援

：
3校

5回
14

3人
・

大
学

：
4校

8回
1,

91
8人

・
専

門
学

校
：

4校
5回

11
7人

中
高

生
な

ど
の

若
年

層
に

対
し

て
デ

ー
ト

DV
防

止
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
”D

Vを
し

な
い

・
さ

れ
な

い
た

め
の

知
識

”を
⾝

に
つ

け
る

と
と

も
に

、
性

別
に

よ
ら

な
い

人
権

尊
重

意
識

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

開
催

実
績

の
な

い
学

校
に

対
し

て
、

デ
ー

ト
DV

防
止

セ
ミ

ナ
ー

の
内

容
を

周
知

す
る

な
ど

、
よ

り
申

し
込

み
や

す
い

手
法

を
用

い
て

開
催

実
績

を
増

や
す

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
１

〕
Ｄ

Ｖ
を

容
認

し
な

い
社

会
づ

く
り

の
推

進
①

Ｄ
Ｖ

防
止

の
意

識
啓

発
の

推
進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

16
4

61
1ｳ

02
若

年
層

へ
の

教
育

・
啓

発
を

推
進

す
る

た
め

、
学

校
等

に
お

け
る

人
権

教
育

を
実

施
す

る
ほ

か
、

暴
力

に
よ

ら
な

い
対

等
な

関
係

づ
く

り
に

つ
い

て
、

中
学

生
か

ら
デ

ー
ト

Ｄ
Ｖ

防
止

セ
ミ

ナ
ー

等
の

啓
発

事
業

を
行

い
ま

す
。

人
権

啓
発

デ
ー

ト
DV

防
止

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
、

6月
に

市
立

小
・

中
学

校
、

特
別

支
援

学
校

、
中

等
教

育
学

校
に

、
活

用
の

手
引

と
と

も
に

配
付

し
、

授
業

で
の

活
用

を
図

っ
た

。
ま

た
、

同
じ

く
6

月
に

、
デ

ー
ト

DV
防

止
セ

ミ
ナ

ー
等

の
案

内
を

各
校

に
配

付
し

、
希

望
す

る
学

校
が

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
。

学
習

資
料

（
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
）

に
基

づ
き

、
男

女
関

係
な

く
人

権
が

守
ら

れ
る

存
在

で
あ

る
こ

と
や

、
守

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
を

学
ば

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。

開
催

を
検

討
し

て
い

る
学

校
の

担
当

者
が

、
実

際
に

開
催

し
て

い
る

セ
ミ

ナ
ー

の
様

子
を

参
観

で
き

る
機

会
等

を
設

け
、

担
当

者
の

不
安

や
負

担
の

軽
減

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

学
校

支
援

課

16
5

61
1ｴ

01
加

害
者

の
更

生
に

つ
い

て
は

、
国

の
検

討
状

況
を

踏
ま

え
、

対
応

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
き

ま
す

。

内
閣

府
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
会

に
参

加
。

ま
た

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

て
い

る
団

体
に

つ
い

て
情

報
収

集
を

行
っ

た
。

庁
内

に
お

け
る

加
害

者
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
に

対
し

、
情

報
提

供
す

る
と

と
も

に
、

国
や

他
⾃

治
体

の
動

向
を

収
集

し
て

い
る

。

国
や

他
⾃

治
体

の
動

向
を

注
視

し
、

情
報

を
収

集
す

る
。

男
女

共
同

参
画

課

〔
１

〕
Ｄ

Ｖ
を

容
認

し
な

い
社

会
づ

く
り

の
推

進
①

Ｄ
Ｖ

防
止

の
意

識
啓

発
の

推
進

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

16
6

61
2ｱ

01
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
や

カ
ー

ド
を

作
成

し
、

被
害

者
が

早
期

に
適

切
な

支
援

が
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
よ

り
効

果
的

な
⽅

法
で

Ｄ
Ｖ

相
談

窓
口

に
つ

い
て

広
く

市
⺠

に
周

知
し

て
い

き
ま

す
。

(1
)D

Vセ
ン

タ
ー

案
内

資
料

配
布

(リ
ー

フ
レ

ッ
ト

：
約

34
,0

00
部

、
カ

ー
ド

：
約

24
,0

00
部

)
(2

)市
報

(情
報

ひ
ろ

ば
：

12
回

)
(3

)女
性

に
対

す
る

暴
力

を
な

く
す

運
動

(市
報

11
/5

号
、

庁
内

放
送

、
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

ツ
リ

ー
の

展
示

、
江

南
区

文
化

会
館

の
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
)

(4
)広

聴
相

談
課

主
催

「
ミ

ニ
人

権
展

」
で

啓
発

パ
ネ

ル
等

を
展

示

各
種

広
報

媒
体

の
利

用
や

相
談

窓
口

の
案

内
カ

ー
ド

等
を

市
内

各
所

へ
配

布
す

る
こ

と
に

よ
り

相
談

窓
口

の
周

知
を

行
っ

た
。

ま
た

、
各

区
や

本
庁

、
商

業
施

設
等

で
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

ツ
リ

ー
や

パ
ネ

ル
の

展
示

な
ど

様
々

な
手

法
を

用
い

て
啓

発
活

動
を

実
施

し
、

幅
広

い
年

齢
層

が
情

報
を

受
け

取
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

様
々

な
ツ

ー
ル

を
用

い
て

、
よ

り
充

実
し

た
広

報
を

実
施

す
る

。
男

女
共

同
参

画
課

16
7

61
2ｲ

01
外

国
人

や
障

が
い

者
な

ど
個

々
の

状
況

に
配

慮
し

た
情

報
提

供
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
関

係
団

体
等

に
つ

い
て

も
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。

(1
)D

Vセ
ン

タ
ー

案
内

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

に
5か

国
語

を
掲

載
(2

)D
V窓

口
調

整
会

議
に

お
い

て
関

係
所

属
（

国
際

課
、

障
が

い
福

祉
課

、
各

区
の

健
康

福
祉

課
）

と
連

携

DV
窓

口
調

整
会

議
の

開
催

や
各

種
研

修
会

へ
の

講
師

派
遣

な
ど

を
通

じ
て

顔
が

見
え

る
関

係
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

被
害

者
支

援
を

行
っ

た
。

関
係

機
関

と
の

連
携

を
よ

り
緊

密
に

行
う

と
と

も
に

、
引

き
続

き
障

が
い

の
あ

る
⽅

や
外

国
人

が
安

心
し

て
相

談
で

き
る

よ
う

に
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。

男
女

共
同

参
画

課

16
8

61
2ｲ

02
外

国
人

や
障

が
い

者
な

ど
個

々
の

状
況

に
配

慮
し

た
情

報
提

供
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
関

係
団

体
等

に
つ

い
て

も
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。

令
和

5年
度

に
受

け
付

け
た

障
が

い
者

虐
待

相
談

の
中

で
、

DV
が

関
係

し
た

相
談

件
数

が
9件

あ
り

、
相

談
の

中
で

DV
相

談
窓

口
へ

の
連

絡
を

促
す

な
ど

、
必

要
な

情
報

提
供

を
行

っ
た

。

障
が

い
者

虐
待

相
談

の
中

な
ど

で
、

DV
被

害
を

発
見

し
た

場
合

、
各

区
女

性
相

談
員

に
繋

い
だ

り
、

専
門

相
談

窓
口

情
報

を
提

供
し

て
い

る
。

今
後

も
個

々
の

状
況

に
配

慮
し

た
情

報
提

供
に

努
め

る
。

障
が

い
福

祉
課

（
１

）
Ｄ

Ｖ
の

根
絶

と
Ｄ

Ｖ
被

害
者

へ
の

総
合

的
な

支
援

体
制

づ
く

り
 

※
新

潟
市

配
偶

者
等

か
ら

の
暴

力
防

止
・

被
害

者
支

援
基

本
計

画
〔

１
〕

Ｄ
Ｖ

を
容

認
し

な
い

社
会

づ
く

り
の

推
進

②
Ｄ

Ｖ
相

談
窓

口
の

周
知

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

16
9

61
2ｲ

03
外

国
人

や
障

が
い

者
な

ど
個

々
の

状
況

に
配

慮
し

た
情

報
提

供
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
関

係
団

体
等

に
つ

い
て

も
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。

〇
外

国
語

に
よ

る
相

談
窓

口
・

生
活

相
談

：
16

0件
・

弁
護

士
に

よ
る

無
料

相
談

会
：

7件
・

無
料

医
療

相
談

会
：

５
件

〇
外

国
籍

市
⺠

が
日

頃
抱

え
る

生
活

上
の

悩
み

や
困

り
ご

と
に

つ
い

て
、

外
国

語
で

も
相

談
を

受
け

付
け

、
必

要
な

情
報

提
供

を
行

っ
て

い
ま

す
。

〇
助

言
内

容
が

十
分

に
伝

わ
っ

て
い

る
と

い
う

検
証

が
難

し
い

こ
と

や
、

紹
介

先
（

関
係

機
関

等
）

で
の

言
葉

の
問

題
が

あ
り

ま
す

。

国
際

課

17
0

61
2ｳ

01
被

害
者

を
早

期
に

発
見

す
る

た
め

、
保

健
・

医
療

・
福

祉
・

教
育

関
係

者
や

⺠
生

委
員

・
児

童
委

員
な

ど
地

域
の

福
祉

関
係

者
に

対
し

、
Ｄ

Ｖ
防

止
の

啓
発

や
相

談
窓

口
に

つ
い

て
の

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

医
師

会
、

⻭
科

医
師

会
、

保
育

園
、

認
定

こ
ど

も
園

、
⺠

生
委

員
な

ど
に

DV
セ

ン
タ

ー
の

案
内

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

や
カ

ー
ド

を
配

布
す

る
と

と
も

に
、

助
産

師
の

研
修

や
保

健
師

の
研

修
会

に
講

師
を

派
遣

し
DV

防
止

の
啓

発
を

行
っ

た
。

DV
被

害
者

の
早

期
発

見
と

関
係

機
関

と
の

連
携

に
寄

与
し

た
。

関
係

機
関

と
の

連
携

を
よ

り
緊

密
に

行
う

と
と

も
に

、
引

き
続

き
DV

被
害

者
の

早
期

発
見

と
安

心
安

全
な

相
談

体
制

を
充

実
さ

せ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

②
Ｄ

Ｖ
相

談
窓

口
の

周
知

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
１

〕
Ｄ

Ｖ
を

容
認

し
な

い
社

会
づ

く
り

の
推

進

141



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

17
1

62
1ｱ

01
被

害
者

の
安

全
と

秘
密

の
保

持
に

配
慮

し
た

相
談

環
境

を
整

え
ま

す
。

相
談

件
数

（
主

訴
が

D 
V）

・
全

体
 

2,
51

2件
・

電
話

 
1,

83
8件

・
来

所
 

   
29

4件
・

出
張

等
   

38
0件

面
接

会
場

は
被

害
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

配
慮

し
た

環
境

を
整

え
た

。
被

害
者

の
支

援
の

た
め

に
関

係
課

に
情

報
提

供
す

る
場

合
は

、
最

低
限

必
要

な
情

報
提

供
の

み
と

す
る

こ
と

に
配

慮
し

た
。

安
心

安
全

な
相

談
体

制
の

確
保

と
と

も
に

、
慎

重
な

情
報

管
理

を
行

う
よ

う
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

17
2

62
1ｱ

02
被

害
者

の
安

全
と

秘
密

の
保

持
に

配
慮

し
た

相
談

環
境

を
整

え
ま

す
。

各
区

の
女

性
相

談
件

数
（

主
訴

が
DV

）
・

電
話

 
59

4件
・

来
所

 
64

1件

・
全

区
に

女
性

相
談

員
を

配
置

し
、

体
制

の
充

実
を

図
っ

た
。

・
面

接
会

場
は

被
害

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

に
配

慮
し

た
環

境
を

整
え

た
。

被
害

者
の

支
援

の
た

め
に

関
係

課
に

情
報

提
供

す
る

場
合

は
、

最
低

限
必

要
な

情
報

提
供

の
み

と
す

る
こ

と
に

配
慮

し
た

。

安
心

安
全

な
相

談
体

制
の

確
保

と
と

も
に

、
慎

重
な

情
報

管
理

を
行

う
よ

う
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

（
１

）
Ｄ

Ｖ
の

根
絶

と
Ｄ

Ｖ
被

害
者

へ
の

総
合

的
な

支
援

体
制

づ
く

り
 

※
新

潟
市

配
偶

者
等

か
ら

の
暴

力
防

止
・

被
害

者
支

援
基

本
計

画
〔

２
〕

配
偶

者
暴

力
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
相

談
体

制
の

充
実

①
安

全
に

安
心

し
て

相
談

で
き

る
体

制
づ

く
り

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−

142



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

17
3

62
1ｲ

01
夜

間
や

休
日

等
時

間
外

の
緊

急
の

安
全

対
策

に
つ

い
て

は
、

警
察

お
よ

び
新

潟
県

女
性

福
祉

相
談

所
と

の
連

携
を

強
化

し
ま

す
。

(1
)N

PO
法

人
に

火
・

⽊
・

金
曜

17
:0

0
〜

20
:0

0（
火

は
16

:0
0〜

20
：

00
）

の
時

間
帯

の
相

談
業

務
を

委
託

し
、

夜
間

の
相

談
体

制
を

確
保

(2
)休

日
や

緊
急

時
は

、
警

察
署

へ
相

談
す

る
よ

う
案

内
す

る
と

と
も

に
、

緊
急

連
絡

網
を

作
成

し
新

潟
県

の
一

時
保

護
所

や
緊

急
保

護
事

業
の

委
託

施
設

に
配

置 (3
)D

 V
窓

口
調

整
会

議
に

お
い

て
関

係
機

関
と

連
携

を
強

化

⺠
間

支
援

団
体

の
知

見
を

活
用

し
、

相
談

体
制

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

日
頃

か
ら

警
察

署
や

一
時

保
護

所
と

連
携

し
、

相
談

体
制

と
緊

急
時

の
安

全
確

保
に

努
め

た
。

警
察

署
や

一
時

保
護

所
と

の
連

携
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
⺠

間
支

援
団

体
の

知
見

を
活

用
し

た
相

談
体

制
の

強
化

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

17
4

62
1ｳ

01
外

国
人

や
障

が
い

者
、

性
的

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

な
ど

様
々

な
被

害
者

が
安

心
し

て
相

談
で

き
る

よ
う

、
外

国
語

通
訳

や
手

話
通

訳
な

ど
個

々
の

状
況

に
配

慮
し

た
相

談
・

対
応

に
努

め
ま

す
。

(1
)外

国
人

か
ら

の
相

談
件

数
 

36
件

(2
)障

が
い

が
あ

る
⽅

か
ら

の
相

談
件

数
52

5件

障
が

い
の

あ
る

⽅
や

、
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
⽅

か
ら

の
相

談
は

、
年

々
増

加
傾

向
に

あ
る

た
め

、
DV

窓
口

調
整

会
議

や
研

修
会

を
通

じ
て

関
係

機
関

と
の

顔
が

見
え

る
関

係
づ

く
り

に
努

め
た

。

関
係

機
関

と
の

連
携

の
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
⽅

へ
の

理
解

を
深

め
る

た
め

、
相

談
員

の
知

識
と

技
術

の
向

上
に

努
め

る
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
２

〕
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

相
談

体
制

の
充

実
①

安
全

に
安

心
し

て
相

談
で

き
る

体
制

づ
く

り

143



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

17
5

62
2ｱ

01
相

談
員

の
知

識
と

技
術

の
向

上
を

図
る

た
め

、
Ｄ

Ｖ
の

特
性

や
相

談
手

法
、

各
種

制
度

に
関

す
る

研
修

を
充

実
す

る
と

と
も

に
、

困
難

事
例

等
に

つ
い

て
ア

ド
バ

イ
ス

が
で

き
る

体
制

づ
く

り
に

努
め

ま
す

。

(1
)定

例
事

例
検

討
会

 
11

回
(2

)D
V窓

口
調

整
会

議
 

2回
（

う
ち

1
回

は
研

修
会

）
(3

)ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

 
3回

(4
)児

童
相

談
所

と
の

情
報

共
有

会
 

2
回

市
職

員
の

弁
護

士
を

助
言

者
と

し
た

事
例

検
討

会
を

通
じ

て
、

法
的

な
知

識
を

深
め

た
。

ま
た

、
臨

床
心

理
士

の
外

部
講

師
か

ら
面

接
技

術
研

修
を

受
け

た
り

、
配

暴
セ

ン
タ

ー
主

任
相

談
員

か
ら

日
常

的
に

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ズ
を

受
け

る
こ

と
で

、
相

談
員

の
知

識
と

技
術

の
向

上
を

図
っ

た
。

各
分

野
の

専
門

家
を

助
言

者
と

し
た

事
例

検
討

会
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
DV

被
害

者
支

援
に

必
要

な
各

種
制

度
へ

の
知

識
と

理
解

を
深

め
る

た
め

の
研

修
を

開
催

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

17
6

62
2ｲ

01
相

談
窓

口
等

に
お

け
る

被
害

者
へ

の
二

次
的

被
害

防
止

を
図

る
た

め
、

関
係

職
員

の
研

修
等

を
実

施
し

ま
す

。

(1
)D

V窓
口

調
整

会
議

 
2回

（
う

ち
1

回
は

研
修

会
）

(2
)講

師
派

遣
 

8回

DV
被

害
者

に
対

し
て

、
安

心
安

全
な

相
談

体
制

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
会

議
や

講
師

派
遣

を
実

施
し

た
。

区
役

所
の

窓
口

職
員

等
が

我
が

事
と

し
て

捉
え

ら
れ

る
よ

う
な

研
修

会
を

通
じ

て
DV

の
特

性
を

周
知

す
る

と
と

も
に

、
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
事

例
の

共
有

な
ど

DV
被

害
者

へ
の

二
次

的
被

害
防

止
を

図
る

。

男
女

共
同

参
画

課

②
相

談
従

事
者

の
研

修
の

充
実

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
２

〕
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

相
談

体
制

の
充

実
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

17
7

63
1ｱ

01
警

察
や

新
潟

県
女

性
福

祉
相

談
所

と
連

携
し

、
安

全
か

つ
迅

速
に

被
害

者
を

一
時

保
護

に
つ

な
げ

ま
す

。

県
女

性
福

祉
相

談
所

へ
の

一
時

保
護

12
件

警
察

、
県

女
性

福
祉

相
談

所
、

⺠
間

支
援

団
体

等
と

連
携

し
な

が
ら

緊
急

時
に

避
難

先
を

確
保

し
た

。

相
談

時
間

終
了

間
際

の
避

難
事

案
に

つ
い

て
、

関
係

機
関

と
の

役
割

分
担

や
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

男
女

共
同

参
画

課

17
8

63
1ｲ

01
一

時
保

護
が

開
始

さ
れ

る
ま

で
の

間
、

必
要

に
応

じ
て

避
難

場
所

を
提

供
し

ま
す

。

緊
急

一
時

保
護

 
2件

緊
急

時
に

避
難

で
き

る
場

所
を

関
係

機
関

と
連

携
し

、
確

保
し

た
。

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
緊

急
時

の
避

難
場

所
を

確
保

す
る

。
男

女
共

同
参

画
課

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

17
9

63
2ｱ

01
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

総
合

的
な

支
援

体
制

づ
く

り
を

進
め

、
女

性
相

談
員

と
と

も
に

、
円

滑
で

切
れ

目
の

な
い

被
害

者
支

援
を

行
い

ま
す

。

(1
)定

例
事

例
検

討
会

 
11

回
(2

)D
V窓

口
調

整
会

議
 

2回
（

う
ち

1
回

は
研

修
会

）

配
暴

セ
ン

タ
ー

相
談

員
及

び
女

性
相

談
員

の
定

例
事

例
検

討
会

を
通

じ
て

意
見

交
換

や
相

談
支

援
の

実
践

に
つ

い
て

学
ぶ

と
と

も
に

、
DV

窓
口

調
整

会
議

に
よ

り
関

係
機

関
と

顔
の

見
え

る
関

係
を

構
築

し
切

れ
目

の
な

い
被

害
者

支
援

を
行

っ
た

。

相
談

員
の

実
践

知
を

養
う

と
と

も
に

、
窓

口
調

整
会

議
や

研
修

会
を

通
じ

て
関

係
機

関
と

の
連

携
を

強
化

し
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
う

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
３

〕
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
保

護
体

制
と

⾃
立

支
援

の
充

実
②

総
合

的
な

相
談

支
援

体
制

の
充

実

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
３

〕
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
保

護
体

制
と

⾃
立

支
援

の
充

実
①

安
全

に
配

慮
し

た
保

護
体

制
の

充
実
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

18
0

63
2ｲ

01
被

害
者

の
精

神
的

負
担

の
軽

減
や

安
全

確
保

の
た

め
、

関
係

機
関

と
連

携
し

、
必

要
に

応
じ

た
同

行
支

援
を

行
い

ま
す

。

(1
)法

テ
ラ

ス
を

介
し

た
弁

護
士

相
談

へ
の

同
行

支
援

(2
)児

童
相

談
所

や
生

活
保

護
担

当
課

、
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
等

と
の

面
接

相
談

へ
の

同
行

支
援

各
種

行
政

手
続

き
の

情
報

提
供

や
関

係
機

関
と

の
調

整
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
同

行
支

援
を

行
い

DV
被

害
者

の
精

神
的

負
担

の
軽

減
を

図
っ

た
。

各
種

行
政

手
続

き
へ

の
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

同
行

支
援

を
行

う
。

男
女

共
同

参
画

課

18
1

63
2ｳ

01
被

害
者

や
そ

の
家

族
な

ど
に

関
す

る
個

人
情

報
の

管
理

・
保

護
を

徹
底

し
ま

す
。

・
DV

相
談

窓
口

調
整

会
議

に
お

い
て

、
被

害
者

の
安

全
確

保
及

び
秘

密
保

持
に

つ
い

て
改

め
て

周
知

し
た

。
・

DV
相

談
台

帳
や

証
明

書
を

保
管

す
る

書
棚

は
閉

庁
時

に
鍵

を
か

け
る

な
ど

し
て

管
理

し
た

。

DV
被

害
者

に
対

し
て

、
安

心
安

全
な

相
談

体
制

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
個

人
情

報
の

管
理

・
保

護
を

徹
底

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

安
心

安
全

な
相

談
体

制
の

確
保

を
維

持
す

る
た

め
、

引
き

続
き

市
役

所
全

体
に

対
し

て
情

報
管

理
の

重
要

性
を

注
意

喚
起

す
る

。

男
女

共
同

参
画

課

〔
３

〕
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
保

護
体

制
と

⾃
立

支
援

の
充

実
②

総
合

的
な

相
談

支
援

体
制

の
充

実

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

18
2

63
3ｱ

01
被

害
者

の
意

思
を

尊
重

し
な

が
ら

状
況

に
応

じ
た

支
援

策
を

調
整

し
、

生
活

再
建

に
向

け
て

継
続

的
な

支
援

を
行

い
ま

す
。

DV
被

害
者

の
意

思
を

尊
重

し
な

が
ら

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

支
援

の
調

整
を

行
っ

た
。

被
害

者
の

心
情

や
置

か
れ

た
状

況
に

配
慮

し
た

支
援

が
で

き
た

。
DV

被
害

者
の

特
性

に
配

慮
し

た
知

識
と

技
術

を
学

ぶ
と

と
も

に
、

関
係

機
関

と
の

連
携

の
強

化
が

必
要

で
あ

る
。

男
女

共
同

参
画

課

18
3

63
3ｲ

01
生

活
支

援
の

た
め

の
各

種
制

度
の

情
報

提
供

や
手

続
き

支
援

な
ど

を
行

い
ま

す
。

(1
)住

⺠
基

本
台

帳
事

務
に

お
け

る
支

援
措

置
の

証
明

発
行

件
数

 
32

7件
(2

)D
V証

明
 

合
計

 
77

件
 

・
健

康
保

険
 

10
件

 
・

年
金

 
 

 
19

件
 

・
児

童
関

係
 

28
件

 
・

そ
の

他
 

 
20

件

被
害

者
の

状
況

に
合

わ
せ

た
情

報
提

供
や

手
続

き
の

支
援

が
で

き
た

。
各

種
行

政
手

続
き

へ
の

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
証

明
書

を
発

行
す

る
な

ど
の

支
援

を
行

う
。

。

男
女

共
同

参
画

課

18
4

63
3ｳ

01
⺟

子
生

活
支

援
施

設
で

の
⾃

立
に

向
け

た
支

援
が

必
要

な
⺟

子
世

帯
の

場
合

は
⼊

所
に

よ
る

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

市
営

住
宅

等
へ

の
⼊

居
支

援
な

ど
、

住
宅

確
保

に
向

け
た

支
援

を
行

い
ま

す
。

■
⼊

所
⺟

子
の

生
活

支
援

、
就

労
支

援
、

育
児

支
援

な
ど

を
実

施
し

、
家

庭
の

⾃
立

を
援

助
し

た
。

【
R5

⼊
所

者
】

 
⺟

15
人

 
児

童
22

人

⼊
所

⺟
子

が
⾃

立
で

き
る

よ
う

、
生

活
全

般
を

支
援

す
る

視
点

で
相

談
援

助
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
⼊

所
⺟

子
の

⾃
立

に
向

け
、

生
活

全
般

に
わ

た
る

視
点

で
の

相
談

援
助

を
行

う
。

こ
ど

も
家

庭
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
３

」
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
保

護
体

制
と

⾃
立

支
援

の
充

実
③

⾃
立

支
援

策
の

充
実
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

18
5

63
3ｳ

02
⺟

子
生

活
支

援
施

設
で

の
⾃

立
に

向
け

た
支

援
が

必
要

な
⺟

子
世

帯
の

場
合

は
⼊

所
に

よ
る

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

市
営

住
宅

等
へ

の
⼊

居
支

援
な

ど
、

住
宅

確
保

に
向

け
た

支
援

を
行

い
ま

す
。

■
⺟

子
家

庭
向

け
の

住
居

支
援

 
⼊

居
募

集
⼾

数
  

3⼾
 

⼊
居

決
定

⼾
数

 
1⼾

 
残

⼾
数

 
2⼾

(詳
細

)
市

報
に

い
が

た
掲

載
 

3回
⼊

居
申

込
者

  1
名

抽
選

会
 

0回
抽

選
会

出
席

者
 

0名
※

上
記

の
⼊

居
決

定
⼾

数
（

1⼾
）

に
つ

い
て

は
、

申
込

者
1名

だ
っ

た
た

め
抽

選
会

を
開

催
せ

ず
。

⺟
子

家
庭

が
安

心
し

て
⾃

立
し

た
生

活
が

送
れ

る
よ

う
支

援
し

た
。

住
宅

に
困

窮
し

た
⺟

子
世

帯
に

⺟
子

向
住

宅
に

つ
い

て
情

報
提

供
し

、
よ

り
多

く
の

⺟
子

世
帯

に
利

用
し

て
頂

け
る

よ
う

努
め

る
。

こ
ど

も
政

策
課

18
6

63
3ｳ

03
⺟

子
生

活
支

援
施

設
で

の
⾃

立
に

向
け

た
支

援
が

必
要

な
⺟

子
世

帯
の

場
合

は
⼊

所
に

よ
る

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

市
営

住
宅

等
へ

の
⼊

居
支

援
な

ど
、

住
宅

確
保

に
向

け
た

支
援

を
行

い
ま

す
。

■
抽

選
会

参
加

者
延

べ
人

数
：

11
世

帯
常

時
・

特
別

募
集

で
の

⼊
居

決
定

：
9

世
帯

市
営

住
宅

へ
の

⼊
居

を
希

望
す

る
DV

被
害

者
世

帯
に

対
し

、
適

切
な

優
遇

措
置

を
講

じ
た

。

引
き

続
き

、
指

定
管

理
者

と
も

連
携

し
、

該
当

世
帯

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

配
慮

に
努

め
る

。

住
環

境
政

策
課

18
7

63
3ｴ

01
就

業
に

関
す

る
相

談
や

職
業

訓
練

制
度

の
情

報
提

供
な

ど
就

業
に

向
け

て
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

DV
被

害
者

の
意

思
を

尊
重

し
な

が
ら

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

避
難

後
の

⾃
立

に
向

け
た

支
援

を
行

っ
た

。

被
害

者
の

心
情

や
置

か
れ

た
状

況
に

配
慮

し
た

支
援

が
で

き
た

。
各

種
制

度
へ

の
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

関
係

機
関

と
の

連
携

の
強

化
が

必
要

で
あ

る
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
３

」
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
保

護
体

制
と

⾃
立

支
援

の
充

実
③

⾃
立

支
援

策
の

充
実

148



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

18
8

63
3ｴ

02
就

業
に

関
す

る
相

談
や

職
業

訓
練

制
度

の
情

報
提

供
な

ど
就

業
に

向
け

て
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

■
⺟

子
⽗

子
⾃

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

事
業

 
23

人
の

ひ
と

り
親

家
庭

の
⽗

⺟
に

対
し

、
⾃

立
に

向
け

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
策

定
し

、
就

労
支

援
を

行
っ

た
。

■
⾃

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

事
業

7人 ■
高

等
職

業
訓

練
促

進
給

付
金

事
業

 
経

済
的

な
⾃

立
等

の
た

め
就

職
に

効
果

的
な

資
格

取
得

を
目

指
し

養
成

機
関

で
就

業
す

る
⺟

子
家

庭
の

⺟
27

人
へ

促
進

給
付

金
を

支
給

し
、

支
援

し
た

。

多
様

化
す

る
ひ

と
り

親
家

庭
の

実
態

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

効
果

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
を

行
い

適
切

な
就

業
支

援
、

経
済

的
支

援
を

行
っ

た
。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
の

労
働

関
係

機
関

や
⺟

子
福

祉
団

体
等

と
の

さ
ら

な
る

連
携

を
図

り
、

効
果

的
な

就
労

支
援

等
の

実
施

に
努

め
る

。

こ
ど

も
政

策
課

18
9

63
3ｵ

01
被

害
者

に
こ

こ
ろ

の
ケ

ア
が

必
要

な
場

合
は

、
専

門
の

関
係

機
関

で
あ

る
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
や

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

「
ア

ル
ザ

に
い

が
た

」
相

談
室

等
と

連
携

し
支

援
を

行
い

ま
す

。

気
持

ち
の

受
け

止
め

や
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
希

望
す

る
⽅

に
は

、
ア

ル
ザ

に
い

が
た

の
「

こ
こ

ろ
の

相
談

」
を

紹
介

し
た

。

配
偶

者
暴

力
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
に

求
め

ら
れ

る
６

つ
の

機
能

の
う

ち
の

一
つ

で
あ

る
「

被
害

者
の

心
⾝

の
健

康
の

回
復

」
に

つ
い

て
、

適
切

な
助

言
が

で
き

た
。

こ
こ

ろ
の

ケ
ア

が
必

要
な

場
合

は
「

こ
こ

ろ
の

相
談

」
を

案
内

す
る

と
と

も
に

「
こ

こ
ろ

の
相

談
」

の
相

談
員

と
の

連
携

を
強

化
す

る
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
３

」
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
保

護
体

制
と

⾃
立

支
援

の
充

実
③

⾃
立

支
援

策
の

充
実

149



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

19
0

63
3ｶ

01
被

害
者

の
同

伴
児

童
な

ど
、

Ｄ
Ｖ

被
害

の
環

境
下

に
あ

る
子

ど
も

に
つ

い
て

は
、

安
全

確
保

や
こ

こ
ろ

の
ケ

ア
、

学
習

支
援

な
ど

を
行

い
ま

す
。

児
童

相
談

所
や

教
育

委
員

会
、

県
女

性
福

祉
相

談
所

等
と

連
携

し
、

同
伴

児
の

安
全

確
保

や
学

習
環

境
の

調
整

を
行

っ
た

。

関
係

機
関

と
連

携
し

、
同

伴
児

の
安

全
確

保
や

学
習

環
境

の
整

備
に

向
け

た
支

援
が

で
き

た
。

関
係

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

DV
被

害
者

や
同

伴
児

へ
の

理
解

を
深

め
る

啓
発

活
動

を
行

う
。

男
女

共
同

参
画

課

19
1

63
3ｷ

01
被

害
を

受
け

た
外

国
人

や
高

齢
者

、
障

が
い

者
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

状
況

に
配

慮
し

、
関

係
機

関
や

支
援

団
体

と
連

携
し

て
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
状

況
に

応
じ

て
通

訳
等

を
介

し
、

相
談

手
続

き
等

の
支

援
を

行
い

ま
す

。

・
外

国
人

の
⽅

か
ら

も
セ

ン
タ

ー
案

内
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

手
に

取
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
に

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

内
の

一
文

に
5か

国
語

を
使

用
。

・
高

齢
者

や
障

が
い

者
に

つ
い

て
は

、
各

区
の

健
康

福
祉

課
や

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

、
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
対

応
し

た
。

DV
被

害
を

受
け

ら
れ

た
⽅

の
状

況
や

希
望

に
応

じ
て

、
必

要
な

配
慮

を
行

い
つ

つ
支

援
が

で
き

た
。

関
係

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

DV
被

害
者

へ
の

理
解

を
深

め
る

啓
発

活
動

を
行

う
。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
３

」
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
保

護
体

制
と

⾃
立

支
援

の
充

実
③

⾃
立

支
援

策
の

充
実

150



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

19
2

64
1ｱ

01
被

害
者

を
早

期
に

発
見

し
、

適
切

な
相

談
支

援
に

つ
な

ぐ
た

め
、

医
療

機
関

や
保

健
・

福
祉

関
係

機
関

（
児

童
・

高
齢

者
・

障
が

い
者

虐
待

対
策

）
、

学
校

・
教

育
機

関
と

の
連

携
を

図
り

ま
す

。

(1
)要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
 

2
回 (2

)児
童

相
談

所
と

の
情

報
共

有
会

 
2

回 (3
)関

係
機

関
へ

の
講

師
派

遣
 

8回
（

生
活

保
護

、
児

童
相

談
所

、
保

健
師

、
窓

口
関

係
職

員
、

子
育

て
支

援
関

係
職

員
 等

）

協
議

会
や

情
報

共
有

会
、

関
係

機
関

へ
の

講
師

派
遣

な
ど

を
通

じ
て

、
関

係
機

関
と

の
連

携
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
DV

被
害

者
の

早
期

発
見

に
努

め
た

。

関
係

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

DV
被

害
者

を
早

期
に

発
見

で
き

る
よ

う
啓

発
活

動
を

行
う

。

男
女

共
同

参
画

課

19
3

64
1ｲ

01
実

務
担

当
者

に
よ

る
会

議
や

研
修

、
新

潟
県

の
「

配
偶

者
暴

力
防

止
連

絡
会

議
」

等
を

通
じ

て
関

係
機

関
や

⺠
間

支
援

団
体

と
の

連
携

を
図

り
ま

す
。

(1
)D

V窓
口

調
整

会
議

 
2回

開
催

（
う

ち
１

回
は

研
修

会
）

(2
)(新

潟
県

)「
配

偶
者

暴
力

防
止

連
絡

会
議

」
 

2回

会
議

や
研

修
会

を
通

じ
て

、
関

係
機

関
や

⺠
間

支
援

団
体

と
の

連
携

が
強

化
で

き
た

。

関
係

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

⺠
間

支
援

団
体

と
の

協
働

に
努

め
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
４

〕
関

係
機

関
や

⺠
間

支
援

団
体

と
の

連
携

の
強

化
①

関
係

機
関

・
⺠

間
支

援
団

体
と

の
連

携
体

制
の

強
化

と
協

働
の

推
進

151



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

19
4

64
1ｳ

01
⺠

間
支

援
団

体
と

の
連

携
を

図
り

、
団

体
の

活
動

に
対

す
る

支
援

を
強

化
す

る
と

と
も

に
協

働
を

推
進

し
ま

す
。

緊
急

一
時

保
護

等
事

業
費

補
助

金
 

2
団

体
地

域
社

会
で

重
要

な
役

割
を

果
た

す
⺠

間
シ

ェ
ル

タ
ー

等
の

運
営

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
社

会
の

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

機
能

を
強

化
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

財
政

面
で

の
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
会

議
や

研
修

会
へ

の
参

加
に

よ
り

協
働

を
推

進
す

る
。

男
女

共
同

参
画

課

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

19
5

64
2ｱ

01
児

童
相

談
所

や
警

察
、

子
ど

も
が

所
属

す
る

保
育

園
・

幼
稚

園
・

学
校

な
ど

と
連

携
し

、
児

童
虐

待
の

早
期

発
見

に
努

め
る

と
と

も
に

安
全

確
保

を
図

り
ま

す
。

児
童

相
談

所
や

教
育

委
員

会
、

警
察

署
等

と
連

携
し

、
DV

被
害

に
伴

う
面

前
DV

な
ど

の
早

期
発

見
に

努
め

、
適

切
に

通
告

を
行

っ
た

。

関
係

機
関

と
連

携
し

、
同

伴
児

の
安

全
確

保
や

学
習

環
境

の
整

備
に

向
け

た
支

援
が

で
き

た
。

関
係

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

DV
被

害
者

や
同

伴
児

へ
の

理
解

を
深

め
る

啓
発

活
動

を
行

う
。

男
女

共
同

参
画

課

②
Ｄ

Ｖ
対

応
と

児
童

虐
待

対
応

と
の

連
携

強
化

（
１

）
Ｄ

Ｖ
の

根
絶

と
Ｄ

Ｖ
被

害
者

へ
の

総
合

的
な

支
援

体
制

づ
く

り
 

※
新

潟
市

配
偶

者
等

か
ら

の
暴

力
防

止
・

被
害

者
支

援
基

本
計

画
〔

４
〕

関
係

機
関

や
⺠

間
支

援
団

体
と

の
連

携
の

強
化

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

１
）

Ｄ
Ｖ

の
根

絶
と

Ｄ
Ｖ

被
害

者
へ

の
総

合
的

な
支

援
体

制
づ

く
り

 
※

新
潟

市
配

偶
者

等
か

ら
の

暴
力

防
止

・
被

害
者

支
援

基
本

計
画

〔
４

〕
関

係
機

関
や

⺠
間

支
援

団
体

と
の

連
携

の
強

化
①

関
係

機
関

・
⺠

間
支

援
団

体
と

の
連

携
体

制
の

強
化

と
協

働
の

推
進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

19
6

64
2ｲ

01
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
へ

の
参

加
や

、
個

別
ケ

ー
ス

検
討

会
議

の
開

催
に

よ
り

適
切

な
保

護
と

切
れ

目
の

な
い

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

に
参

加
し

、
全

体
の

課
題

に
対

し
て

DV
被

害
者

目
線

を
反

映
さ

せ
た

り
、

関
係

機
関

と
個

別
ケ

ー
ス

検
討

会
を

開
催

し
た

。

関
係

機
関

と
の

連
携

や
顔

の
見

え
る

関
係

の
構

築
に

よ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

機
能

や
役

割
を

共
有

し
つ

つ
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

実
施

し
た

。

関
係

機
関

と
の

連
携

の
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
⽅

へ
の

理
解

を
深

め
る

た
め

、
相

談
員

の
知

識
と

技
術

の
向

上
に

努
め

る
。

男
女

共
同

参
画

課

No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

19
7

62
1ｱ

01
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
ほ

か
、

い
わ

ゆ
る

マ
タ

ニ
テ

ィ
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

や
パ

ワ
ー

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

等
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
防

止
す

る
環

境
づ

く
り

の
た

め
、

啓
発

や
相

談
窓

口
等

の
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。

■
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
関

す
る

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
、

啓
発

や
相

談
窓

口
の

周
知

を
図

っ
た

。

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

に
向

け
た

意
識

啓
発

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

よ
り

効
果

的
な

啓
発

⽅
法

が
な

い
か

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
男

女
共

同
参

画
課

（
１

）
Ｄ

Ｖ
の

根
絶

と
Ｄ

Ｖ
被

害
者

へ
の

総
合

的
な

支
援

体
制

づ
く

り
 

※
新

潟
市

配
偶

者
等

か
ら

の
暴

力
防

止
・

被
害

者
支

援
基

本
計

画
〔

４
〕

関
係

機
関

や
⺠

間
支

援
団

体
と

の
連

携
の

強
化

②
Ｄ

Ｖ
対

応
と

児
童

虐
待

対
応

と
の

連
携

強
化

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

２
）

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

女
性

に
対

す
る

暴
力

防
止

対
策

の
推

進
①

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

19
8

62
1ｱ

02
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
ほ

か
、

い
わ

ゆ
る

マ
タ

ニ
テ

ィ
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

や
パ

ワ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

防
止

す
る

環
境

づ
く

り
の

た
め

、
啓

発
や

相
談

窓
口

等
の

情
報

提
供

に
努

め
ま

す
。

働
き

⽅
改

革
関

連
の

情
報

を
集

約
し

た
専

用
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

活
用

し
、

事
業

主
に

限
ら

ず
、

働
く

人
向

け
の

情
報

な
ど

を
含

め
た

総
合

的
な

情
報

発
信

を
行

っ
て

お
り

、
同

サ
イ

ト
に

お
い

て
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
対

策
に

つ
い

て
の

コ
ン

テ
ン

ツ
を

掲
載

し
て

い
る

。

事
業

主
が

講
ず

べ
き

措
置

や
被

害
を

受
け

た
と

き
の

対
応

⽅
法

を
記

載
す

る
こ

と
で

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

を
図

っ
た

。

引
き

続
き

、
専

用
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

を
有

効
に

活
用

し
な

が
ら

情
報

提
供

に
努

め
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
意

識
啓

発
を

図
っ

て
い

く
。

雇
用

・
新

潟
暮

ら
し

推
進

課

19
9

62
1ｲ

01
市

職
員

や
教

職
員

に
対

し
、

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
防

止
を

周
知

徹
底

し
ま

す
。

・
「

管
理

職
の

た
め

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
」

を
実

施
（

受
講

対
象

 2
56

名
）

・
「

相
談

員
の

た
め

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
」

を
実

施
（

参
加

 3
3名

）
・

「
保

育
園

⻑
の

た
め

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
」

を
実

施
（

参
加

 8
6名

）

研
修

の
対

象
者

を
分

け
て

（
管

理
職

、
相

談
員

、
保

育
園

⻑
）

実
施

す
る

こ
と

で
、

研
修

目
的

を
明

確
に

す
る

と
と

も
に

、
各

所
属

に
お

い
て

も
職

場
研

修
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
対

す
る

職
員

の
認

識
を

深
め

、
職

場
環

境
の

改
善

を
図

っ
た

。

対
象

者
を

分
け

た
研

修
を

引
き

続
き

実
施

す
る

ほ
か

、
eラ

ー
ニ

ン
グ

の
活

用
な

ど
、

時
間

と
会

場
に

と
ら

わ
れ

な
い

職
場

研
修

の
実

施
⽅

法
を

検
討

す
る

こ
と

で
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

へ
の

意
識

醸
成

を
図

っ
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

人
事

課

20
0

62
1ｲ

02
市

職
員

や
教

職
員

に
対

し
、

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
防

止
を

周
知

徹
底

し
ま

す
。

■
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
相

談
員

及
び

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

に
関

す
る

要
綱

の
周

知
を

図
る

た
め

、
5月

に
各

学
校

園
に

通
知

し
た

。
■

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

に
関

す
る

校
内

研
修

を
効

果
的

に
行

え
る

よ
う

、
資

料
を

12
月

に
各

学
校

園
に

配
布

し
た

。
■

管
理

職
対

象
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

に
関

す
る

研
修

を
1回

実
施

し
た

。

通
知

及
び

資
料

を
用

い
た

校
内

研
修

の
実

施
に

よ
り

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
に

関
し

て
教

職
員

に
対

す
る

周
知

が
図

ら
れ

た
。

学
校

園
に

お
け

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

根
絶

に
向

け
、

教
職

員
が

⾃
分

事
と

し
て

課
題

意
識

を
も

つ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
一

層
の

周
知

を
図

る
取

組
を

行
っ

て
い

く
。

学
校

人
事

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

２
）

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

女
性

に
対

す
る

暴
力

防
止

対
策

の
推

進
①

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

20
1

62
2ｱ

01
関

係
機

関
等

と
連

携
し

て
女

性
に

対
す

る
暴

力
防

止
の

た
め

の
意

識
啓

発
や

、
性

犯
罪

、
ス

ト
ー

カ
ー

な
ど

の
犯

罪
等

に
巻

き
込

ま
れ

な
い

よ
う

、
地

域
で

の
広

報
・

啓
発

活
動

を
進

め
､

性
犯

罪
・

性
暴

力
の

相
談

窓
口

の
周

知
に

努
め

ま
す

。

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

市
報

に
い

が
た

、
市

公
式

LI
NE

等
に

よ
る

防
犯

啓
発

情
報

の
発

信
■

に
い

が
た

防
犯

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

登
録

団
体

へ
の

「
安

心
・

安
全

ネ
ッ

ト
通

信
」

の
配

布
■

各
種

街
頭

啓
発

事
業

（
女

性
被

害
防

止
等

）

女
性

被
害

防
止

等
の

広
報

啓
発

活
動

を
行

い
、

男
女

と
も

に
安

心
・

安
全

に
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

に
貢

献
し

た
。

女
性

被
害

防
止

に
資

す
る

よ
う

、
よ

り
効

果
的

な
広

報
啓

発
活

動
を

行
っ

て
い

く
。

市
⺠

生
活

課

20
2

62
2ｱ

02
関

係
機

関
等

と
連

携
し

て
女

性
に

対
す

る
暴

力
防

止
の

た
め

の
意

識
啓

発
や

、
性

犯
罪

、
ス

ト
ー

カ
ー

な
ど

の
犯

罪
等

に
巻

き
込

ま
れ

な
い

よ
う

、
地

域
で

の
広

報
・

啓
発

活
動

を
進

め
､

性
犯

罪
・

性
暴

力
の

相
談

窓
口

の
周

知
に

努
め

ま
す

。

■
防

犯
講

習
会

の
開

催
（

54
回

、
延

べ
2,

32
1人

参
加

）
■

子
ど

も
の

体
験

型
安

全
教

室
の

開
催

（
市

立
小

学
校

10
6校

1年
生

対
象

）

女
性

被
害

防
止

等
に

向
け

た
防

犯
講

習
会

を
行

い
、

男
女

と
も

に
安

心
・

安
全

に
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

に
貢

献
し

た
。

女
性

被
害

防
止

に
資

す
る

よ
う

、
よ

り
効

果
的

な
講

習
会

を
開

催
し

て
い

く
。

市
⺠

生
活

課

②
女

性
に

対
す

る
暴

力
防

止
の

啓
発

や
相

談
等

の
対

策
と

安
全

な
環

境
づ

く
り

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

２
）

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

女
性

に
対

す
る

暴
力

防
止

対
策

の
推

進
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No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

20
3

62
2ｱ

03
関

係
機

関
等

と
連

携
し

て
女

性
に

対
す

る
暴

力
防

止
の

た
め

の
意

識
啓

発
や

、
性

犯
罪

、
ス

ト
ー

カ
ー

な
ど

の
犯

罪
等

に
巻

き
込

ま
れ

な
い

よ
う

、
地

域
で

の
広

報
・

啓
発

活
動

を
進

め
､

性
犯

罪
・

性
暴

力
の

相
談

窓
口

の
周

知
に

努
め

ま
す

。

■
⻘

色
回

転
灯

装
着

車
に

よ
る

パ
ト

ロ
ー

ル
活

動
の

実
施

実
施

時
間

：
月

10
:0

0〜
17

:0
0

 
 

 
 

 
火

〜
金

10
:1

5〜
17

:0
0

会
計

年
度

任
用

職
員

（
県

警
OB

）
4

名
、

⻘
色

回
転

灯
装

着
車

2台
パ

ト
ロ

ー
ル

内
容

・
地

域
の

防
犯

団
体

や
学

校
の

PT
Aや

セ
ー

フ
テ

ィ
ス

タ
ッ

フ
、

警
察

等
と

連
携

し
た

防
犯

活
動

や
子

ど
も

の
見

守
り

を
行

っ
た

。
・

学
校

等
の

関
係

機
関

に
立

ち
寄

り
、

地
区

内
の

犯
罪

状
況

や
不

審
者

情
報

等
に

つ
い

て
の

情
報

収
集

に
努

め
た

。

パ
ト

ロ
ー

ル
活

動
を

通
じ

て
、

女
性

被
害

防
止

に
関

す
る

意
識

の
啓

発
や

女
性

が
犯

罪
等

に
巻

き
込

ま
れ

な
い

安
心

・
安

全
な

ま
ち

づ
く

り
に

貢
献

し
た

。

女
性

を
対

象
と

し
た

犯
罪

が
起

こ
ら

な
い

よ
う

、
よ

り
効

果
的

な
対

策
を

行
っ

て
い

く
。

市
⺠

生
活

課

20
4

62
2ｱ

04
関

係
機

関
等

と
連

携
し

て
女

性
に

対
す

る
暴

力
防

止
の

た
め

の
意

識
啓

発
や

、
性

犯
罪

、
ス

ト
ー

カ
ー

な
ど

の
犯

罪
等

に
巻

き
込

ま
れ

な
い

よ
う

、
地

域
で

の
広

報
・

啓
発

活
動

を
進

め
､

性
犯

罪
・

性
暴

力
の

相
談

窓
口

の
周

知
に

努
め

ま
す

。

(1
)D

Vセ
ン

タ
ー

案
内

資
料

配
布

(リ
ー

フ
レ

ッ
ト

：
約

34
,0

00
部

、
カ

ー
ド

：
約

24
,0

00
部

)
(2

)市
報

(情
報

ひ
ろ

ば
：

12
回

)
(3

)女
性

に
対

す
る

暴
力

を
な

く
す

運
動

(市
報

11
/5

号
、

庁
内

放
送

、
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

ツ
リ

ー
の

展
示

、
江

南
区

文
化

会
館

の
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
)

(4
)広

聴
相

談
課

主
催

「
ミ

ニ
人

権
展

」
で

啓
発

パ
ネ

ル
等

を
展

示

各
種

広
報

媒
体

の
利

用
や

相
談

窓
口

の
案

内
カ

ー
ド

等
を

市
内

各
所

へ
配

布
す

る
こ

と
に

よ
り

相
談

窓
口

の
周

知
を

行
っ

た
。

ま
た

、
各

区
や

本
庁

、
商

業
施

設
等

で
パ

ー
プ

ル
リ

ボ
ン

ツ
リ

ー
や

パ
ネ

ル
の

展
示

な
ど

様
々

な
手

法
を

用
い

て
啓

発
活

動
を

実
施

し
、

幅
広

い
年

齢
層

が
情

報
を

受
け

取
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

様
々

な
ツ

ー
ル

を
用

い
て

、
よ

り
充

実
し

た
広

報
を

実
施

す
る

。
男

女
共

同
参

画
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

２
）

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

女
性

に
対

す
る

暴
力

防
止

対
策

の
推

進
②

女
性

に
対

す
る

暴
力

防
止

の
啓

発
や

相
談

等
の

対
策

と
安

全
な

環
境

づ
く

り

156



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

20
5

62
2ｲ

01
⻘

少
年

に
悪

影
響

を
及

ぼ
す

恐
れ

の
あ

る
社

会
環

境
の

健
全

化
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
地

域
団

体
等

と
協

力
し

て
安

全
な

環
境

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

■
新

潟
東

港
周

辺
（

北
区

）
・

セ
ー

フ
テ

ィ
ゾ

ー
ン

広
報

啓
発

活
動

の
実

施 ・
市

、
警

察
等

に
よ

る
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

の
実

施
■

新
潟

駅
前

・
古

町
周

辺
（

中
央

区
）

・
地

元
防

犯
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

支
援

・
セ

ー
フ

テ
ィ

ゾ
ー

ン
広

報
啓

発
活

動
の

実
施 ・

定
期

的
な

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
の

実
施

・
客

引
き

、
ス

カ
ウ

ト
、

ピ
ン

ク
ビ

ラ
配

布
等

の
迷

惑
行

為
を

行
う

者
に

対
す

る
指

導
の

実
施

警
察

等
と

連
携

し
、

女
性

に
対

し
て

ス
カ

ウ
ト

等
迷

惑
行

為
を

行
う

者
に

対
す

る
指

導
を

行
い

、
環

境
健

全
化

を
図

っ
た

。

繁
華

街
等

に
お

い
て

、
ス

カ
ウ

ト
等

迷
惑

行
為

が
行

わ
れ

な
い

よ
う

、
引

き
続

き
対

策
を

行
っ

て
い

く
。

市
⺠

生
活

課

20
6

62
2ｲ

02
⻘

少
年

に
悪

影
響

を
及

ぼ
す

恐
れ

の
あ

る
社

会
環

境
の

浄
化

活
動

を
行

う
と

と
も

に
、

地
域

団
体

等
と

協
力

し
て

安
全

な
環

境
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

社
会

環
境

実
態

調
査

廃
止

を
踏

ま
え

、
以

下
を

核
に

地
域

団
体

・
警

察
署

等
・

学
校

と
の

連
携

に
よ

る
地

域
の

安
全

な
環

境
づ

く
り

を
推

進
し

た
。

・
街

頭
育

成
員

と
協

働
し

た
地

域
巡

視
、

声
掛

け
支

援
（

年
間

約
２

１
０

回
）

・
非

行
防

止
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
（

啓
発

チ
ラ

シ
等

街
頭

配
布

、
当

日
約

20
00

枚
）

・
学

警
連

、
市

中
学

校
生

徒
指

導
主

事
会

へ
の

参
加

、
情

報
提

供
（

R5
：

学
警

連
１

０
回

、
主

事
会

８
回

）

問
題

の
未

然
防

止
の

た
め

の
⻘

少
年

へ
の

声
掛

け
、

相
談

⽅
法

の
周

知
、

関
係

団
体

等
と

の
情

報
共

有
の

継
続

的
に

よ
り

、
地

域
の

安
全

な
環

境
づ

く
り

に
貢

献
し

た
。

地
域

団
体

・
警

察
署

等
と

連
携

を
継

続
し

な
が

ら
、

地
域

の
安

全
な

環
境

づ
く

り
を

推
進

す
る

協
力

者
等

の
拡

充
を

図
る

。

地
域

教
育

推
進

課
（

R6
:生

涯
学

習
推

進
課

）

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

２
）

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

女
性

に
対

す
る

暴
力

防
止

対
策

の
推

進
②

女
性

に
対

す
る

暴
力

防
止

の
啓

発
や

相
談

等
の

対
策

と
安

全
な

環
境

づ
く

り

157



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

20
7

63
1ｱ

01
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
一

時
的

に
支

援
が

必
要

な
家

庭
に

家
庭

生
活

支
援

員
を

派
遣

し
た

。

派
遣

家
庭

数
：

12
件

（
前

年
度

⽐
60

％
）

派
遣

延
回

数
：

53
回

（
前

年
度

⽐
47

.7
％

）

⺟
子

家
庭

・
⽗

子
家

庭
問

わ
ず

制
度

を
適

用
し

、
個

々
の

ひ
と

り
親

家
庭

に
合

っ
た

要
望

に
応

え
る

た
め

、
委

託
先

と
連

携
し

支
援

を
行

っ
た

。

多
様

化
す

る
ひ

と
り

親
家

庭
の

ニ
ー

ズ
を

検
証

し
、

よ
り

多
く

の
家

庭
に

利
用

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
利

用
⽅

法
、

情
報

提
供

を
行

う
。

こ
ど

も
政

策
課

20
8

63
1ｱ

02
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
一

時
的

に
資

金
を

必
要

と
す

る
⺟

子
家

庭
の

⺟
、

⽗
子

家
庭

の
⽗

、
児

童
、

寡
婦

に
対

し
、

修
学

資
金

等
の

貸
付

を
行

っ
た

。

新
規

貸
付

件
数

：
22

8件

⺟
子

家
庭

等
の

⾃
立

に
つ

な
が

る
よ

う
、

生
活

全
般

を
支

援
す

る
視

点
で

適
切

な
貸

し
付

け
を

行
っ

た
。

電
話

催
告

、
訪

問
指

導
を

実
施

し
、

個
々

の
家

庭
状

況
を

把
握

し
、

適
切

な
償

還
指

導
を

行
う

。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

158



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

20
9

63
1ｱ

03
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
ひ

と
り

親
家

庭
等

へ
の

経
済

的
支

援
と

し
て

児
童

扶
養

手
当

を
支

給
し

た
。

児
童

1人
：

月
額

44
,1

40
円

〜
10

,4
10

円 児
童

2人
：

月
額

10
,4

20
円

〜
5,

21
0円

加
算

児
童

3人
以

上
：

1人
に

つ
き

月
額

6,
25

0円
〜

3,
13

0円
加

算
受

給
対

象
者

数
：

4,
08

1人
（

令
和

6年
3月

31
日

現
在

）

手
当

受
給

者
の

約
半

数
は

低
所

得
世

帯
と

な
っ

て
お

り
、

特
に

⺟
子

家
庭

の
⺟

に
つ

い
て

経
済

的
⾃

立
が

で
き

る
よ

う
、

就
労

支
援

等
へ

結
び

つ
け

る
。

現
況

届
出

時
等

で
、

受
給

者
の

生
活

状
況

を
把

握
し

、
必

要
に

応
じ

、
就

労
相

談
へ

つ
な

げ
る

。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

159



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

21
0

63
1ｱ

04
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
各

区
に

1名
ず

つ
⺟

子
・

⽗
子

⾃
立

支
援

員
を

配
置

し
相

談
に

応
じ

た
。

相
談

件
数

：
（

⺟
子

：
1,

24
9件

 
⽗

子
：

11
1件

）

ひ
と

り
親

の
早

期
⾃

立
を

図
る

た
め

、
生

活
全

般
を

支
援

す
る

視
点

で
相

談
業

務
を

行
っ

た
。

ひ
と

り
親

家
庭

の
早

期
⾃

立
の

た
め

に
必

要
な

取
り

組
み

を
行

い
、

生
活

意
欲

の
形

成
と

安
定

を
図

る
。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

160



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

21
1

63
1ｱ

05
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
⺟

子
家

庭
向

け
の

住
居

支
援

 
⼊

居
募

集
⼾

数
  

3⼾
 

⼊
居

決
定

⼾
数

 
1⼾

 
残

⼾
数

 
2⼾

(詳
細

)
市

報
に

い
が

た
掲

載
 

3回
⼊

居
申

込
者

  1
名

抽
選

会
 

0回
抽

選
会

出
席

者
 

0名
※

上
記

の
⼊

居
決

定
⼾

数
（

1⼾
）

に
つ

い
て

は
、

申
込

者
1名

だ
っ

た
た

め
抽

選
会

を
開

催
せ

ず
。

⺟
子

家
庭

が
安

心
し

て
⾃

立
し

た
生

活
が

送
れ

る
よ

う
支

援
し

た
。

住
宅

に
困

窮
し

た
⺟

子
世

帯
に

⺟
子

向
住

宅
に

つ
い

て
情

報
提

供
し

、
よ

り
多

く
の

⺟
子

世
帯

に
利

用
し

て
頂

け
る

よ
う

努
め

る
。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

161



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

21
2

63
1ｱ

06
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
18

歳
以

下
の

児
童

（
障

が
い

児
に

つ
い

て
は

20
歳

）
と

そ
の

児
童

を
扶

養
す

る
ひ

と
り

親
家

庭
の

保
護

者
に

対
し

、
医

療
費

の
一

部
を

助
成

し
た

。
・

通
院

：
⾃

己
負

担
額

か
ら

月
の

初
回

か
ら

4回
目

ま
で

53
0円

を
控

除
し

た
額

・
⼊

院
：

⾃
己

負
担

額
か

ら
1日

に
つ

き
1,

20
0円

を
控

除
し

た
額

・
助

成
件

数
：

66
,9

65
件

低
所

得
の

ひ
と

り
親

家
庭

が
、

医
療

費
の

不
安

な
く

医
療

機
関

を
受

診
で

き
、

保
健

と
福

祉
の

向
上

が
図

ら
れ

た
。

受
給

者
の

約
半

数
は

低
所

得
者

世
帯

と
な

っ
て

お
り

、
特

に
⺟

子
家

庭
の

⺟
に

つ
い

て
経

済
的

⾃
立

が
で

き
る

よ
う

、
更

新
申

請
時

等
で

、
受

給
者

の
生

活
状

況
を

把
握

し
、

就
労

相
談

へ
つ

な
げ

る
。

こ
ど

も
政

策
課

21
3

63
1ｱ

07
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
⼊

所
⺟

子
の

生
活

支
援

、
就

労
支

援
、

育
児

支
援

な
ど

を
実

施
し

、
家

庭
の

⾃
立

を
援

助
し

た
。

【
R5

⼊
所

者
】

 
⺟

15
人

 
児

童
22

人

⼊
所

⺟
子

が
⾃

立
で

き
る

よ
う

、
生

活
全

般
を

支
援

す
る

視
点

で
相

談
援

助
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
⼊

所
⺟

子
の

⾃
立

に
向

け
、

生
活

全
般

に
わ

た
る

視
点

で
の

相
談

援
助

を
行

う
。

こ
ど

も
家

庭
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

162



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

21
4

63
1ｱ

08
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
新

潟
県

と
共

同
設

置
す

る
⺟

子
家

庭
等

就
業

⾃
立

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

就
業

相
談

や
求

人
開

拓
支

援
、

就
業

支
援

講
習

会
（

パ
ソ

コ
ン

講
習

会
）

、
出

張
型

就
業

相
談

、
ま

た
、

弁
護

士
に

よ
る

養
育

費
相

談
を

実
施

し
た

。

相
談

者
の

⾃
立

に
必

要
な

支
援

⽅
法

が
提

示
で

き
る

よ
う

に
配

慮
し

た
。

ま
た

、
⺟

子
、

⽗
子

問
わ

ず
相

談
に

応
じ

た
。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
の

労
働

関
係

機
関

や
⺟

子
福

祉
団

体
等

と
の

さ
ら

な
る

連
携

を
図

り
、

効
果

的
な

就
労

支
援

等
の

実
施

に
努

め
る

。

こ
ど

も
政

策
課

（
３

）
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

を
抱

え
る

女
性

へ
の

支
援

①
ひ

と
り

親
家

庭
等

様
々

な
困

難
を

抱
え

る
人

へ
の

支
援

の
充

実

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−

163



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

21
5

63
1ｱ

09
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
⺟

子
⽗

子
⾃

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

事
業

 
23

人
の

ひ
と

り
親

家
庭

の
⽗

⺟
に

対
し

、
⾃

立
に

向
け

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
策

定
し

、
就

労
支

援
を

行
っ

た
。

■
⾃

立
支

援
教

育
訓

練
給

付
金

事
業

7人 ■
高

等
職

業
訓

練
促

進
給

付
金

事
業

 
経

済
的

な
⾃

立
等

の
た

め
就

職
に

効
果

的
な

資
格

取
得

を
目

指
し

養
成

機
関

で
就

業
す

る
⺟

子
家

庭
の

⺟
27

人
へ

促
進

給
付

金
を

支
給

し
、

支
援

し
た

。

多
様

化
す

る
ひ

と
り

親
家

庭
の

実
態

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

効
果

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
策

定
を

行
い

適
切

な
就

業
支

援
、

経
済

的
支

援
を

行
っ

た
。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
の

労
働

関
係

機
関

や
⺟

子
福

祉
団

体
等

と
の

さ
ら

な
る

連
携

を
図

り
、

効
果

的
な

就
労

支
援

等
の

実
施

に
努

め
る

。

こ
ど

も
政

策
課

①
ひ

と
り

親
家

庭
等

様
々

な
困

難
を

抱
え

る
人

へ
の

支
援

の
充

実

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援

164



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

21
6

63
1ｱ

10
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
ひ

と
り

親
家

庭
相

談
会

（
年

4回
）

を
開

催
弁

護
士

相
談

会
   

   
 

 2
回

 1
6人

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

相
談

会
  2

回
 1

9人

ひ
と

り
親

家
庭

の
抱

え
る

問
題

解
決

を
支

援
し

、
ひ

と
り

親
家

庭
の

⾃
立

と
生

活
の

安
定

を
総

合
的

に
支

援
す

る
。

ひ
と

り
親

が
直

面
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

問
題

の
解

決
を

支
援

し
、

ひ
と

り
親

家
庭

の
生

活
の

⾃
立

と
安

定
を

図
る

取
り

組
み

を
行

う
。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

165



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

21
7

63
1ｱ

11
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

■
女

性
つ

な
が

り
サ

ポ
ー

ト
事

業
（

１
）

臨
床

心
理

士
に

よ
る

月
１

回
の

出
張

相
談

会
（

9回
）

（
２

）
フ

ー
ド

バ
ン

ク
の

食
料

支
援

会
場

で
の

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

型
相

談
（

4
回

）
（

３
）

交
流

イ
ベ

ン
ト

に
よ

る
相

談
支

援
（

１
回

）
（

４
）

女
性

の
「

居
場

所
」

運
営

 
３

種
類

の
会

を
毎

月
開

催
（

５
）

連
携

会
議

お
よ

び
相

談
員

研
修

会
の

開
催

（
各

1回
）

・
相

談
カ

ー
ド

の
作

成
（

6,
50

0枚
作

成
）

連
携

会
議

を
通

じ
て

、
相

談
機

関
同

士
の

情
報

共
有

を
行

い
、

相
談

内
容

に
応

じ
た

関
係

先
に

つ
な

ぐ
こ

と
が

で
き

た
。

関
係

機
関

が
継

続
的

に
連

携
し

て
い

け
る

よ
う

な
体

制
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

。

男
女

共
同

参
画

課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

166



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

21
8

63
1ｱ

12
ひ

と
り

親
家

庭
等

が
安

心
し

て
子

育
て

し
⾃

立
し

た
生

活
が

営
め

る
よ

う
、

児
童

扶
養

手
当

や
医

療
費

助
成

、
⺟

子
⽗

子
寡

婦
福

祉
資

金
貸

付
な

ど
の

経
済

的
支

援
や

就
労

に
関

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
生

活
困

窮
者

⾃
立

支
援

法
に

基
づ

く
⾃

立
相

談
支

援
機

関
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
就

労
に

関
す

る
支

援
、

住
居

や
日

常
生

活
支

援
な

ど
家

庭
状

態
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
総

合
的

な
相

談
支

援
に

努
め

ま
す

。

養
育

費
履

行
確

保
事

業
R5

申
請

件
数

・
公

正
証

書
作

成
費

補
助

：
33

件
・

養
育

費
保

証
契

約
費

補
助

：
2件

各
関

係
機

関
へ

の
チ

ラ
シ

配
布

等
、

事
業

周
知

に
取

り
組

ん
だ

。
更

な
る

事
業

周
知

に
取

り
組

ん
で

い
く

。
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
事

業
内

容
へ

の
検

討
が

必
要

。

こ
ど

も
政

策
課

21
9

63
1ｲ

01
⺟

子
・

⽗
子

⾃
立

支
援

員
が

ひ
と

り
親

家
庭

か
ら

の
生

活
上

の
相

談
に

応
じ

、
新

潟
県

・
新

潟
市

ひ
と

り
親

家
庭

等
就

業
・

⾃
立

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
生

活
や

養
育

費
等

⾃
立

に
向

け
た

相
談

や
支

援
制

度
等

の
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。

■
各

区
に

1名
ず

つ
⺟

子
・

⽗
子

⾃
立

支
援

員
を

配
置

し
相

談
に

応
じ

た
。

相
談

件
数

：
（

⺟
子

：
1,

24
9件

 
⽗

子
：

11
1件

）

ひ
と

り
親

の
早

期
⾃

立
を

図
る

た
め

、
生

活
全

般
を

支
援

す
る

視
点

で
相

談
業

務
を

行
っ

た
。

ひ
と

り
親

家
庭

の
早

期
⾃

立
の

た
め

に
必

要
な

取
り

組
み

を
行

い
、

生
活

意
欲

の
形

成
と

安
定

を
図

る
。

こ
ど

も
政

策
課

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
（

３
）

貧
困

等
生

活
上

の
困

難
を

抱
え

る
女

性
へ

の
支

援
①

ひ
と

り
親

家
庭

等
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

人
へ

の
支

援
の

充
実

167



No
.

事
業

コ
ー

ド
事

業
内

容
（

「
具

体
的

取
組

」
の

転
記

）
令

和
5年

度
実

績
行

動
計

画
の

目
標

に
対

す
る

効
果

・
貢

献
し

た
点

課
題

・
対

応
の

⽅
向

所
管

課

22
0

63
1ｳ

01
女

性
相

談
員

が
様

々
な

生
活

上
の

困
難

に
関

す
る

相
談

に
応

じ
、

困
難

を
抱

え
た

女
性

の
置

か
れ

た
状

況
に

合
っ

た
適

切
な

支
援

機
関

に
つ

な
ぎ

ま
す

。

配
暴

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

相
談

体
制

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

適
切

な
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ズ

や
研

修
、

連
携

会
議

を
行

い
女

性
相

談
員

の
質

と
技

術
の

向
上

に
努

め
た

（
相

談
件

数
 

6,
76

0
件

）
。

適
切

な
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ズ

や
研

修
、

連
携

会
議

を
通

じ
て

、
被

害
者

の
状

況
に

応
じ

た
支

援
機

関
に

つ
な

ぐ
こ

と
が

で
き

た
。

配
暴

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

相
談

体
制

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

適
切

な
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ズ

や
研

修
、

連
携

会
議

を
行

い
女

性
相

談
員

の
質

と
技

術
の

向
上

に
努

め
る

。

男
女

共
同

参
画

課

（
３

）
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

を
抱

え
る

女
性

へ
の

支
援

①
ひ

と
り

親
家

庭
等

様
々

な
困

難
を

抱
え

る
人

へ
の

支
援

の
充

実

目
標

6 
女

性
に

対
す

る
暴

力
の

根
絶

と
貧

困
等

生
活

上
の

困
難

へ
の

支
援

−
Ｄ

Ｖ
対

策
の

強
化

と
あ

ら
ゆ

る
人

権
侵

害
行

為
の

防
止

−
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令和５年度　アルザにいがた主催事業実施状況

男 女 その他

◆ 1
111イ01
421エ01
512ア01

女性の生き方講座 3
もっと知りたい！私のカラダとココロ～心地よい”
わたし”を見つけるために～
（9/7・14人　9/14・9人　9/21・9人）

女性20人
【保育8人】

18 人 32 人 － 32 0 10.7 人 7 100.0%

2

111イ01
131ア01
413ア01
421エ01

男性の生き方講座
(子育て期)

3
パパスキルＵＰ！幸せがふえる家事育児
（9/2・19人　9/16・18人　9/22・19人)

0歳から小学生までの
お子さんを持つ父親各
24人
【保育8人】

27 人 56 人 56 － 0 18.7 人 14 95.8%

3

111イ01
222ア01
331ア01
332イ01
421エ01

女性の起業を
支援する講座

3
女性のための起業応援セミナー～入門・仲間づくり編
～
（7/14・27人　7/21・21人　7/28・16人）

起業を考えているまた
は起業に関心のある女
性25人【保育8人】

44 人 64 人 － 64 0 21.3 人 9 100.0%

　◆ 4

111イ01
131ア01
413ア01
413イ01
421エ01

男性の生き方講座
(定年期)

2
老いの不安を謳歌して　～見せどころ、勘どころ、
使いましょう～
（1/18・20人　1/25・18人）

定年前後の男性または
定年後のことを考えて
いる男性25人【保育5
人】

23 人 38 人 38 － 0 19.0 人 0 76.5%

　◆ 5

111イ01
131ア01
311ウ01
413ア01
421エ01

ジェンダーで社会
を考える講座

3
アンコンシャスバイアスとジェンダー　～ケア役
割・ケア労働から見えること～
（2/3・37人　2/17・22人　3/3・23人）

どなたでも35人
【保育15人】

46 人 82 人 12 70 0 27.3 人 3 93.5%

6
111イ01
122ア01
421エ01

メディアリテラ
シーについて考え
る講座

1
知っておきたい「自分の言葉で話す」大切さ　～
ジェンダー×メディアリテラシー～
（10/21・15人）

どなたでも35人
【保育8人】

20 人 15 人 6 9 0 15.0 人 1 78.6%

111イ01
332ア01
421エ01

2

自分らしい働き方をみつけるセミナー【オンライン
開催】テーマⅠ：多様な働き方とルール
（10/14・25人　会場14人、オンライン11人
　10/28・22人　会場14人、オンライン8人)

これから再就職やもっ
と違う働き方を考えた
い女性20人
【保育5人】

33 人 47 人 － 47 0 23.5 人 10 97.0%

111イ01
332ア01
421エ01

2

自分らしい働き方をみつけるセミナー【オンライン
開催】テーマⅡ：50代からのキャリアデザインを考
える
（12/2・39人　会場26人、オンライン13人
　12/9・27人　会場17人、オンライン10人)

これから再就職やもっ
と違う働き方を考えた
い女性20人
【保育5人】

42 人 66 人 － 66 0 33.0 人 2 100.0%

111イ01
332ア01
421エ01

5
再就業を目指す女性、正規雇用を望む非正規雇用の
女性のための個別相談会【オンライン開催】
（12/12～12/16　会場15人、オンライン1人）

再就職やもっと違う働
き方を考えたい女性各
日3人程度
【保育あり】

18 人 16 人 － 16 0 3.2 人 3 100.0%

8
111イ01
421エ01

相談室連携講座 5
私を大切にするための自己表現講座
（5/26・23人　6/2・21人　6/9・20人
　6/16・19人　6/23・21人）

女性20人
【保育8人】

27 人 104 人 0 104 0 20.8 人 15 85.7%

9
111イ01
421エ01

相談に携わる方の
ための講座

1
生きづらさの根底にあるものは～ポリヴェーガル理
論に学ぶ～【オンライン開催】
（9/23・59人　会場34人、オンライン25人)

各種相談に携わってい
る方、対面30人、オン
ライン30人

60 人 59 人 6 53 0 59.0 人 1 80.9%

10
111イ01
114ア01
421エ01

アルザdeカフェ 2
最も近くて遠い「家族」～程よい距離でつき合うに
は～
（2/16・16人　2/23・17人）

どなたでも各20人
【保育7人】

26 人 33 人 10 23 0 16.5 人 3 93.3%

11

111イ01
113イ01
114ア01
421エ01

男女共同参画講座
１

1
男女共同参画研修【オンライン開催】
（5/24・34人　会場19人、オンライン15人）

アルザにいがた企画委員、
アルザフォーラム実行委
員、男女共同参画地域推進
員、公民館職員、地域推進
員事業担当の地域（総務）
課職員
【保育5人】

35 人 34 人 11 23 0 34.0 人 1 96.0%

12
111イ01
421エ01
512ア01

男女共同参画講座
２

1
アルザdeシネマ「ヒキタさん！ご懐妊ですよ」
（6/10・153人)

小学生以上200人
【保育8人】

221 人 153 人 37 116 0 153.0 人 4 91.8%

13
111イ01
221ウ01

男女共同参画講座
３

1
政治分野の男女共同参画～ハラスメントの実態から
考える～【オンライン開催】
（9/2・21人　会場16人、オンライン5人）

どなたでも、対面30
人、オンライン20人

27 人 21 人 5 16 0 21.0 人 0 94.1%

講座参加者数 73 92.5%

事業コード 満足度

7 再就職支援講座

820

保育応募者数
延

参加者数
参考内訳 平均

参加者数
№ 事業名・講座名

回
数

テーマ・内容（開催日） 対象・募集人数

◆は、企画委員担当講座
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参考 男女共同参画審議会の開催概要 
 

○審議会 
第 1 回 令和 6 年 7 月 23 日 
 （1）男女共同参画行動計画事業評価について 
第２回 令和 6 年 11 月 25 日 
 （1）男女共同参画行動計画事業評価について 

 
○評価部会 

第１回 令和 6 年 9 月 11 日 
第 2 回 令和 6 年 10 月 23 日 

 
 
 

第１４期新潟市男女共同参画審議会委員（令和 6 年 11 月 25 日現在） 
              （氏名五十音順 敬称略） 

 氏名 役職名等 

１ 相田 晃 新潟日報社論説編集委員 

２ 有森 直子 新潟⼤学医学部保健学科教授 

３ 井浦 順子 新潟市立⽩根小学校⻑ 

4 ⼤島 雅之 新潟県警察本部⽣活安全部人身安全対策課人身安全対策官 

5 齊藤 綾子 にいがた女性会議代表 

６ 杉原 名穂子 新潟⼤学人文学部准教授 

７ 橘 里香 弁護士 

８ 辻川 明美 社会保険労務士 

９ 福田 敦子 公募委員 

10 藤井 りか子 新潟市防災士の会女性部会 

11 松本 こずえ 公募委員 

12 三須 正明 連合新潟地域協議会 副議⻑ 

13 南 圭祐 新潟商工会議所中小企業振興部⻑ 

14 吉田 健太 ファザーリング・ジャパンにいがた代表 

15 渡邉 稔 新潟労働局雇用環境・均等室 雇用環境改善・均等推進監理官 
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